


は じ め に 

令和４年度の予算案は「守り・支え・未来へ 繋
つ な

ぐ 足立区をもっと元気に」と名付け

ました。 

申し上げるまでもなく、コロナ禍による影響は区政全般に影を落としています。区民

の健康や区内経済をはじめ、人とのかかわりが極端に減ったことで、人間関係の希薄化

ばかりか、地域力の低下など、目には見えない部分の諸課題も懸念されます。 

そこで予算案には「傷ついたところや疲弊したところにできる限り手を差し伸べ、守

り支え、かつ未来への持続可能性をもしっかり確保していく」という意味を込め、区民

の皆様にコロナの先にも目も向けて希望をもっていただけるような予算を目指しました。 

１ 令和３年を基盤に更なるコロナ対策を 

行政の予算は単年度ごとに取りまとめるわけですが、事業や施策そのものが年度ご

とにブツブツと切れるわけではなく、また区政の目指す目標も、コロコロ変わるわけ

ではありません。そこには計画的な、継続性が存在します。 

特に新年度は、迅速なコロナ対応を目的に異例の１０回の補正予算（令和４年 1 月

31 日現在）を組み、当初予算額 3,120 億円に対し約 364 億円を追加計上した令和３年

度に続く予算編成です。年が明け、コロナは収束どころか、新たに変異したオミクロ

ン株の急拡大で新規感染者が爆発的に増加しており、３回目のワクチン接種をはじめ、

これまで実施してきた医療現場に対する様々な対応を継続するとともに、相談・検査

体制の拡充も含め新年度のコロナ関連予算は 137 億円に上ります〔詳細は P24～26〕。 

また事業の本体部分は新年度予算の中に計上しているものの、令和３年度内に事務

手続きに関わる予算を債務負担行為として定めた消費喚起事業など、例年以上に予算

内容に継続性が色濃く出ているのが特徴です。「元気を呼び込む」ためにも令和４年度

の単年度ではなく、令和３年度からの流れで考えています。 

２ 区内経済の活性化 

区内経済の活性化支援も新年度の目玉予算の一つです。特に消費喚起策は年間を通

じて切れ目なく３事業を展開します。一方企業支援ですが、令和３年に区内事業者

3,000 社に対して実施したアンケート調査の結果から、「売り上げを増やすといっても

何から手を付けていいかわからない」「困りごとの相談先がわからない」との回答が一

定数に上ったことから、手取り足取り各事業者のお困りごとに寄り添う「事業者なん

でも相談員」制度と併せて、現在では基本中の基本ともなった事業者のホームページ



についても、開設から更新まで支援する新制度を新たに立ち上げ、これまでの国内外

への販路拡大支援事業との両輪で、区内事業者全般の後押しができるよう、きめ細か

く対応していきます。 

３ 災害対策の施策充実 

世論調査の結果からも明らかなのが、災害対策の強化へのご要望です。新年度には

新災害情報システムが本格稼働し、災害ポータルサイトを通じてより有益な情報発信

が可能となります。また水害時の要支援者の個別支援計画に避難所でのケアも含める

など、より一層の強化を図ります。 

４ エリアデザインと学校跡地のプロジェクト 

エリアデザインに関しても、令和５～６年度に向けて更なる進展が期待できる年と

なります。江北エリアは（仮称）江北健康づくりセンターの建設、綾瀬・北綾瀬エリ

アでは駅前広場の整備が本格化、旧千寿第五小学校や鹿浜西小学校・北鹿浜小学校の

跡地活用など、大規模プロジェクトが続きます。区民要望に沿った、かつ真に必要な

施設を計画的に設置していきます。 

５ 区制９０周年 

折しも令和４年度は区制９０周年の節目の年に当たります。昭和７年の１０月に産

声を上げた当区。誕生１世紀となる１００周年に向けて、どのような方向性を目指し

て前進していくのか、目標を見定めてスタートを切る重要な一年でもあります。少子

超高齢社会にあって、区民の皆様に選ばれ、誇りをもって住み続けたいと感じていた

だけるような足立区を目指して、庁内体制を整えて、期待にお応えしていく所存です。 

６ 頼りにされる責任と自覚 

現在は感染爆発とも呼べるような状況が顕在化しており、新年度の先行きは不透明

と言わざるを得ません。このような時だからこそ、地域の皆様が頼りにされるのは最

も身近な自治体である私たちです。その自覚と責任感を持って新年度に臨みます。 

令和４年１月 

足立区長   近 藤 や よ い 
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Ⅰ－１ 予算編成の特色 

Ⅰ－２ 予算編成の経緯 

Ⅰ 令和４年度当初予算編成 

１ 予算編成の特色 

「守り・支え・未来へ繋
つな

ぐ 足立区をもっと元気に」と名付け、新型コロナウイル

ス感染症対策を継続・強化するとともに、長引くコロナ禍で我慢を強いられてきた区民、

区内事業者の方々が希望を見いだせるような予算を目指して編成を行いました。

特に、新型コロナウイルスワクチンの３回目接種をはじめ、相談・検査・療養体制の強

化といった感染症対策の実施とともに、㊗レシート de ９０周年事業や商連プレミアム商

品券の発行など年間を通して区内経済を活性化する消費喚起策を実施、また「ＣＯ₂ ゼロ

宣言」の実現に向けて一歩を踏み出すなど未来へと繋ぐ予算としました。 

２ 予算編成の経緯 

（１）新型コロナウイルス感染症対策に１０回の補正

足立区では長引くコロナ禍での影響を受けた区民・事業者に対し、当初予算のみなら

ず、令和２年度は１６回、令和３年度は令和４年１月時点で１０回の補正予算を組み、

機を逸せず、区民生活や区内経済を守る取組みを進めてきました。 

【令和３年度主な補正内容】 

・ ＰＣＲ検査体制拡充や疑い患者のための病床確保

・ 中小企業向けの緊急経営資金融資あっせん

・ 小・中学校タブレット端末持ち帰り環境整備

■【6月】
３号補正
・あだち３０買い物券事業
・子育て世帯（その他世帯）

生活支援給付金
（5万円・約1万人）

■【4月】
２号補正(専決)
・子育て世帯 (ひとり親世帯)

生活支援給付金
（5万円・約9千人）

■【3月】
１号補正
・高齢者施設PCR検査補助
・介護従事者危険手当
・小規模事業者経営改善補助金

（コロナ特別枠）
・ワクチン1、2回目接種経費
・無症状高齢者へのPCR検査

■【9月】
６号補正
・発熱電話相談センターの拡充（10人→20人）
・コロナ入院患者移送費
・コロナ入院患者医療費公費負担
・パルスオキシメーターの購入（2千個）

■ 【12月】
８号補正
・育英資金事業/高等学校等入学準備助成の拡充
（5万円→10万円）
・学校ICT、Chromebookの追加調達（約7千台）

９号補正
・子育て世帯への臨時特別給付金
（5万円・約10万人）

１０号補正
・ワクチン3回目接種経費
・国の非課税世帯等への臨時特別給付金
（10万円・約11万世帯）
・㊗レシートde９０周年事業準備経費
・ 子育て世帯への臨時特別給付金

（5万円・約10万人）

■4/12 まん延防止等重点措置適用

■4/25 緊急事態宣言発出

■6/21 まん延防止等重点措置適用

■7/12 緊急事態宣言発出

■区立小中学校臨時休業

■9/30 緊急事態宣言解除

４号補正
・避難行動要支援者対策等
・コロナ入院患者医療費

公費負担

５号補正
・ワクチン1､2回目接種経費
・生活困窮者自立

支援金（約6千人）

1,715

グラフの縦棒の数値は、足立区内の
週単位での新型コロナウイルス感染者数
令和4年1月20日現在

図１ 令和３年度補正予算の主な内容

■1/21 まん延防止等
重点措置適用
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Ⅰ－２ 予算編成の経緯 

Ⅰ－３ 予算（案）の概要 

（２）事業見直しによる２％削減（令和３年８月時点）

令和４年度当初予算編成にあたり、令和３年８月の行財政運営方針（Ⅲ資料編

Ｐ９１参照）を踏まえた包括予算内示では、新型コロナウイルス感染症の長期化により

歳入減が続くと想定して、令和３年度包括事業費の２％減を目標とし、実績額等を踏ま

えた事業費の見直しの徹底により、１８億円減額（２．５％減）の内示額としました。 

（３）政策的経費の増で過去最大の予算（令和４年１月時点）

その後、新型コロナウイルスワクチンの接種が進んだことで感染が抑制され、令和３

年９月末の緊急事態宣言の解除に伴い経済活動に回復の兆しが見え始めました。また、

失業率が改善傾向にあることや都税収入の回復により、特別区民税や財政調整交付金等

の歳入増を見込めることが明らかになりました。 

令和４年１月時点では新型コロナウイルスの変異株の流行に伴って再び感染者が増

加し、早期の収束が見込めない中ではありますが、歳入増の見込みを踏まえ、感染症対

策を引き続き最優先とし、区民生活や区内経済を支えるために生活困窮世帯等への区独

自の臨時給付金６０億円や消費喚起策１０億円などの政策的経費を追加した結果、当初

予算額は８年連続過去最大を更新しました。 

 

 

３ 予算(案)の概要 

（１） 財政規模（当初予算比較） （単位：百万円） 

会 計 区 分 令和３年度 令和４年度 差引増減額 増減率 %

一般会計 312,012 315,435 3,423 1.1

国民健康保険特別会計 69,696 72,295 2,600 3.7

介護保険特別会計 64,702 67,484 2,782 4.3

後期高齢者医療特別会計 16,219 17,281 1,062 6.5

合  計 462,629 472,496 9,867 2.1

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

Ｒ２ Ｒ３ （Ｒ3.8） Ｒ４

令和４年度予算編成の経緯（当初予算ベース）

当初予算 補正予算

2,980

3,815(億円)

Ｒ４当初予算
（Ｒ3.8月時点）

3,120

(うちコロナ経費854)

3,154
(うちコロナ経費137)

3,484
(うちコロナ経費382)

包括事業費から
１８億円の削減
（△２．５％)

+205

Ｒ４増額の主な内容

・ 生活困窮世帯等への

足立区独自の臨時給付金＋60億円

・ 新型コロナウイルスワクチン３回目接種＋44億円

・ （仮称）江北健康づくりセンター新築工事＋11億円

・ ㊗キャッシュレス還元祭 de ９０周年事業等

消費喚起策＋10億円

・ ＨＰＶワクチンの積極的勧奨再開＋７億円

364835

当初予算 補正予算

2,949

Ｒ４当初予算(案)
（Ｒ4.1月）

(R2・R3ともに1月末時点)

図２
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Ⅰ－３ 予算（案）の概要 

【一般会計】 総額３，１５４億円 （前年度より３４億円､１．１％の増額） 

投資的経費については、令和３年度当初予算と比べ、区立小・中学校の改築事業や

大学病院整備事業等が一段落したことで８２億円の減額となりました。その一方で、

新型コロナウイルス感染症関連経費１３７億円などを計上し、令和４年度当初予算は

一般会計総額で３，１５４億円と、前年度比３４億円の増額となりました。 

【国民健康保険特別会計】 ７２３億円 （前年度より２６億円、３．７％の増額） 

被保険者数は減少見込みであるものの、新型コロナウイルス感染症の拡大による受

診控えの反動等により保険給付費１５億円増（対前年度比３．３％増）を見込み、前

年度比２６億円の増額となりました。 

【介護保険特別会計】 ６７５億円 （前年度より２８億円、４．３％の増額） 

令和４年度から当初予算に第８期介護保険事業計画（令和５年度までの計画）の事

業額を反映しています。要支援・要介護認定者の増加（対前年度比約 2,290人の増見

込）及び介護サービス利用者の増加（対前年度比約 1,630人の増見込）により、介護

保険給付費は２４億円（対前年度比４．１％増）の大幅な増、介護報酬単価の改定に

伴う介護予防・生活支援サービス事業費の３億円増（対前年度比１８．１％増）など

により、前年度比２８億円の増額となりました。 

【後期高齢者医療特別会計】 １７３億円 （前年度より１１億円、６．５％の増額） 

後期高齢者の増加(対前年度比約 700人の増見込)に伴い、東京都後期高齢者医療広

域連合への分担金及び負担金の９億円増（対前年度比６．４％増）などにより、前年

度比１１億円の増額となりました。 

（２） 一般会計の概要

ア 【歳入】主な増減内容

（ア）特別区民税 ４５６億円（＋３６億円、８．７％の増）

令和３年度はコロナ禍の影響で減収になると見込みましたが、ワクチン接種普及に

伴う経済活動の再開により失業率が改善傾向にあることや、最低賃金の引上げ等に伴

い、令和４年度当初予算は前年度比３６億円増の４５６億円と、増加に転じる見込み

です。 

（イ）財政調整普通交付金 １，０２２億円（＋９０億円、９．７％の増）

歳入の約３割を占める財政調整普通交付金については、企業業績回復に伴う法人住

民税の増加見込みにより、令和４年度当初予算は前年度比９０億円増の１，０２２億

円を計上しました。 

イ 【歳出】主な増減内容

＜主な増＞

・ 生活困窮世帯等への区独自の臨時給付金 ＋６０億円 

・ 新型コロナウイルスワクチンの３回目接種実施経費 ＋４４億円 

・ 綾瀬駅前交通広場整備用地取得等による道路新設事業の増 ＋４３億円

＜主な減＞ 

・ 区立小・中学校の改築事業       △８３億円

改築工事校数の減(Ｒ３:４校→Ｒ４:２校(北鹿浜小･鹿浜西小統合校､東綾瀬中))
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Ⅰ－３ 予算（案）の概要 

・ 大学病院整備事業                △４１億円

東京女子医科大学附属足立医療センターの令和３年度開設による補助金の減

・ 鉄道立体化の促進事業             △２４億円

事業進捗による減（令和３年度に高架化、駅舎等の金額の大きい工事を実施） 

ウ 財源対策

（ア）基金繰入

令和３年度当初予算では歳入減を補填するために例年にない規模の基金を取崩し、

積極活用で取崩予定総額を３６４億円としましたが、令和４年度は特別区税や財政調

整普通交付金等の歳入増が見込まれることから、基金の取崩し総額は３０７億円とし、

令和３年度当初予算比で５７億円の減（１５．７％減）としました。 

＜主な基金取崩し額＞ 

〇 財政調整基金         １１５億円（令和３年度比 ＋１４億円） 

〇 義務教育施設建設等資金積立基金 ８７億円（令和３年度比 △１１億円） 

【主な充当先事業】 

・ 小･中学校の改築工事５６億円(北鹿浜小･鹿浜西小統合校､東綾瀬中)

・ 小･中学校の保全工事１８億円(西保木間小ほか４校工事､強化ガラス改修等)

・ 小･中学校のＩＣＴ機器整備１３億円

〇 公共施設建設資金積立基金 ６２億円（令和３年度比 ＋２５億円） 

【主な充当先事業】 

・ 綾瀬駅前交通広場整備用地取得２０億円

・ 施設営繕事業１８億円(勤労福祉会館、竹の塚温水プール・悠々会館等)

・（仮称）江北健康づくりセンター新築工事１１億円

（イ）特別区債

発行額（借入）については、令和３年度当初予算では６４億円を計上しましたが、

令和４年度は借入対象の学校改築工事費等が前年度より減額となること、歳入増が

見込まれることから、災害援護資金債を除き、新たに借り入れないこととしました。

また、償還（返済）については、元金償還３１億円を予定しており、差引で令和４

年度末の現在高は２６１億円と、令和３年度末の見込み額２９２億円から３１億円

減少する見込みです。 

（３） 歳出予算性質別内訳（一般会計） （単位：百万円）

当初予算額 構成比 % 当初予算額 構成比 %

義務的経費 159,246 51.0 155,363 49.3 △ 3,883 △ 2.4

人件費 40,872 13.1 40,385 12.8 △ 487 △ 1.2

扶助費 112,600 36.1 111,535 35.4 △ 1,066 △ 0.9

公債費 5,774 1.9 3,444 1.1 △ 2,330 △ 40.4

投資的経費 50,302 16.1 42,100 13.3 △ 8,202 △ 16.3

その他一般行政経費 102,464 32.8 117,973 37.4 15,508 15.1

合  計 312,012 100.0 315,435 100.0 3,423 1.1

増減率 %区　　　　分
令和４年度令和３年度

増減額

4



Ⅰ－３ 予算（案）の概要 

 

 

ア 義務的経費 １，５５４億円 （前年度より△３９億円、２．４％の減額） 

（ア）人件費 ４０４億円 （前年度より△５億円、１．２％の減額） 

＜主な増＞ 

・ 会計年度任用職員の報酬 ＋２億円 

  スクールアシスタント（介助員）４０人増、 

副校長補佐７人増、特別支援教室指導教員７人増 など 

・ 参議院議員通常選挙事務 ＋２億円 

＜主な減＞ 

・ 期末手当支給月数引き下げによる減       △３億円 

・ 衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官国民審査事務 △１億円 

・ 東京都議会議員選挙事務            △１億円 

（イ）扶助費 １，１１５億円 （前年度より△１１億円、０．９％の減額） 

＜主な増＞ 

・ 感染症予防・患者医療費公費負担事業 ＋２億円 

新型コロナウイルス感染症入院医療費の公費負担の増 

・ サービス利用者の増加による障がい者自立支援給付費支給事業の増＋１億円 

＜主な減＞ 

・ 生活保護費給付事業                 △９億円 

・ 住居確保給付金支給事業              △４億円 

令和３年度の給付推移、実績を踏まえた減 

（ウ）公債費 ３４億円 （前年度より△２３億円、４０．４％の減額） 

＜主な減＞ 

・ 満期一括償還額の減による特別区債元金の償還額   △１８億円 

イ 投資的経費 ４２１億円 （前年度より△８２億円、１６．３％の減額） 

＜主な増＞ 

 ・ 綾瀬駅前交通広場整備用地取得等による道路新設事業の増   ＋４３億円 

 ・ 税務・住民記録システムの再構築等による情報システム経費の増＋１４億円 

・（仮称）江北健康づくりセンター新築工事による増        ＋１０億円 

＜主な減＞ 

・ 区立小・中学校の改築事業  △８３億円 

・ 大学病院整備事業      △４１億円 

・ 鉄道立体化の促進事業    △２４億円 

ウ その他一般行政経費 １，１８０億円 （前年度より１５５億円、１５．１％の増額） 

＜主な増＞ 

  ・ 生活困窮世帯等への区独自の臨時給付金 ＋６０億円 

 ・ 新型コロナウイルスワクチン接種事業  ＋４４億円 

 ・ 電子計算組織管理運営事務              ＋８億円 

学校教育のＩＣＴ環境整備等による増 

・ 予防接種事業                     ＋８億円 

高齢者インフルエンザ・ＨＰＶワクチン等予防接種経費の増 
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Ⅰ－３ 予算（案）の概要 

（４） 分野別に見た当初予算額の推移 

当初予算額の推移を分野別に見てみると、高齢者人口の 

増加や障がい福祉サービス利用者の増加等を背景に、両分 

野で毎年予算額が大きく伸びています。 

子ども（主に乳幼児）分野は前年度比較で微増ではある 

ものの、依然高い水準にとどまっています。 

 

※各分野の事業は基本計画施策体系等から抽出(投資的事業を除く)｡ 

  ※特別会計を含む。 

 

【子ども（主に乳幼児）分野の主な事業】 
 

出生数が減少し、手当や医療費等の経費は減 

となっています。また、待機児童解消に向けた

保育施設の新規整備による施設数の増加に伴

い、令和２年度以降の保育施設の運営経費は高

止まりしている状況です。 
 

○私立保育園の運営費助成事業  180億円 

○児童手当の支給事業          100億円 

○子ども医療費助成事業         30億円 

○公立保育園の管理運営委託事業 28億円 

 

【高齢者分野の主な事業】 
 

超高齢化に伴う高齢者人口の増加により、後 

期高齢者医療給付ほか高齢者関連サービス事

業費の増加が続いています。 
 

○介護保険給付事務           579億円 

〇後期高齢者医療広域連合への 

療養給付費負担金  65億円 

○高齢者インフルエンザ・肺炎球菌 

ワクチン接種事業   7億円 

○老人ホーム入所措置事業       3億円 

 

【障がい者分野の主な事業】 
 

障がいのある方が地域で自立した生活を送 

るための支援にかかる事業費は、サービス利用

者の増加に伴って年々増えており、今後もこの

傾向が続くものと見込まれます。 
 

○障がい者自立支援給付費支給事業   188億円 

○精神障がい者自立支援給付費支給事業 26億円 

○障がい者福祉手当の支給事業        15億円 
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Ⅰ－４ 足立区を取り巻く現状 

４ 足立区を取り巻く現状 
 

（１） 日本経済の状況 

政府は、令和４年１月の月例経済報告で、景気の先行きについて「感染対策に万全 

を期し、経済社会活動を継続していく中で、各種政策の効果や海外経済の改善もあっ 

て、景気が持ち直していくことが期待される。ただし、感染症による影響や供給面で 

の制約、原材料価格の動向による下振れリスクに十分注意する必要がある。また、金 

融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。」としており、景気の回復が期待 

されています。 

また、令和４年度の経済見通しについても、「「経済対策」を迅速かつ着実に実施

すること等により、実質ＧＤＰ成長率は３．２％程度、名目ＧＤＰ成長率は３．６％

程度と見込まれる。ＧＤＰは過去最高となることが見込まれ、公的支出による経済下

支えの下、消費の回復や堅調な設備投資に牽引される形で、民需主導の自律的な成長

と「成長と分配の好循環」の実現に向けて着実に前進していく。」（令和３年１２月

２３日閣議了解「令和４年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度」から引用）

と表しています。 

 

（２） 足立区の経済状況 

ア 中小企業景況調査 

令和３年１２月に東京都信用金庫協会が実施した区内中小企業景況調査による

と、令和３年１０月から１２月期の業況が「悪い」と回答した割合は、建設業を除

く全ての業種で、昨年同時期と比較して９ポイント以上減少しています。また、来

期（令和４年１月から３月）の予想についても、昨年同時期との比較でサービス業

を除く全ての業種が１０ポイント以上減少しており、悪化幅はやや縮小しています。 

製造業や卸売業では、当面の重点経営施策として、「販路拡大」を第一に挙げて

おり、小売業では「品揃えの改善」や「宣伝・広告の強化」などを挙げています。  

  イ 区内産業実態等アンケート調査 

令和３年７月から８月に区が区内事業者３，０００社を対象に実施した産業実態 

等アンケート調査では、「インターネットを活用したいができていない」と回答し 

た事業者が１２．１％おり、そのうち「相談先がない・わからない」との回答は 

４５．７％でした。また、インターネット活用における課題について「活用を推 

進できる人材がいない」と回答した割合が５２．４％、「導入・運用に係るコスト 

が負担」が４４．８％で、事業者の相談に応じるアドバイザーの設置や運用コスト 

に対する支援策の必要性が見えてきました。 

  ウ 関係機関や区内事業者へのヒアリング 

    コロナ禍で国や都、区の様々な補助金制度があるものの、「支援策を知らない」 

「どう申請すればよいかわからない」などの声が多く、各種制度の案内など事業者 
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Ⅰ－４ 足立区を取り巻く現状 

Ⅰ－５ 足立区の財政状況と見通し 

に寄り添った支援の必要性が見えてきました。 

今後も区内産業関連団体、金融機関等との意見交換会や事業者アンケートを継続し 

て実施し、事業者の状況を適宜把握しながら、的確な支援策につなげていきます。 

 

５ 足立区の財政状況と見通し 

 
（１） 近年の推移 

  ア 歳入  ３，７０１億円 （令和２年度決算額（普通会計）） 

     令和２年度歳入決算（普通会計） 

   ３，７０１億円の内訳をみると、特別 

   区税が１３．９％、特別区財政調整交 

   付金が２６．８％でした。自主財源の 

   根幹である特別区税は、令和２年度に 

過去最高額となったものの、歳入全体 

でみると特別区財政調整交付金の 1/2 

程度にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特別区財政調整交付金は、近年増加傾向にありましたが、法人住民税のさらなる 

国税化の影響を受け、令和２年度は前年比１３６億円の減と大幅に減少しました。 

令和３年度はコロナ禍の影響による減収を懸念していましたが、企業業績の回復に 

伴い、法人住民税の増加が見込まれることから徐々に回復傾向にあります。 

また、令和３年度の特別区税はコロナ禍の影響で一時的に減少しましたが、失業 

   率が改善傾向にあることから令和４年度は増加に転じる見込みです。 

財源 構成

令和２年度決算

13.9％

26.8％

59.3％
特別区税

特別区
財政調整

交付金

国・都支出金
各種交付金

繰入金など
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Ⅰ－５ 足立区の財政状況と見通し 

イ 歳出  ３，６０２億円 （令和２年度決算額（普通会計））

 性質別経費の平成２８年度からの推移をみると、扶助費は近年微増傾向にありま 

す。令和３年度はコロナ禍の影響により生活保護費の増加を見込んでいましたが、 

大幅な増加には至りませんでした。 

 令和３年度の投資的経費は、大学病院整備事業や鉄道立体化、小・中学校の改築 

工事が集中したことで増加しましたが、令和４年度は学校の改築工事が一段落する 

ため、一時的に減少となります。しかしながら、公共施設の老朽化対応に伴い、再 

び増加が見込まれるため、事業手法や実施時期の見直しによる経費の平準化が課題 

となっています。 

（２） 特別会計繰出金の推移

国民健康保険特別会計への繰出金は、 

他の医療保険制度への移行等による被保 

険者の減少や、国保制度の改革等により、 

減少傾向にありますが、特に令和２年度 

は新型コロナウイルス感染症に伴う保険 

料減免分に対する国からの財政支援が、 

１３億円あったことなどにより、一時的 

に大きく減少しました。令和３年度は保 

険料減免の対象者が大きく減少したこと 

で、国からの財政支援が３億円程度に減 

少することから、繰出金は増加に転じる見込みです。 

 介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計への繰出金は、高齢化に伴い、今 

後も増加が見込まれています。 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

扶助費

公債費

投資的経費

人件費

性質別経費の推移(単位：億円)

扶助費

人件費

投資的経費

公債費

（見込) （予算）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

国保

介護

後期

繰出金の推移(単位：億円)

（見込)  (予算）

9



Ⅰ－５ 足立区の財政状況と見通し 

（３） 区民１人当たりの積立金・特別区債現在高 

   積立金（基金）は、個人の家計に例えると、貯金にあたります。 

   また、特別区債を個人の家計に例えると、住宅ローンのような借金にあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区では、「発行額（借入）＜元金償還額（返済）」となるように努め、ピークで 

あった平成１１年度から特別区債現在高を着実に減少させてきました。今後も学校 

等、公共施設の老朽化対応が控えており、多額の更新経費が必要になることから、 

基金を積極的に活用するとともに将来の負担に備え、目的に応じた積み立てを行っ 

ていきます。 

H12年度 33千円
R2年度 43千円

H11年度 218千円
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※各年の１月１日現在の人口から算出しています。
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視点１ ひと　 　多様性を認めあい、夢や希望に挑戦する人

【子どもの学び】 8 (2)

【妊娠・出産・子育て】 6 -

【生涯学習・文化・スポーツ】 5 (1)

【個性・ライフスタイル】 4 (3)

23 (6)

視点２ くらし　 　人と地域がつながる　安全・安心なくらし

【安全】 4 (1)

【環境】 3 (1)

【高齢者・障がい者など】 8 (4)

【健康】 5 (1)

20 (7)

視点３ まち　 　真に豊かな生活を実現できる　魅力あるまち

【災害に強いまち】 3 -

【道路・交通網】 1 -

【まちづくり】 8 (3)

【地域経済の活性化】 4 -

16 (3)

視点４ 行財政　 　様々な主体の活躍とまちの成長を支える行財政

【協働・協創】 5 (2)

【行政運営】 10 -

【区の魅力向上】 3 -

【財政運営】 3 -

21 (2)

次世代につなげる健全な財政運営を行う

【行財政】　　合　計

重　点　目　標 件数

地域経済の活性化を進める

【まち】　　合　計

（７）区民の活躍とまちの活力を支える行財政
・「協働・協創」の推進により、区民がより活躍できる環境づくりを進めるとともに、足立の魅力を創出し、様々な
媒体を通じて効果的に発信していきます。
・職員の倫理意識の徹底と、協創の実践力強化を図り、区民の信頼に応え得る人材を育成します。
・次世代につながる健全な財政運営を行います。

多様な主体による協働・協創を進める

戦略的かつ効果的な行政運営を行う

区のイメージを高め、選ばれるまちになる

健康寿命の延伸を実現する

【くらし】　　合　計

（５）地域の個性を活かした都市基盤が整備されたまち
・ハードソフト両面から、災害に強いまちづくりを進めます。
・地域特性を活かしたまちづくりを進め、便利で快適な、「住みたくなる」「訪れたくなる」まちを目指します。

（６）活力とにぎわいのあるまち
・区内事業者の国内外に向けた販路拡大や、区内産業の魅力を高める起業・創業者の支援を行います。
・求職者と企業とのマッチングや、企業が抱える人材に関する課題解決を支援します。

災害に強いまちをつくる

便利で快適な道路・交通網をつくる

生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動を実践できる仕組みをつくる

１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表　※（ ）内は再掲事業

地域の特性を活かしたまちづくりを進める

多様な個性やライフスタイルを認めあう風土を醸成する

【ひと】　　合　計

（３）地域とともに築く、安全なくらし
・区民の命や財産を守り、くらしの安全を確保します。
・環境負荷の少ないくらしを実現します。

（４）いつまでも健康で住み続けられる安心なくらし
・必要な人が必要な時に医療や福祉などのサービスやサポートを受けることができ、住み慣れた地域でいつま
でも暮らし続けられる仕組みをつくります。
・健康寿命の延伸を実現します。

区民の命や財産を守り、くらしの安全を確保する

環境負荷が少ないくらしを実現する

高齢者、障がい者などの生活のサポート体制を充実する

Ⅱ－１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表

Ⅱ　令和４年度予算のあらまし

（１）自己肯定感を持ち、生き抜く力を備えた人
・学校や家庭、地域などにおける子どもの学びの場の充実を図ります。
・妊娠から出産・子育てまで切れ目なく支えます。

（２）自ら考え行動し、その成果を地域に活かす人
・生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動を実践できる仕組みをつくります。
・多様な個性やライフスタイルを認め合う風土を醸成します。

家庭・地域と連携し、子どもの学びを支え育む

妊娠から出産・子育てまで切れ目なく支える
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視点 重　点　目　標 構成比

子どもの学び 8 (2) 3,908,449 (288,154) 13.09%

妊娠・出産・子育て 6 - 3,474,507 - 11.64%

生涯学習・文化・スポーツ 5 (1) 165,250 (100,437) 0.55%

個性・ライフスタイル 4 (3) 249,859 (220,200) 0.84%

【ひと】　　合　計 23 (6) 7,798,065 (608,791) 26.12%

安全 4 (1) 1,570,396 (4,000) 5.26%

環境 3 (1) 1,227,236 (20,935) 4.11%

高齢者・障がい者など 8 (4) 668,034 (167,745) 2.24%

健康 5 (1) 1,332,692 (783,817) 4.46%

【くらし】　　合　計 20 (7) 4,798,358 (976,497) 16.07%

災害に強いまち 3 - 2,228,584 - 7.46%

道路・交通網 1 - 5,558,245 - 18.61%

まちづくり 8 (3) 6,624,158 (364,592) 22.18%

地域経済の活性化 4 - 176,857 - 0.59%

【まち】　　合　計 16 (3) 14,587,844 (364,592) 48.85%

協働・協創 5 (2) 792,680 (574,621) 2.65%

行政運営 10 - 1,317,518 - 4.41%

区の魅力向上 3 - 270,434 - 0.91%

財政運営 3 - 295,181 - 0.99%

【行財政】　　合　計 21 (2) 2,675,813 (574,621) 8.96%

80 (18) 29,860,080 (2,524,501) 100.00%
※（  ）内は再掲事業

ひと

くらし

まち

行財政

Ⅱ－１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表

総　計

令和４年度　重点プロジェクト予算額・件数集計表

件数 予算額【千円】

ひ と
26.12%

くらし
16.07%

ま ち
48.85%

行財政
8.96%

子どもの学び

13.09%

妊娠・出産・子育て

11.64%
生涯学習・文化・スポーツ

0.55%

個性・ライフスタイル

0.84%
安全

5.26%

環境

4.11%

高齢者・障がい者など
2.24%

健康

4.46%
災害に強いまち

7.46%道路・交通網

18.61%

まちづくり

22.18%

地域経済の活性化

0.59%

協働・協創

2.65%

行政運営・情報発信

4.41%

区の魅力向上

0.91%
財政運営

0.99%
予算構成比
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令和４年度当初予算　 重点プロジェクト関連事業一覧表

「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R4年度

当初予算額

就学前教育
の充実

★幼児教育推進事業・家庭教育推進
事務

　
  園と家庭の連携により子どもたちが基本的生活習慣を身につける取組みを推進するととも
に、幼保小連携による幼児と児童の交流活動、教員と保育者の交流研修等により、相互が理解
を深め、教育・保育に活かし、子どもの学びの構えを育みます。

18,964

★発達支援児に対する事業の推進

　児童・生徒の特性に応じた支援を継続的に実施していくための手法を検証し、ＩＣＴを活用
した『個別の教育支援計画・個別指導計画作成支援システム』を全校に導入し、児童・生徒の
ライフステージに応じた継続的支援を着実に進めていきます。
 令和３年度より区立保育園で受け入れている医療的ケア児に対し、今後途切れのない支援を
継続するために就学後のサポート体制の構築を目指し検討を進めていきます。

26,390

★不登校対策支援事業

　不登校状態が長期化しないよう、登校しぶりの段階から児童・生徒に登校サポーターを派遣
するとともに、学校における別室登校支援を行います。
　これまで行ってきた、チャレンジ学級等の学校以外の学びの場での支援に加え、児童・生徒
宅へのアウトリーチや、ＩＣＴによる支援など、総合的な支援を行います。

89,543

★生活困窮者自立支援事業
【くらし】

再掲
250,597

★小・中学校給食業務運営事業（お
いしい給食の推進）

　すべての子どもが正しい食習慣、食事摂取ができるよう、ひと口目は野菜から事業、家庭科
学習指導案、わが家のシェフになろう、野菜の日、もりもり給食ウィーク、小松菜給食の日、
給食メニューコンクール、おいしい給食レシピ集、学校給食を題材とした「おいしい給食指導
集」の活用などを実施します。

5,296

健康あだち21推進事業（糖尿病対
策）

【くらし】
再掲

37,557

遊びと体験
の場や機会
の充実

★子どもへの多様な体験機会の充実

　集団生活・自然・文化・歴史・科学・ものづくり・大学生活の実体験を伴う学びをとおし
て、子どもたちの心身の健全育成と学習意欲の向上を図るため、自然教室（鋸南・日光・魚
沼）や体験活動事業（生活・文化体験、野外活動、社会体験）、放課後子ども教室（放課後の
安全・安心な居場所の提供）を実施します。

636,559

ひと - 子どもの学び【8 (2)】　小計 3,908,449

★待機児童ゼロの継続と教育・保育
の質の維持・向上

　「足立区待機児童解消アクション・プラン」に基づき、保育施設の増改築の整備費補助等を
実施し、保育定員の見直しと、老朽化した施設の更新を促進します。また、保育士へ経済支
援・就職支援により、安定した園運営に必要な人員を確保しながら、「足立区教育・保育の質
ガイドライン」に基づく保育施設の指導・支援及び保育士の研修を実施することで、教育・保
育の質の維持・向上を図ります。

779,516

★学童保育室運営事業

　学童保育事業を通じて、子育てと仕事の両立をサポートし、児童の健全育成を図ります。地
域の需要を分析しながら、学童保育室の整備による定員増や定員の弾力化を行うとともに、児
童館特例利用の促進や、あだち放課後子ども教室との連携を進めながら、待機児童の解消を図
ります。

1,689,532

★あだちスマイルママ＆エンジェル
プロジェクト（ASMAP）の推進事業
（妊産婦支援事業、こんにちは赤
ちゃん訪問事業、3～4か月児健診事
業）

　妊娠期から産後期の母子保健事業を充実することにより、養育困難や生活困窮を未然に防
ぎ、健やかな親子の成長を支える仕組みを「あだちスマイルママ＆エンジェルプロジェクト
(ＡＳＭＡＰ)」と総称しています。従来の寄り添い支援に加え、宿泊型産後ケアによる心身ケ
アや育児サポート等を実施することにより、コロナ禍において不安を抱える全妊産婦への支援
を強化していきます。

767,927

★子育てサロン事業

　乳幼児とその保護者が自由に集い、遊びながら交流したり、サロンスタッフへの相談などを
通じて、子育ての不安解消や負担感の軽減を図ることで、育児の孤立を防ぎ、明るく楽しい子
育てを支援します。また、プレママ・プレパパも対象に入れ、利用者層を広げるとともに、妊
娠期から身近な育児応援の場として利用の定着を図ります。

130,955

★養育困難改善事業（児童虐待対策
等）

　子ども及び妊産婦の福祉に関し、家庭その他からの相談を受け、実情の把握、情報の提供を
行い、専門機関や地域と連携・協力し、解決・支援にあたります。また、児童虐待や養育困難
家庭に対応するための要保護児童対策地域協議会の開催や児童虐待予防の周知と啓発のための
講座やキャンペーン等を実施します。

23,835

★ひとり親家庭総合支援事業

　ひとり親家庭を対象として、パソコン教室や就職・転職セミナー等の就労支援講座を実施す
るほか、就職に有利な資格の取得を支援する給付金の対象者要件を緩和するなど就労支援事業
を拡大して経済的自立の後押しをします。また、ひとり親家庭同士の繋がりや情報交換の機会
を提供する交流事業、個々の困りごとに傾聴する「豆の木相談室」での相談事業のほか養育費
確保支援事業を実施し、ひとり親家庭の生活の安定と向上を支援していきます。

82,742

ひと - 妊娠・出産・子育て【6】　小計 3,474,507

視点：ひと

自
己
肯
定
感
を
持
ち
、

生
き
抜
く
力
を
備
え
た
人

子どもの状
況に応じた
支援の充実

健やかな身
体づくり

②
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
く
支
え
る

多様な保育
サービスの
提供と待機
児童の解消

子育て不安
の解消

自
己
肯
定
感
を
持
ち
、

生
き
抜
く
力
を
備
え
た
人

確かな学力
の定着

①
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、

子
ど
も
の
学
び
を
支
え
育
む

　学力調査結果等から得られる個々の学習状況の把握と分析に基づき、教員がＩＣＴ機器も活
用しながら、授業改善を図り、「わかる授業、魅力ある授業」を実践するとともに、きめ細か
い学習指導や学習支援でつまずきを解消する「個に応じた指導」を一層充実させていきます。
　また、児童・生徒一人一台のタブレット端末等のＩＣＴ環境を活用した、協働的な学び（子
どもたちが相互に学び合い、教え合いながら、様々な人達と協力して課題に取り組む学習）を
通じて、情報活用能力の育成を図ります。

2,843,543

Ⅱ－１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表

★学力向上対策推進事業
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R4年度

当初予算額

文化芸術推進事業

　東京藝術大学との連携によるコンサート（ライブ、アウトリーチ、配信）事業を実施し、足
立区民が一流の音楽に身近に触れる機会や親しむ環境を提供します。
　また、区の魅力的な伝統文化の継承や活性化を支援し、地域への愛着や誇りを醸成していき
ます。

4,700

読書活動推進事業

　区民のだれもが、図書館以外の身近な場所でも、気軽に本にふれられる環境を整備すること
により、子どもの頃から読書に親しむことを通じて、他者の考えを尊重できる豊かな心が育ま
れ、人と人とがつながっていく共生社会を実現します。
　また、区制90周年関連事業として、足立区の未来に関わりの深い「ＤＸ」「子ども」「地域
愛」「つながり」をキーワードとし、年間を通じてテーマ性・連続性を持ちながら、区制100
周年を見据えた取り組みを実施します。

31,711

運動・スポーツ推進事業

　運動・スポーツに親しむ区民を増やすため、身近なところで気軽に楽しめる運動・スポーツ
の推進や、スポーツ実施率の低い成人や障がい者に向けた運動・スポーツの普及活動を行いま
す。
　年齢や性別、障がいの有無にかかわらず誰もが運動・スポーツを楽しむ環境を整えること
で、区民が自ら心身の健康の保持・増進を図り、人と人とのつながりを深め、心豊かに過ごす
社会の実現に寄与します。

21,262

文化・読書・スポーツ活動協創推進
事業（３分野連携）

　文化・読書・スポーツ分野計画に基づき、従来型の分野別のアプローチだけでなく、「読書
×スポーツ」「読書×文化」「スポーツ×文化」など、それぞれの施設利用者が異なる分野へ
の関心・行動につながる働きかけを通じて、共通理念「楽しさに気づき、深め、広げ、心豊か
に生きる」の実現を目指します。

7,140

介護予防事業（パークで筋トレ・
ウォーキング教室、はつらつ教室、
はじめてのフレイル予防教室）

【くらし】
再掲

100,437

ひと - 生涯学習・文化・スポーツ【5 (1)】　小計 165,250

ワーク・ライフ・バランスの推進事
業

【まち】
再掲

8,204

ユニバーサルデザイン推進事業
　足立区ユニバーサルデザイン推進計画に位置付けられた事業の適切な進行管理を行うことに
より、ユニバーサルデザインのまちづくりを推進します。
　また、ユニバーサルデザインの理念について理解を深めるための啓発活動を行います。

29,659

★町会・自治会、ＮＰＯの活性化支
援

【行財政】
再掲

211,666

協創推進体制の構築
【行財政】
新規・再掲

330

ひと - 個性・ライフスタイル【4 (3)】　小計 249,859

ひと 【23 (6)】　小計 7,798,065
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Ⅱ－１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R4年度

当初予算額

ビューティフル・ウィンドウズ運動
（地域防犯力の向上・防犯まちづく
り事業）

　児童などへの声かけ事案への速やかな対応と、区民の体感治安のさらなる向上のため、青パ
トによる24時間体制のパトロールを継続し、昼間の台数を３台から４台に増やし、「見せる防
犯」を意識した取組みを推進します。
　また、刑法犯認知件数全体の約３割を占める自転車盗について、無施錠自転車に対する警告
札の取付を推進するとともに、駐輪場へのボイスセンサーの設置や目にとまるような啓発シー
ルを貼付するなどのコロナ禍における非接触型の啓発の取組みを進めていきます。そのほか、
特殊詐欺対策として、自動通話録音機の無償貸与や銀行ＡＴＭへの携帯電話抑止装置の設置を
継続して推進します。万引き防止対策についても継続して取り組んでいきます。
　さらに、町会・自治会を主体とした「防犯まちづくり推進地区」の認定・支援に加え、個人
及び団体も対象とした「ながら見守り」の新規登録、活動者の定着と深度化を図る取組みを展
開し、犯罪の起きにくいまちづくりを目指します。

334,933

【ごみ屋敷対策】
　「ごみの堆積」「樹木の越境」「雑草の繁茂」など管理不全な土地・建物について、迅速に
対応します。発生年度の古い未解決事案や美観上課題のある事案には、粘り強い交渉、医療・
介護・福祉等の連携により対応します。
（不法投棄対策・落書き対策）
　「美しいまち」の実現に向けて、以下の対策に取り組みます。
①東京2020大会レガシーとして、民有地の不法投棄対策事業と落書き消去支援事業を継続し
　ます。
②通報協力員にメールマガジンを発送し、制度説明や不法投棄の最新情報等を提供するとと
　もに、新たに「落書き110番」への協力もお願いしていきます。
③防犯カメラ型センサーライトや看板・シールなどの不法投棄対策物品を区民に貸与するこ
　とで、不法投棄されにくいまちの実現を図ります。
【放置自転車対策】
①放置自転車対策に有効な、放置自転車業務と駐輪場管理業務の一括委託を継続して実施し
　ます。
②駅周辺300ｍ以内で駐輪場を始める事業者に設置費及び管理費の一部を補助し、更に2時間
　無料サービス導入事業者への補助内容を充実させ民営駐輪場の拡大を目指します。
③区内13か所の移送所・自転車駐車場で不用自転車の無料引き取り事業を行います。

【清掃美化活動】
　町会・自治会等団体での活動を継続していくとともに、個人向けの「ソロクリーン活動」も
拡充していきます。
【花いっぱい運動】
　花店等と協力し花のビュー坊プレートを配布することで、花のあるまちかど事業をＰＲして
いくほか、昨年度に引き続き図書館等との連携により子どもに向けた事業展開を検討します。
【迷惑喫煙対策】
　駅周辺のパトロールを臨機応変かつ効果的に行い、喫煙ルールの周知とマナー向上を強化し
ていきます。

空き家対策事業
【まち】

再掲
4,000

感染症対策
の充実

感染症対策の充実
　新型コロナウイルス感染症の脅威から区民を守るために、「相談」「検査」「療養」の体制
を拡充します。また、感染状況に応じて全庁的な応援体制を組みながら、感染拡大にも対応で
きる保健所の体制整備に取り組みます。

783,817

くらし - 安全【4 (1)】　小計 1,570,396

エネルギー対策の推進（温室効果ガ
ス排出削減）

　省エネ促進（省エネリフォーム、電気自動車等の購入補助や新たに充電設備補助、事業者向
けの低公害車買替え支援）と創エネ促進（太陽エネルギー利用システム設置費、蓄電池・ＨＥ
ＭＳ設置費の補助）を実施し、2050年の二酸化炭素排出実質ゼロの達成に貢献していきます。
また、気候変動による暑さ対策として、エアコン購入費補助は対象者を見直し、購入支援を継
続していきます。

124,623

ごみの減量・資源化の推進

　ごみの発生を抑制するリデュースをさらに推進するため、燃やすごみに含まれる資源になる
紙類の分別や食品ロスの削減を進めていきます。ごみの組成調査結果に基づき、「紙資源分別
バッグ」の積極的な活用やマイボトルの推奨、また事業者に対する「フードシェアリングアプ
リ」の活用やフードバンク等への未利用食品の寄贈促進等の啓発も推進し、より一層のごみ減
量と資源化率向上を目指します。

1,081,678

自然環境・生物多様性の理解促進事
業

【まち】
再掲

20,935

くらし - 環境【3 (1)】　小計 1,227,236

447,646

ビューティ
フル・ウィ
ンドウズ運
動の強化

Ⅱ－１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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（美化推進事業・生活環境保全対策
事業）
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R4年度

当初予算額

地域包括ケアシステムの推進

　「地域包括ケアシステムビジョン」に基づき、団塊の世代すべてが７５歳以上となる２０２
５年を目途に、区民の皆様が安心して住み続けることができるよう、予防・生活支援、医療・
介護、住まいが一体的に提供される「足立区版地域包括ケアシステム」の構築に向けて取り組
んでいきます。

22,280

介護予防事業（パークで筋トレ・
ウォーキング教室、はつらつ教室、
はじめてのフレイル予防教室）

　高齢者が要介護状態になることを予防し、いつまでも住み慣れた地域で、自分らしく元気に
暮らしていけるよう介護予防事業を実施し、日常生活に必要な機能の維持・向上を図ります。
令和４年度は新型コロナウイルス感染の拡大状況を見極めた上で、住民主体の自主的な介護予
防を進めるとともに、体力や認知機能の改善に重点を置いて実施していきます。

100,437

孤立ゼロプロジェクト推進事業

　各町会・自治会での実態調査を継続し、孤立のおそれのある高齢者を必要な支援につなげま
す。また、調査をきっかけに自主的な見守り活動を始める町会・自治会への物品提供による支
援を行います（「わがまちの孤立ゼロプロジェクト」）。さらに、各地域包括支援センターを
中心に「絆のあんしんネットワーク連絡会」などを活用し、地域住民や関係機関との連携によ
るネットワークの強化を行います。

126,975

★生活困窮者自立支援事業
　生活困窮者からの就労や生活に関する相談に応じ、必要な知識や情報の提供及び助言を行う
とともに、本人の状態に応じた就労準備支援、家計相談支援、学習支援等を実施します。

250,597

★発達支援児に対する事業の推進
【ひと】

再掲
26,390

★ひとり親家庭総合支援事業
【ひと】

再掲
82,742

ユニバーサルデザイン推進事業
【ひと】

再掲
29,659

★就労支援・雇用安定化事業（区内
企業の人材確保支援等）

【まち】
再掲

28,954

くらし - 高齢者・障がい者など【8 (4)】　小計 668,034

データヘルス推進事業
　区が保有する区民の生涯にわたる健康情報を一元化し、分析することで、「健康寿命の延
伸」と「医療費の適正化」に効果的な施策を展開します。

260

健康あだち21推進事業（糖尿病対
策）

　「足立区糖尿病対策アクションプラン」に基づき、3つの柱である①野菜を食べやすい環境
づくり②子ども・家庭の良い生活習慣の定着③重症化予防の各事業を展開し、区民生活の質の
向上と健康寿命の延伸・健康格差の縮小を目指します。また、重症化予防として、引き続き糖
尿病・成人眼科健診を実施します。

37,557

こころといのちの相談支援事業

　「足立区の『生きる支援』自殺対策計画」に沿って、これまでの柱である当事者支援・人材
育成・ネットワークの強化・普及啓発に加え、平成30年度から開始したインターネット・ゲー
トキーパー事業をさらに効果的に展開していきます。これまで進めてきた自殺対策の都市型モ
デルをさらに進化させ、自殺に追い込まれない「生き心地の良い社会」を目指します。

11,058

大学病院整備の支援事業

　区内初となる大学病院の実現に伴い、区と東京女子医科大学附属足立医療センターで連携協
力して区民の方が安心する地域医療の実現を目指します。高度かつ専門的な医療の機能を有す
る大学病院の実現には、多額の資金が必要となるため「大学病院施設等整備基金」を設置し、
先進高額医療機器導入経費の補助を行います。

500,000

感染症対策の充実
【くらし】

再掲
783,817

くらし - 健康【5 (1)】　小計 1,332,692

くらし 【20 (7)】　小計 4,798,358
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Ⅱ－１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R4年度

当初予算額

震災に対する防災力向上事業（防災
訓練・防災計画）

　区民と防災関係機関が連携する各種防災訓練（足立区総合防災訓練、総合水防訓練、災害対
応図上訓練等）を実施し、応急対応力の更なる習熟と強化を図ります。区民一人ひとりの「自
助力」と、地域住民による「共助力」を高めるため、あらゆる機会・情報発信媒体を活用した
防災普及啓発強化、作成した「震災時」避難所運営手順書を用いた地域での防災訓練を実施し
ます。
　地域の実情に合わせた災害対応の指針となる「地区防災計画」は、新たに１２団体での策定
を意見交換やまち歩きを行いながら地域住民とともに取り組むほか、過去に策定した８団体の
計画見直しを支援します。

48,475

地域と一体となった水害対策

　在宅避難をはじめとする「分散避難」を推進するための周知啓発強化、「想定浸水深」表示
の設置拡大など、区民の水害対策意識の更なる向上を図ります。
　また、荒川氾濫時に大きく影響を受ける町会・自治会を優先的に、１年間に２地区ずつ（令
和２～７年度）、水害時を想定したコミュニティタイムラインの策定を順次支援していきま
す。

41,634

震災や火災などに強いまちづくりの
推進

【密集市街地整備事業・不燃化促進事業】
　密集市街地において、密集市街地整備事業（不燃化特区制度含む）による老朽建築物の除却
及び道路・公園等の整備並びに都市防災不燃化促進事業による都市計画道路沿道建築物の不燃
化に取組みます。
【細街路整備事業】
　細街路整備事業により災害時における避難路の確保や消防活動の円滑化を図ります。防災性
の向上と住環境の改善を目指し、各事業間の連携を進めながら密集市街地での着実な防災まち
づくりに取組んでいきます。
【老朽家屋対策事業】
　早急に対応が必要な老朽危険家屋等の所有者に、適正な管理について指導・勧告を行いま
す。また、特に危険であると指定された老朽家屋については、解体工事費の助成を行い、安全
を確保します。
【建築物耐震化促進事業】
　旧耐震基準の建物に対し、耐震化助成の啓発活動を行い、耐震診断、改修計画の策定、耐震
改修工事・除却工事を促進し、地震に強いまちづくりを目指します。
【無接道家屋対策事業】
　建物倒壊危険度の高い木造住宅密集地域において、街区プラン内の通路の現況測量や緊急避
難路整備等の費用を助成し、無接道家屋の建替えを促進します。
【感震ブレーカー設置助成】
　木造住宅密集地域において、大規模地震時の電気火災を防止するため感震ブレーカー設置等
の費用を助成し、災害に強いまちづくりを推進します。

2,138,475

まち - 災害に強いまち【3】　小計 2,228,584
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交通環境の改善事業（都市計画道路
及びバス・自転車走行環境の整備）

　足立区総合交通計画に基づき地域の実態に応じた交通不便地域の改善等を図るとともにバス
停の環境整備を進めます。また、自転車及び歩行者の安全かつ快適な通行環境を確保するた
め、自転車ナビマークなどの設置を行います。
　都市における円滑な移動を確保し、災害時の延焼遮断帯や避難路としての役割も担う都市計
画道路等を新たに整備します。補助第138号線（環七南通り）その2工区は、電線共同溝工事を
引き続き実施します。補助第138号線（江北地区）の基本設計と用地測量を引き続き実施する
と共に、補助第138号線（興野地区）は用地測量を引き続き実施します。北綾瀬駅前交通広場
は、交通広場整備工事とペデストリアンデッキ整備工事に着手します。また、綾瀬駅前交通広
場の用地を取得し、補助第256号線（花畑大橋通り）は、用地取得を継続して実施します。

5,558,245

まち - 道路・交通網【1】　小計 5,558,245

鉄道立体化の促進事業（竹ノ塚駅付
近連続立体交差事業）

　東武伊勢崎線竹ノ塚駅付近の鉄道高架化を進めたことにより、２か所の踏切が解消し、交通
の安全性・利便性が高まりました。今後は、駅東西を一体的に整備し、足立区の北の玄関口に
ふさわしい、まちのにぎわいの創出を目指します。 令和４年度は、普通列車（竹ノ塚駅始
発）の折返し機能である引上線の高架橋工事や、踏切解消を行った箇所の交差道路整備や仮設
ホームの撤去などを行います。また、区画街路第14号線関連では、引き続き電線類の地中化工
事を行います。

4,577,410

エリアデザインの推進
【行財政】

再掲
0

ビューティフル・ウィンドウズ運動
（地域防犯力の向上・防犯まちづく
り事業）

【くらし】
再掲

334,933

空き家対策事業

　空き家を活用するためには所有者が抱えている課題を解決する必要があります。そのため課
題解決には様々な専門的知識が必要となり、所有者にとっては相談窓口が分からず動き出せな
い状況も見受けられます。そこで各種専門家が集まった相談会を区内各所で開催し、早期に課
題を整理し管理不全に陥る前に対策を図っていきます。

4,000

ユニバーサルデザイン推進事業
【ひと】

再掲
29,659

防災対策の
強化

都市機能の
向上

視点：まち

良好な生活
環境の形成

Ⅱ－１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R4年度

当初予算額

緑を守り、育む人づくり事業
　区民が、個人でも、楽しく、気軽に緑や自然に触れ合える機会を創出するとともに、区民や
事業者との協創体制を推進することで、自ら緑や公園、自然を守り育むひとを増やします。

71,817

パークイノベーションの推進
　既存公園の改修を行い、魅力ある地域の公園づくりを進めます。大型施設の長寿命化や適正
配置、安全かつ快適な施設への転換を図るため、計画的な改修、更新を行います。

1,585,404

自然環境・生物多様性の理解促進事
業

　区内外での自然観察会や体験事業、区民参加型調査を通じて、自然や生きものとふれあう機
会を提供し、自然や生物への関心を高め、自然環境の大切さや生物多様性に対する理解を深め
ます。あわせて、野鳥や河川生物の生息調査により区内の生物生息状況を把握し、自然環境と
生物多様性の保全につなげていきます。

20,935

まち - まちづくり【8 (3)】　小計 6,624,158

創業支援事業（産学金公ネットワー
クによる起業・創業支援）

　恒久的に存続する企業となるために、経営のノウハウを学ぶ機会を創出し、経営者としての
基盤を確立するための起業セミナーの開催や創業支援施設入居企業の経営指導、地域金融機関
との協創による創業者経営力アップ支援事業や、空き店舗と創業者とのマッチング支援事業を
行い、区内創業を促進します。また、令和元年度から創業プランコンテストは、地元金融機関
と連携し、独自の賞を設定。創業者を共に支援する仕組みとすることで、区内で成長できる企
業を育成していきます。

64,174

販路拡大支援事業（区内産業・製品
のＰＲ）

　個店や自社製品を持つ事業者、技術を持つ製造業者などを支援していきます。

【足立ブランド認定推進事業】
　新たな生活様式にも対応したビジネス機会を創出するため、オンラインを活用した展示会や
商談会を拡大していくことで、販路拡大や売上向上を図るとともに、卓越した技術を持つ足立
ブランド企業や区内企業を広くＰＲしていきます。

【国内販路拡大支援事業】
　専門的なノウハウや、多様な販売チャンネルに売り場をもつバイヤー等との接点の提供、商
品開発、商品改良等のサポートなどにより区内事業者を支援します。

【海外販路拡大支援事業】
　海外市場に知見のある事業者などのサポートによる区内事業者の販路拡大、海外での売上向
上を目指します。

【輝くお店セレクション事業】
　区内の店舗をさまざまなテーマで発掘し、その魅力を区内外に発信します。

75,525

★就労支援・雇用安定化事業（区内
企業の人材確保支援等）

　「区内中小企業人材確保支援事業」では、令和２年度から実施しているシニア人材マッチン
グについて業種や業務委託に限定せず実施するとともに、人材に関する課題を持つ事業者に対
する支援について、IT・IoTを活用した課題解決や企業ＰＲの視点を含めた新しい支援に取り
組んでいきます。
　また、社員の研修参加や資格取得にかかる費用の一部を助成し、社員のスキル向上を支援し
ます。

28,954

ワーク・ライフ・バランスの推進事
業

　WLB推進企業認定制度については、令和元年度に制度を改正し、区内のWLB推進認定企業数が
大台の100社を超え、112社になりました。今後も区内中小企業をさらに取り込むため、関係団
体を通じて積極的に周知を促していくとともに、WLB啓発講座の参加者等にも周知を図ってい
きます。
　また、委託講座については、区民の意識が高まるような講座の企画・運営となるよう委託事
業者と協議していくとともに、時代に即した内容へ充実させていきます。

8,204

まち - 地域経済の活性化【4】　小計 176,857

まち 【16 (3)】　小計 14,587,844

活
力
と
に
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い
の
あ
る
ま
ち

⑫
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
る

視点：まち

区内事業者
の競争力向
上を支援

緑と水辺と
憩いの空間
の創出

Ⅱ－１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R4年度

当初予算額

孤立ゼロプロジェクト推進事業
【くらし】

再掲
126,975

★町会・自治会、ＮＰＯの活性化支
援

　地域コミュニティの核となる自治組織を支援し、地域の活性化を推進するため、町会・自治
会等へ助成を行います。特に、加入促進事業等の町会・自治会活動に意欲的に取り組む団体に
対し積極的に支援していきます。また、未加入者への働きかけとして、区内転入者のほか、子
育て世代等のターゲットを絞ってリーフレット・チラシを直接配布し、加入勧奨を進めていき
ます。町会未加入マンションに対しても啓発チラシの配布や管理組合への働きかけを行ってい
きます。
　地域課題の解決や社会貢献を目指すＮＰＯ団体や人材を発掘・育成するとともに、団体が継
続的な活動を行えるよう、助成金事業をもって財政的な支援を行います。公益活動げんき応援
事業については、ＮＰＯ団体のニーズを把握し、効果的な助成事業になるよう、見直していき
ます。また、助成金事業の原資である協働・協創パートナー基金への寄附については、積極的
な周知・勧奨を行っていきます。

211,666

ビューティフル・ウィンドウズ運動
（美化推進事業・生活環境保全対策
事業）

【くらし】
再掲

447,646

協創推進体制の構築

 「協創プラットフォーム」を「環境」へと広げ、多様な主体による新たな活動や仕組みを創
り出すとともに、職員がプラットフォームの運営に積極的に参画し協創力の向上を図ります。
また、区民に協創の活動事例を分かりやすく情報発信し、区民が協創の一歩を踏み出し、協創
の輪がさらに広がるよう取り組みます。

330

大学連携の
推進

★大学連携コーディネート事業
　毎年開催している六大学学長会議や実務者会議により、連携の方向性や課題等を確認しなが
ら、大学連携担当がコーディネート役となり、大学と庁内各部署や関係機関等の要望を調整
し、事業全体をまとめ、六大学との連携を一層推進していきます。

6,063

行財政 - 協働・協創【5 (2)】　小計 792,680

行政評価制
度の活用と
改革

行政評価事務
　重点プロジェクト事業と一般事務事業の一部について、区民評価委員会が評価し、評価報告
書としてまとめます。評価結果は予算編成等に生かしていきます。また、全ての施策や事務事
業については、基本計画の進捗管理等のため、各部による自己評価を実施します。

3,940

戸籍住民課の窓口業務委託

　区民サービスの向上とコスト削減のため、窓口での証明発行関連業務及びフロアマネー
ジャー業務等の外部化（民間委託）を実施しています。これにより民間企業のノウハウを積極
的に活用した、VFM（バリューフォーマネー）の視点からのさらなるサービス向上に取り組み
ます。

147,530

国民健康保険業務の外部委託
　国民健康保険業務では、窓口業務のほか内部事務等を含む業務全般を委託しています。委託
により民間企業のノウハウを積極的に活用し、適正なコストで委託を実施することで区民サー
ビスの向上と円滑な国民健康保険業務の運営を進めていきます。

655,374

会計管理業務の外部委託
　支出命令書等の点検業務を中心に会計管理室の業務の約５割を委託している会計管理業務委
託は、２０１８年（平成３０年）１０月から２０２３年（令和５年）９月までの第２期の契約
を履行中です。引き続き、適正かつ安定的で効率的な業務委託を実施します。

65,736

介護保険業務の外部委託
　介護保険制度発足当初から委託している「介護保険認定審査の準備事務」に加え、窓口業務
や資格関連・給付関連等の一次受付事務を含めた業務全般について、適正な委託業務範囲を見
極め、区民サービスの向上、行政コストの削減に努めていきます。

161,565

足立保健所窓口等運営業務の外部委
託

　保健所の適正な管理運営及び保健衛生事業の円滑な推進を確保するため、中央本町・竹の
塚・江北・千住の各保健センター等の窓口業務を委託しています。今後も保健センター業務の
可視化・標準化に取り組み、さらなる区民サービスの向上に努めていきます。

234,022

行政サービ
スのデジタ
ル化

ＩＣＴを活用した区民サービスおよ
び業務効率の向上

　デジタル技術を積極的に活用することで、区民が行政サービスを簡単・便利に受けられるよ
うに、オンライン申請のさらなる充実や、窓口での待ち時間の低減を目指した取組みを実施し
ます。また、データの適正利活用の取組みを活発化させるため、大学等の研究機関との連携を
図ります。

6,736

組織能力の向上と組織風土の改善
　地方自治法に則った内部統制制度によるリスク管理を進めるとともに、発生した事故・ミス
については、真因を見つけ適切な対応策を講じることで、再発を防止します。また、公務員と
しての倫理観や区民の満足度を高める接客を身につけるための研修を繰り返し実施します。

5,371

人材育成事務（職員研修事業、職員
の能力を活かす人事）

　協創の推進に力を発揮できる職員の育成のため、職層ごとに求められる役割意識と必要な能
力の向上を図る集合研修を実施するとともに、各職場の課題に対応する職場研修の取組みや、
自己啓発を図る職員を支援します。また、専門性の高い職員の育成のため、複線型人事制度の
定着と拡充を図ります。

29,769

的確な区民
ニーズの把
握

広聴機会の充実と区政への反映

　区民の意識や動向を的確に把握するため、様々な手法によるきめ細やかな広聴活動を展開
し、区政に反映させることを事業の目的にしています。
①無作為抽出した区民3,000人を対象に、区政全般に関する世論調査を行います。
②区政に関するご意見やご要望を区民の声として受付します。
③区の重要な政策や計画の策定にあたり、事前にその内容を公表し、パブリックコメントと

して意見を述べる機会を設けます。

7,475

行財政 - 行政運営【10】　小計 1,317,518
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視点：行財政 「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R4年度

当初予算額

シティプロモーション事業

　区が発行する広報物や事業・イベントなどのブラッシュアップ、東京藝大との共催による区
民参加型まちなかアートプロジェクト「アートアクセスあだち 音まち千住の縁」の展開に加
え、新たに区外からの評価を高めるための広報・メディア戦略の構築、Web媒体を活用した情
報の拡散など、区内外に向けたシティプロモーションを進めていくことで、多くの区民が「誇
りに思うまち」を目指していきます。

36,116

情報発信強化事業（各種広報媒体の
充実・情報発信力の向上等）

　各広報媒体の内容を充実させつつ、区の重要施策や重点事業等に関する情報をタイムリーに
発信していくことで、区政の透明化や区のイメージアップにつなげていきます。また、全庁の
情報発信力を更に向上させていくことが重要であるため、広報担当者等を対象とした情報発信
力強化研修の実施や各所属の課題解決支援を継続して行います。広報紙については、区民の活
動する意欲を高められるよう、表紙や特集記事、紙面構成への更なる工夫を行い、区の情報を
わかりやすく発信していきます。

234,318

エリアデザインの推進
　計画策定済みのエリアにおいては、地域特性を活かしたまちづくりを全庁が連携して確実に
進めていくとともに進行管理を行っていきます。計画未策定のエリアにおいては、引き続き課
題を整理し、魅力ある計画が策定できるようまちづくりの機運を見極めていきます。

0

行財政 - 区の魅力向上【3】　小計 270,434

４公金収納金の収納率向上対策
（税・保険料）

　期限内納付の定着、及び適正な滞納整理に取り組み、各種収納金の収納率の向上、滞納額の
圧縮を図ります。
　主な取り組みとして、４公金の納付にPayPayによる納付方法を導入して利便性の向上を図
り、納付しやすい環境の整備に努めます。
　また、納付案内センターでの納付勧奨業務を継続し、自主納付の促進を図ります。
　特別収納対策課では４公金各所管課から移管を受けた事案について、一括した納付交渉等を
行い、効率的な滞納整理に取り組むほか、区が所有する債権の相談・支援を行い、各課の債権
処理の促進を図ります。

56,694

低・未利用の公有財産（土地・建
物）の利活用

　低・未利用の公有財産の活用は、行政需要を優先しながらも、民間資金を誘導し貸付による
歳入確保を図るなど、効率的活用を検討していきます。また、「区有地等利活用基本方針」に
基づき、総合的かつ戦略的な活用を推進していきます。

238,487

公共施設の
再編

「公共施設等総合管理計画」に基づ
く公共施設の更新・再配置の推進

　「足立区公共施設等総合管理計画」は、「持続可能な足立区の実現に向けて戦略的な公共施
設マネジメントの推進」を大方針に掲げ、「区民サービス」「施設管理」「資産活用」を３つ
の基本的な方針として、区の行動計画として平成２９年に策定しました。
　「足立区公共施設等総合管理計画」に基づき策定した「学校・住宅・道路・橋梁・公園・一
般施設」の分野別「個別計画」を推進するとともに、今後の財政状況や数多くある区施設管理
のあり方などによる見直しの検討を進めていきます。

0

行財政 - 財政運営【3】　小計 295,181

行財政 【21 (2)】　小計 2,675,813

重点プロジェクト 【80 (18)】　総合計 29,860,080

区
民
の
活
躍
と
ま
ち
の
活
力
を
支
え
る
行
財
政

⑯
次
世
代
に
つ
な
げ
る
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う

堅固な歳入
基盤の確保

区の魅力発
掘・創出と
プラスイ
メージへの
転換

区
民
の
活
躍
と
ま
ち
の
活
力
を
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え
る
行
財
政

⑮
区
の
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
、

選
ば
れ
る
ま
ち
に
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Ⅱ－１　令和４年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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２　令和４年度　注力事業一覧表

分野 担当部 No. 事 業 名（事 項 名） 事　業　内　容
予算額
 （千円）

関連主要
事業頁

危機管理部 1
青パトによる防犯パ
トロール委託の拡充

「見せる防犯」を強化するため、青パトによる昼間の
運行台数を３台から４台へ増やします。

169,594 36～37

危機管理部 2 駅前滞留者対策事業
大規模災害時の駅前滞留者及び帰宅困難者対策のた
め、北千住駅・綾瀬駅等滞留者対策協議会の運営や新
たなルールへの改訂等を行います。

7,962 -

危機管理部 3
新災害情報システム
の運用

避難所の混雑状況や交通・ライフラインの被害状況等
を一括管理し、ポータルサイトを通じてリアルタイム
で区民への情報提供が可能となる新災害情報システム
の運用を開始します。

14,850 34～35

福祉部 4
生活困窮世帯等への
足立区独自の臨時給
付金支給事務

国の臨時特別給付金の対象外となっている課税世帯の
うち、非課税世帯と同程度の低所得水準にある世帯に
対し、１世帯あたり１０万円の現金給付を行います。

5,990,606 -

福祉部 5
水害時個別避難計画
書の作成

避難行動要支援者を対象として、水害を想定した個別
の避難計画書作成を進めるほか、作成した計画書の確
認・更新や避難先（福祉避難所）でのケア体制を整備
します。

29,357 34～35

衛生部 6 感染症対策の充実

新型コロナウイルス感染症の脅威から区民を守るため
に、「相談」「検査」「療養」の体制を拡充します。
また、感染状況に応じて全庁的な応援体制を組みなが
ら、感染拡大にも対応できる保健所の体制整備に取り
組みます。

783,817 30～31

衛生部 7
新型コロナウイルス
ワクチン接種

新型コロナウイルス感染症の重症化を防ぐために、医
師会等と連携しながら、3回目接種を円滑に進めるた
めの体制を構築します。

4,395,087 30～31

政策経営部 8
オンライン申請
キャッシュレス決済
手数料

令和３年度に構築したオンライン申請システムに搭載
されているオンライン決済の利用促進を図ります（１
件あたりの決済金額に応じた2.8～3.5％の手数料が発
生。諸証明のオンライン申請件数を40,000件/年（申
請全体の10％）と想定）。

2,685 44～45

政策経営部 9
公益活動げんき応援
事業

現行の「げんき応援コース」上限10万円・「ステップ
アップコース」上限60万円のほかに、区が提示する課
題に取り組む「課題解決コース」上限30万円・複数の
団体が協働で取り組む「協働・協創推進コース」上限
100万円を新設して助成金の活用及びＮＰＯ間の連携
を促進し、ＮＰＯ活動の活性化を図ります。

11,085 63

政策経営部 10
若年者向け相談支援
窓口委託

区内在住の高校在学・中退者等の若者を対象に、精神
科医や精神保健福祉士などが常駐する施設に専門相談
支援窓口を設置し、複雑に絡み合う困難要因を高校在
学中から早期かつ適切に判断し、関係機関へ繋いでい
きます。

20,426 40～41

政策経営部 11
あだち子どもの未来
応援活動助成金

あだち子どもの未来応援基金の活用を促進し、子ども
の学習支援、居場所、経験・体験、子ども食堂、フー
ドパントリー団体への活動支援など幅広く行います。

8,700 40～41

区民部 12
キャッシュレス決済
導入

４公金（税・国民健康保険・後期高齢者医療・介護保
険）の納付に、スマートフォンのPayPayのアプリケー
ションを利用し、納付方法の多様化および非接触型決
済手段の拡大を行います（収納委託手数料15,000件分
を計上）。

2,028 65

産業経済部 13
切れ目のない経済対
策

区内事業者や区民を元気づけるため、手法の異なる①
②③の消費喚起事業を一年を通して切れ目なく実施
し、区内経済の活性化を図ります。
①㊗レシートde９０周年事業（49,915）②商連プレミ
アム商品券事業（100,000）③㊗キャッシュレス還元
祭de９０周年事業（885,050）

1,034,965 32～33

産業経済部 14 中小企業相談の充実

事業者が抱える商売・生活の身近な困り事の相談員を
新たに配置します。インターネットを有効活用できて
いない事業者にも専門相談と補助金事業を実施しま
す。

3,000 32～33

産業経済部 15
国内・海外販路拡大
支援事業

専門的なノウハウやネットワークを持つバイヤー等の
伴走支援により、事業者の意識向上・商品力強化を図
り、国内・海外に向けた販路拡大を促進します。

41,500 32～33

Ⅱ－２　令和４年度　注力事業一覧表
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３　令和４年度　主な新型コロナウイルス感染症関連経費一覧表

★：令和４年度新規事業 （単位：千円）

分野 担当部 事 業 名 事　　業　　内　　容 予算額
国・都
補助金

区財源

福祉部
★生活困窮世帯等への足
立区独自の臨時給付金支
給事務

国の臨時特別給付金の対象外となっている課税世
帯のうち、非課税世帯と同程度の低所得水準にあ
る世帯に対し、１世帯あたり１０万円の現金給付
を行う。

5,990,606 0 5,990,606

福祉部
生活困窮者自立支援金の
支給

特例貸付を利用できない世帯に対し、就労による
自立を図るため自立支援金を支給する。

436,335 436,335 0

衛生部
新型コロナウイルス感染
症入院患者医療費の公費
負担

新型コロナウイルス陽性患者の入院医療費を公費
負担（上半期2,745件）

324,645 243,483 81,162

衛生部
新型コロナウイルス感染
症入院患者移送委託

新型コロナウイルス陽性患者の入院医療機関への
移送を委託（上半期2,196件）

144,936 72,468 72,468

衛生部
抗体カクテル療法の治療
等に伴う移送委託

新型コロナウイルス陽性患者の抗体カクテル療法
の治療等のためハイヤーを借り上げ（上半期3
台）

36,234 0 36,234

環境部
清掃事務所における感染
症対策

控室での作業員の「密」回避のため、トレーラー
ハウスを賃借（4台、6か月間）する。その他集団
感染防止対策として、マスク・消毒液を購入す
る。

12,049 0 12,049

学校運営部
小・中学校給食費保護者
負担軽減対策

令和2年度給食費改定額のうち、当初予定してい
た保護者負担額の増額（1食あたり5円）につい
て、令和3年度末までの公費負担としていたが、
令和4年度末まで継続実施

43,313 0 43,313

6,988,118 752,286 6,235,832

産業経済部 ★切れ目のない経済対策

コロナ禍で落ち込んだ区内経済活性化のため､1年
を通して切れ目のない消費喚起策を実施｡
①㊗レシートde９０周年事業(49,915)②商連プレ
ミアム商品券事業(100,000)③㊗キャッシュレス
還元祭de９０周年事業(885,050）

1,034,965 0 1,034,965

産業経済部 緊急経営資金融資

コロナ禍における中小企業等の資金調達支援とし
て緊急対策融資を実施。実行された融資に係る利
子及び信用保証料の一部または全部の補助（利子
補給1年目3％まで全額、2年目から4年間貸付利率
の2/3（上限1.6％）・信用保証料全額（借換資金
は補助なし））※R4.3.31申請受付終了予定

545,600 0 545,600

産業経済部
雇用調整助成金活用促進
事業

国の雇用調整助成金・緊急雇用安定助成金（新型
コロナウイルス感染症特例措置分）及び新型コロ
ナウイルス感染症対応休業支援金・給付金の申請
を行う区内中小企業向け社会保険労務士申請代行
費用の補助（助成金24件、支援金・給付金12件）

3,000 0 3,000

1,583,565 0 1,583,565

政策経営部
あだちっ子フードプロ
ジェクト事業

小・中学校の休業期間中に食の確保が必要な児
童・生徒（150人程度）に対し、食の支援を行
う。

4,220 0 4,220

学校運営部 小・中学校消毒業務委託 小・中学校の消毒業務委託（101校） 159,984 0 159,984

学校運営部
小・中学校用衛生用品購
入

小・中学校用消毒液、マスク等の感染症対策物品
の購入

833 0 833

学校運営部 育英資金事業

新型コロナウイルス感染症の影響による経済的理
由で、修学が困難になった大学・短期大学・専門
学校の学生への支援（特別貸付50人、免除条件付
緊急貸付210人）

48,000 0 48,000

213,037 0 213,037

区
民
生
活
を
支
え
る

経
済
活
動
を
支
え
る

Ⅱ－３　令和４年度　主な新型コロナウイルス感染症関連経費一覧表
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（単位：千円）

分野 担当部 事 業 名 事　　業　　内　　容 予算額
国・都
補助金

区財源

福祉部
感染者に対応する従事者
の危険手当及び宿泊手当
支給事業

新型コロナウイルス感染症に感染した利用者に対
し、同一空間内において直接サービスを提供した
介護・障がい福祉サービス事業所の従事者に対し
て、危険手当を1日あたり5千円（最大14日分）、
宿泊を伴う場合には、宿泊手当を1泊当たり1万円
(最大13泊分）支給

12,720 0 12,720

福祉部

足立区介護保険施設等に
おける新型コロナウイル
ス感染症発生時の職員相
互支援による出向職員助
成金支給事業

区内の介護サービス事業者の職員及び利用者が、
新型コロナウイルスに感染し、平時の運営が困難
な状況に陥った場合に、安定的かつ適切な事業所
運営を行うため応援職員を派遣した介護サービス
事業者に対し、派遣助成5千円、宿泊助成1万円を
支給

1,000 0 1,000

福祉部 介護従事者宿泊支援事業

介護従事者が新型コロナウイルス感染者等をケア
した際、同居する家族等への感染の不安感を解消
するために、宿泊支援（宿泊料金の20％）を実施
（対象人数：13泊×2人）

398 0 398

衛生部
新型コロナウイルス感染
症医療提供体制支援金

①PCR検査外来の医療従事者への危険手当等支給
（上半期14セット/日）
②入院を要する疑い患者用の病床整備及び維持費
用支給（上半期整備3床、維持6床/月）

③入院を要する疑い患者に対応する医療従事者へ
の危険手当等支給（上半期6床/日）

117,400 0 117,400

衛生部
医師会への電話相談業務
委託

新型コロナウイルス陽性患者について医師会の会
員医療機関からの電話相談を一括して受けたうえ
で保健所に報告する医師等を配置（平日、1日6時
間）

3,786 0 3,786

135,304 0 135,304

政策経営部
オンライン申請の拡充及
びオンライン区民相談の
充実

窓口に来庁せずに行政手続や相談ができるようオ
ンライン申請可能な手続の拡充（220超）やオン
ライン相談窓口（23窓口→29窓口）を拡大

42,401 0 42,401

各部 感染症対策物品購入
区施設や各種健診用の消毒液・マスク・使い捨て
手袋等の感染症対策物品の購入

50,545 0 50,545

区民部
国民健康保険の各種事務
手続きの郵送対応

国民健康保険の加入や高額療養費の申請手続き等
の郵送対応に係る経費（約50,000件）

3,300 0 3,300

地域のちか
ら推進部

学校開放事業

①学校開放事業におけるシルバー管理員による
消毒物品の管理（71校分）

②学校開放事業における消毒物品の購入（103校
分）

6,208 0 6,208

福祉部
高齢者・障がい福祉サー
ビス施設等におけるＰＣ
Ｒ検査等の費用補助

感染による重症化リスクが高い高齢者・障がい者
が利用する施設等が、行政検査に該当しないもの
の、感染の不安がある者にＰＣＲ検査等を実施し
た場合に、施設等に対して検査費用を補助（対
象：施設職員及び利用者22,666人）

67,998 0 67,998

福祉部
在宅要介護者(高齢者・
障がい者）受入体制整備

介護者の支援が必要な在宅の高齢者・障がい者に
ついて、介護者が新型コロナウイルス感染症に感
染したことにより支援が受けられなくなったとき
に、緊急的に保護を行うことにより、高齢者・障
がい者の安全を確保するとともに家庭内・地域内
の感染拡大を防止（20人分）

20,000 20,000 0

衛生部
新型コロナウイルスワク
チン接種事業

新型コロナウイルスワクチン接種にかかるコール
センター及び集団接種会場運営業務委託、接種券
の印刷・封入・封緘業務委託、個別接種委託料
（国の補助金（補助率10/10）は確定次第計上予
定）

4,395,087 994,037 3,401,050

衛生部
発熱電話相談センターの
人材派遣

発熱電話相談センターにおいて電話相談対応を行
う看護職20人の人材派遣委託

75,795 0 75,795

医
療
従
事
者
・
医
療
機
関
を
支
え
る

区
民
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る

Ⅱ－３　令和４年度　主な新型コロナウイルス感染症関連経費一覧表

小　　　　　計
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（単位：千円）

分野 担当部 事 業 名 事　　業　　内　　容 予算額
国・都
補助金

区財源

衛生部
唾液を用いたPCR検査事
業委託

休日応急診療所において医師が検査を要すると認
めた者について、各自採取した唾液検体を指定の
時間・場所にて回収する事業を医師会に委託（上
半期34日、日曜・祝日）

7,836 3,918 3,918

衛生部
無症状の高齢者に対する
PCR検査事業委託

症状がない65歳以上の区民が希望する場合、自己
負担2,000円で検査を実施（上半期50件）

905 0 905

衛生部
新型コロナウイルス陽性
患者への初動対応に係る
ショートメッセージ配信

感染拡大時においても陽性者への迅速な初動対応
を行うためショートメッセージに係る通信費（上
半期1,000件/日）

10,065 0 10,065

子ども家庭
部

成人の日記念事業
式典会場内外の密を避けるため、分散開催実施
（2回）に伴う設営・警備委託

4,255 0 4,255

選挙管理委
員会事務局

参議院議員選挙における
感染症対策

選挙実施における感染症対策にかかる人件費及び
消毒液・飛沫遮蔽用ビニール等物品の購入（期日
前投票所受付期間拡大のため従事職員1,550人
増、物品93か所分）

46,950 46,950 0

4,731,345 1,064,905 3,666,440

13,651,369 1,817,191 11,834,178合 計

区
民
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る

Ⅱ－３　令和４年度　主な新型コロナウイルス感染症関連経費一覧表

小　　　　　計
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４　令和４年度　ピックアップ施策

視点 ピ　ッ　ク　ア　ッ　プ　施　策 部　名 頁

２０５０年脱炭素社会へ向けて　～CO２ゼロ　あだち～ 環境部 28～29

新型コロナウイルス感染症から区民を守る！ 衛生部 30～31

区内経済の活性化と新たな挑戦 産業経済部 32～33

災害に負けない強靭な足立区の構築 危機管理部　他 34～35

ビューティフル・ウィンドウズ運動　～「協働」と「協創」で築く安全安心～ 危機管理部　他 36～37

高齢者のくらしを守る・支える 福祉部　他 38～39

未来へつなぐあだちプロジェクト　～子どもの貧困対策～ 政策経営部 40～41

子どもたちの成長・発達に関する悩み事を
「気づく」「つなぐ」「支える」でサポート
～ ICTを活用した支援の推進 ～

子ども家庭部　他 42～43

行
財
政

どんどん進む、あだちのデジタル化！ 政策経営部　他 44～45

ひ
と

「わかった！」の喜びが自信につながる
～ICT機器の活用推進と学力向上施策の充実に向けて～

教育指導部 46～47

行
財
政

エリアデザインによる足立区の挑戦　２０２２ 政策経営部 48～49

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

く
ら
し

ま
ち

く
ら
し

ひ
と
・
く
ら
し
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

脱炭素ロードマップ策定

まずは2030年までの具体的な
取組と工程を示します。

新規

2050年脱炭素社会へ向けて ～ＣＯ₂ゼロ あだち～

1,500千円427千円

補助金等を活用して、区民や区内事業者の省エネ型機

器の導入を、お手伝いします。
省エネ創エネ機器の導入

電気自動車用等充電設備補助金低公害車買替え利子補給等助成

電気自動車等購入費補助金

4,400千円

ロードマップ策定等支援業務委託 16,127千円

環境審議会専門部会委員報酬 438千円

環境意識の醸成
２０５０年二酸化炭素排出実質ゼロに向け、区民や事業者の行

動変容に繋がる効果的な周知活動や環境教育を展開します。

個人・家庭向け 事業所向け

ＣＯ₂ゼロキャンペーンの強化 環境ＳＤＧｓフェア・映画会の開催

環境学習出前講座の実施 環境基本計画に基づく環境保全行動
指針のパンフレットの作成

新規

新規

8,542千円

実施中の省エネ補助金

6,854千円

CO₂ゼロへ

新規

低公害車に買替えを行う区内の中小事業

者に対して、費用の一部（利子補給・信用

保証料）を助成します。

電気自動車、プラグインハイブリッド自動車

（ＰＨＶ）に充電が可能な設備の設置費を補

助します。

新規

区内事業者などと連携したＳＤＧｓイベント・ワー

クショップや、環境をテーマとした映画会を開催

し、環境問題の理解を深めていきます。

環境月間（６月）や地球温暖化防止月間

（１２月）に、関連企業や環境団体と連携し、

二酸化炭素排出実質ゼロ推進に向けた

キャンペーンを実施します。

小中学校向けには、環境学習教材と関連す

る講座を実施します。また、町会・自治会な

ど希望団体にも講座を実施し、環境保全な

どの理解を深めていきます。

改定した環境基本計画で示す行動指針を区民や

事業者に浸透させるため、チェックリスト入りのパ

ンフレットを作成し、広 く周知していきます。

事個

個

個

個

個

事

事

事

事
個

個

挑戦1

挑戦２

太陽エネルギー利用システム設置費補助金個 事

集合住宅・事業所等LED照明設置費補助金

家庭用燃料電池システム設置費補助金

蓄電池・HEMS（ﾎｰﾑｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ）設置費補助金

雨水タンク設置費補助金

省エネリフォーム補助金

拡充

継続
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重点プロジェクトの視点：くらし

創エネ

担当課係

①環境政策課 管理係 ②環境政策課 計画推進係
③環境政策課 環境事業係 ④環境政策課 環境学習係
⑤ごみ減量推進課 資源化推進係
⑥足立清掃事務所 清掃計画係

問合せ先（直通）
①3880-5935 ②3880-6049
③3880-5860 ④3880-6263
⑤3880-5027 ⑥3853-2141

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

事業名：

環境計画推進事業/環境保全普及啓発事業/
環境学習推進事業/省エネ・創エネ推進事業/
３R（リデュース・リュース・リサイクル）推進事業

区

区民

事業者

ＥＡＮＡ

各種
団体

教育

機関

再エネの導入促進
CO₂削減に有効な再生可能エネルギーを区で積極導入し、区

民・事業者への導入促進策も展開していきます。

再エネ１00電力導入サポートプラン

12,174千円

創業プランコンテスト

区施設の再エネ100電力導入拡大とＰＲ強化

循環型社会の実現
ごみの減量に向け、更なる食品ロスの発生抑制、古紙の資源化に

よる廃棄量の削減など、ごみの分別、資源化を推進していきます。

1,000千円

事業者と連携したフードドライブの実施

事業者への啓発強化
古紙等リサイクルの見える化・製品化

容器包装プラスチック・製品プラスチックの分別収集に向けた検討

新規

環境プラットフォーム構築

多様な主体と連携した環境

プラットフォームづくりを

進め、自主的な区民活動の

輪を広げます。

４つの挑戦

補助金の審査項目に、SDGsや、環境への配慮・貢献等を加え、環境関

連の起業や製品開発に対し効果的な支援が行えるよう連携します。

家庭における食品ロス削減を啓発するとともに、

事業所等の食品ロスについても、フードシェアリ

ングアプリの活用や未利用食品のフードバンク

等への寄贈促進などの働きかけをしていきます。

小学校で集めた資源（古紙等）を活用した製品

を小学生に還元し、リサイクルの流れを見える

化することで、再資源化の理解を深めていきま

す。

新規

プラスチック使用製品廃棄物の分別収集（容リプラ・製品プラ）については、容器包装

リサイクル法のリサイクルルートを活用したスキームを検討・構築します。

区施設で使用する電力を再生可能エネルギー１００％

由来の電力へ見直しを進め、電気使用による二酸化炭

素の排出量を削減させます。また区の取組をＰＲし、区

民・事業者の再生可能エネルギーの活用促進に繋げ

ていきます。

再生可能エネルギー１００％由来の電力プラ

ンへ電力契約を見直した世帯等に導入協力

金（２０，０００円）を支給します。

地
球
に
や
さ
し
い

ひ
と
に
な
ろ
う

事

新規

挑戦３

挑戦４

産業経済部とｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ

事 新製品・新事業開発費補助金

個

事

継続

継続
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３回目接種事業費総額（R3～R4)　5,728,391千円（うち4年度　4,395,087千円）

Point 1　「18歳以上の方」に２回目接種から「約６か月後」に、接種券を順次発送

Point 2　3回目接種も医療機関で行う「個別接種」と区が行う「集団接種」で実施

Point 3　集団接種は常設会場に加え、東西エリアごとにローテーションで実施

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

新型コロナウイルス感染症から区民を守る！

２ 第５波の２倍の感染状況を想定！

「相談」・「検査」体制の拡充で区民の不安を解消！

【継続事業】

（1）医師会への電話相談業務委託（平日、123日） 3,786千円

医師会の会員医療機関からの電話相談を一括して受け、保健所に報告するための医師を配置

1日の対応件数

３００件

体制

１０回線

１０人

1日対応可能件数

（想定）

１，０００件
感染拡大時は体制を拡充

３０回線、４４人

（1）電話相談対応を行う看護職

を20人雇用

75,795千円

令和3年度（第５波）

拡 充

◆今後の感染状況の予測が困難であることを踏まえ、当初予算では上半期分の予算を計上しています

１ 円滑なコロナワクチン３回目接種を実施！

区
発
熱
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー

計４か所
(週６日）で実施

1か所ずつ週6日でローテーション 1か所ずつ週6日でローテーション
西エリア 東エリア

相談 【79,581千円】

◎電話相談体制を拡充します

令和４年度

※地図は簡略図

24日
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重点プロジェクトの視点：くらし

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

担当課係
①新型コロナウイルスワクチン接種担当課

新型コロナウイルスワクチン接種担当
②感染症対策課 事業調整係

問合せ先（直通）
①０１２０－２３０－３７７

（コロナワクチン予約・相談ダイヤル）

②３８８０－５３７２

事業名：
新型コロナウイルスワクチン接種事業／
感染症予防・患者医療費公費負担事業

令和３年度（第５波時） １日最大検査実績 １，４６５件 令和４年度も体制を維持

1日陽性者数

(第5波時最大)

３２９人

１日の区対応

自宅療養者数

(第5波時最大)

６３４人

1日最大陽性者数

（想定）

６００人

１日の区対応

自宅療養者数（想定）

１，３００人

（1）陽性者の初動調査に係るショート

メッセージ一斉配信（183,000件）

10,065千円

（2）自宅療養者に貸し出すパルスオキシ

メーターの郵送経費（10,980件）

11,420千円

（3）抗体カクテル療法の治療等に伴う

移送委託（ハイヤー3台確保）

36,234千円

【継続事業】

（1）疑い患者用の

病床確保支援

（区内で最大6床）

40,470千円

令和3年度（第５波） 令和４年度

対
応
患
者
数

◎療養体制を整備します

7月の1日平均搬送

数(第5波時)

１０件

１日搬送患者数

（想定）

１５件

拡 充

（4）入院患者移送委託（2,196件） 144,936千円

（5）入院患者医療費の公費負担（2,745件） 324,645千円

３ 自宅療養者の急増に備え、 安心して「療養」できる環境を整備！

◆今後の感染状況の予測が困難であることを踏まえ、当初予算では上半期分の予算を計上しています

療養 【567,770千円】

検査 【85,671千円】

◎検査を希望する区民が受けやすい体制を継続します

【継続事業】

（1）PCR検査外来の医療従事者支援（11医療機関） 76,930千円

（2）唾液を用いたPCR検査事業委託（日曜・祝日、34日） 7,836千円

（3）無症状の高齢者に対するPCR検査事業委託（50件） 905千円
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

 区内経済の活性化と新たな挑戦

事業者の実態に合わせた＜４施策＞を展開

◆観光交流協会助成事務 ＜385,452千円＞

・新型コロナウイルス感染防止対策をとりながら、区民や来訪者に楽しんでもらえるイベントを実施

・各イベントに共通した区制９０周年を祝う演出で祝祭感を盛り上げます！

・友好自治体提携（魚沼市、山ノ内町、鹿沼市）の周年記念事業を実施

２ デジタル活用を積極支援

◆オンライン見本市出展助成
＜30,000千円＞

・インターネット上で開催される

見本市等の出展経費やPR用動画

作成費等を補助《40件予定》

◆ＥＣモール出店支援事業
＜7,370千円＞

・ECモール(インターネット上で

商品販売するWebサイト)に出店

するため、専門アドバイザーに

よる伴走支援と経費補助

《R3／8件→R4／10件に拡充》

光の祭典

◆㊗レシートde９０周年事業

＜49,915千円＞

【実施期間】R4.4～R4.5

・本事業登録店のレシート(税込

900円以上)を９枚集めて申請

すると区内共通商品券と交換

・登録店には協力金一万円を支給

◆商連プレミアム商品券事業
＜100,000千円＞

【実施期間】R4.7～R4.12

・発行総額：3億6千万円

・紙券とデジタル券を発行

・プレミアム率２０％

※足立区商店街振興組合連合会発行

◆㊗キャッシュレス

還元祭de９０周年事業
＜885,050千円＞

【実施期間】R5.1予定

・ポイント還元率２０％

・区内店舗のキャッシュレス

決済導入を促進していく

◎ウェブ活用アドバイザー

・インターネットに関連した事業者

からの相談に寄り添って対応する

（相談例）インターネットの使い方、

ホームページ作成、ＳＮＳ活用等

舎人公園

千本桜

まつり

しょうぶ

まつり＆

世界の

食広場

足立の

花火
あだち

区民

まつり

事業者へのアンケートやヒアリングなどからわかった、事業者が求めている支援や必要な支援を

４つの施策に反映して、多くの事業者に支援が行き渡るようにしていきます

◆ホームページ作成補助金
＜3,000千円＞

・ホームページ作成経費を補助し、

事業者のインターネット活用の

促進を図る《30件予定》

・ウェブ活用アドバイザーによる

事前相談と作成後の伴走支援で

定期的にフォロー

インターネットを

活用したいけど

できていない事業者

さらなるデジタル活用に

チャレンジ！

１ 区内の消費喚起

「導入・運用のコスト

負担が課題（44.8％）」

「相談先がわからない・

相談先がない（45.7％）」

デジタル活用の入り口であるインターネットを

うまく活用できていない事業者を支援します

インターネット活用で

事業の可能性を広げる

切れ目のない消費喚起と３年ぶりのイベント実施（予定）に

より一年を通して足立を元気にする事業を展開します

春 夏 秋

アナログ アナログ ＋ デジタル デジタル

◎段階的に区内店舗のキャッシュレス活用も促進 ※スマホ決済導入店舗（37.8％）R3.10現在

新規新規

新規

新規

拡充

拡充
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重点プロジェクトの視点：まち

担当課係 産業政策課 管理係 問合せ先（直通） ３８８０－５１８２

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

事業名：
地域経済活性化計画の推進事業／イノベーション推進事業／商店
街活動支援事業／ものづくり支援事業／足立区観光交流協会助成
事務ほか

４ 中小企業相談の充実

３ 販路拡大支援の強化

◆海外販路拡大支援事業 ＜23,000千円＞

・海外での販売ノウハウやネットワークを持つ専門家の伴走支援に

より、足立区から世界に通用する事業者を創出

・参加事業者数：１１社

・海外でのテストマーケティングを行い、

いよいよ海外見本市への出展にチャレンジ！

（香港・シンガポールを予定）

▲ 香港でのテストマーケティングの様子

◎事業者なんでも相談

・商売や生活に関して事業者が抱える

身近な多種多様な困り事に対応

・相談する事業者に合わせて区の支援

メニューや手続き方法等を助言

・アウトリーチや伴走支援によって、

事業者に寄り添った支援をしていく

・相談を通じて、課題解決だけでなく

経営意欲の向上を促していく

●ＭＣ相談
・マッチングクリエイター(ＭＣ)

が事業者を直接訪問して、経営

相談や有益な情報提供等を行う

販路拡大支援事業など

さらなる支援策の活用

■チャレンジ意欲が高い事業者
⇒課題への取り組み方がわかっているので、課題解決に

繋がる区の支援策を自ら活用している

■課題への対策に取り組もうとしている事業者
⇒課題がわかっており、課題解決に向けて取り組もうと

しているが、効果的な取り組み方を知りたい

■課題はあるが対策できていない事業者
⇒課題はわかっているが、課題解決に向けた取り組み方

や効果がわからないため取り組んでいない

■課題がわからない・何をしていいかわからない事業者
⇒経営上の困り事があっても、どこが課題なのかわから

なかったり、何からやればいいのかわからない

■商売や生活に様々な悩みを抱える事業者
⇒補助金の手続きや区の支援情報の収集など、課題とまで

はいかないが、困っていること・わからないことがある

補助金を使わなかった事業者に理由を聞いたところ

「手続きが煩雑（8.5％）」「相談先がわからない（7.0％）」

「存在を知らなかった（4.1％）」

いろいろな質問に対して「何をしていいかわからない」

「相談先がない」と回答した事業者が多かった

販路開拓を実施していない事業者に理由を聞いたところ

「効果が見込めない（21.8％）」

「何をしていいかわからない（16.4％）」

事業者の困り事など何でも相談できる相談員を新たに配置

アフターコロナを見据えて販路拡大を求める事業者への支援を

数・質ともに強化して、国内外にメイドイン足立を広げます

経営意欲向上

新規

拡充

◆国内販路拡大支援事業 ＜18,500千円＞

・全国で活躍するバイヤーと事業者を繋ぎ、目的・課題の明確化、

意識向上、商品力強化を図り、販路拡大に繋げる

・参加事業者数：２０社→３０社に拡充

・商品デザイン力の強化を重点的に支援

拡充

支
援
体
制
あ
り

新

た

な

支

援

体

制

を

構

築
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

災害に負けない強靭な足立区の構築

対策① 「水害時個別避難計画書」の作成を推進  5,157千円

要支援者該当要件

　避難行動要支援者対策　29,357千円 　※ 避難行動要支援者：要支援者と表記

愛の手帳１～２度

要介護度３～５
身体障害者手帳１～２級
身体障害者手帳３級(条件有)

障害支援区分４～６

令和3年度に
計画書を作成した

（年1回訪問確認を予定）

250人
(R3末見込み) 300人

　未回答者への再勧奨により回答がありA・Bに該当する要支援者を含む。　↑

令和3年度に作成した計画書の確認・更新のほか、水害時に開設する福祉避難所
での要支援者への必要なケアを実施できる体制を整備します。

対策③ 居住地から避難先への移送支援（往復想定）　11,200千円

自力での避難が困難であり、かつ避難に際して
支援者がいない要支援者について、ノウハウと手
段を有する民間救急事業者等を活用した移送
支援を行い、実効性の高い避難に繋げます。

特に9～10月の台
風シーズンは、重点
期間として事業者ス
タッフを確保し、福祉
避難所対応に備え
ます。

区分 類型 要支援者該当要件 R3作成数 R4新規予定数

区分A ・ 自宅が浸水
・ 避難の際に支援者がいない
・ 自力での避難が不可

要介護度4～5、愛の手帳1～2度
障害支援区分5～6 68人 100人

区分B 要介護度3、障害支援区分4
身体障害者手帳1～3級

対策② 作成済計画書の更新と福祉避難所でのケア体制の整備  13,000千円

「高齢者等避難」発令に伴い避難

R4新規
予定数

作成
対象

確認
更新

ケア
実施

要支援者宅
委託事業者

〔介護有資格者〕
福祉専門職

〔ケアマネジャー等〕
訪問

要支援者宅
個別の実情に応じて
検討した避難先

「避難情報」解除に伴い帰宅

要支援者

排泄
介助

食事
介助

更衣
介助

清拭
介助

夜間
見守り

避難に対する不安・負担を軽減し、
安心した避難生活に繋げるため、介
護有資格者によるケア体制を整備約250人

避難所開設は3日を想定

計画書を作成する優先区分５段階 優先度：高 A E 優先度：低

「災害時安否確認申出書」の回答に基づき、日頃から要支援者と繋がりが深い福
祉専門職（ケアマネジャー等）と連携し、優先度が高い要支援者宅を訪問して個
別の実情に沿った計画書を作成します。

Ⅰ 水害時の逃げ遅れを防ぐために －避難行動要支援者への対策を強化－

400人
・ 優先区分B該当の要支援者
・ 再勧奨により回答があり、かつ
優先区分A該当の要支援者
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重点プロジェクトの視点：まち

※ 令和４年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

事業名：
防災管理事務／防災会議運営事務／防災訓練実施事業
／防災センター管理運営事業／避難行動要支援者対策
推進事業／水害対策事業

避難所の混雑状況や交通、ライフラインの被害状況等をシステムで一括管理することで、現場と災対本部の円滑な
情報共有に加え、専用ホームページであるポータルサイトを通じ、リアルタイムで区民への情報提供が可能となります。

強化① 新災害情報システムの運用開始　 14,850千円

避難所備蓄用エアーマットの増配備　 　216,752千円
避難所生活が長期化した場合の避難者の健康管理面を考慮し、現行の寝具であるマットからエアーマットへ入れ替え、
エアーポンプブロワー（電動空気入れ）と合わせて避難所に順次配備していきます。

強化②

強化③ ハザードマップ及び普及啓発マグネットシートの全戸配布　40,360千円

配備先 エアーマット エアーポンプブロワー

472台

1,456台合計 60,000個

第二次避難所
（59か所）

第一次避難所
（123か所） 60,000個

配備済み

①３８８０－５８３６
②３８８０－６２２３
③３８８０－５３４９

◆水害関連情報の充実、区の水害対策等の紹介
➡芝川・新芝川、内水氾濫は新しい浸水想定区域図に更新
➡区の水害対策や関係機関による水害関連情報等を紹介

担当課係
①災害対策課 災害対策係、施設管理係
②福祉管理課 調整担当
③企画調整課 企画調整担当（都市建設課 企画調整担当）

問合せ先（直通）

◆分散避難・避難所ルール等の周知
➡分散避難の考え方や避難所でのルールなどの周知を進め、

感染症対策も踏まえた水害時の避難の取り組みを推進

分散避難や避難所でのルール等、水害情報を更に充実させた「洪水・内水・高潮ハザードマップ」と防災無線テレホン
案内や災害ポータルサイトなどを掲載した「防災普及啓発マグネットシート」を同封して区内全戸に配布します。
ハザードマップの主な改訂内容

984台

新災害情報システム
現場とつながる 区民とつながる

■災対本部と現地の情報共有
■タブレットを活用

■現地情報をリアルタイムで発信

■ポータルサイト
■避難所開設情報が

■「避難所の状況」
■「区内の被害状況」

モニター

派遣職員

地図上でわかる

クラウドサービス
を利用

区 民

避難所

災対本部
足立区災害

ポータルサイト

マグネット

シート

令和4年

改訂版

現行マット エアーマット

※画像はイメージです

備蓄倉庫の省スペース化も実現

Ⅱ ＩＣＴの活用による災害時の情報発信体制と「備え」の強化

※配備の際、備蓄場所確保のため現行のマットを同数分廃棄、同梱していた毛布は同数圧縮リパックします。
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

ビューティフル・ウィンドウズ運動
　～「協働」と「協創」で築く安全安心～

対策
１

対策
２

〇防犯パトロールの実施（169,594千円）
・24時間365日、青パトによる

パトロールを実施

（昼間3台→4台へ増台）

〇町会・自治会向け
防犯カメラ設置助成（76,500千円）

・170台分の防犯カメラ設置費用を助成

〇放課後活動地域へ
防犯カメラの設置（34,650千円）
・通学路向け防犯カメラを

「放課後活動地域」に

対象を広げて設置

防犯力ＵＰ ～犯罪をさせないまちづくり～

体感治安の向上へさらなる

地域の防犯力ＵＰ（318,397千円）
安全・安心なまちづくりの取り組みの支援を行います

ピーク時の約８割減！！
初の2000件台へチャレンジ！

6,633

5,230
4,764

3,693
3,200

2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000

H29 H30 R1 R2 R3

刑 法 犯 認 知 件 数

〇六町駅前安全安心ステーション運営
～愛称：ろくまる～（9,282千円）
・六町地域の防犯拠点として

地域の方の積極的な防犯活動を促進

〇防犯まちづくり事業の強化（13,085千円）
・「防犯まちづくり推進地区」

の認定・支援

・「ながら見守り」の新規登録者の

増加及び活動者が定着化する取り

組みを推進

〇登下校見守り体制の強化（15,286千円）
・児童が校門等を通る際にメールで

知らせるサービスを充実

（全68校への対応が完了）

（見込み）

〇特殊詐欺対策（28,380千円）
・自動通話録音機2,000台を無償貸与

（概ね65歳以上の方対象、累計10,500台）

・銀行ATM内で携帯電話を使用できない

ようにする抑止装置の設置

（新規設置10か所、累計24か所）

〇自転車盗対策（1,268千円）
・ボイスセンサーの設置

・警告札や標語シール等の

啓発活動の推進

多発犯罪抑止（29,648千円）
被害にあわないまちづくりを強化します
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重点プロジェクトの視点：くらし

※ 令和４年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

担当課係

①危機管理課 生活安全推進担当
②地域調整課 美化推進係
③まちづくり課 防犯まちづくり係（危機管理課　防犯まちづくり係）
④生活環境保全課 ごみ屋敷対策係
⑤交通対策課 自転車係
⑥住宅課 空き家担当
⑦学務課 就学係

問合せ先（直通）

①３８８０－５８３８
②３８８０－５８５６
③３８８０－５４３５
④３８８０－５４１０
⑤３８８０－５９１４
⑥３８８０－５７３７
⑦３８８０－５９６９

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

事業名：

防犯活動支援事務／生活環境保全対策事業／
美化推進事業／防犯まちづくり事業／空き家対策
事業

対策
３

対策
４

〇パトロールによる
迷惑喫煙防止対策の実施（40,387千円）
・区内全駅周辺で迷惑喫煙防止の
パトロール及び路面シートによる
啓発

〇まちの美化のために一人ひとりが
できる行為を発信（5,168千円）
・「ごみはポイ捨てせずに持ち帰ろう」
という啓発活動や簡単にできる美化
活動を発信

〇協働でまちに花を増やす事業
の展開（9,650千円）
・「花いっぱいコンクール」、
「花のあるまちかど」事業を実施
（令和3年度実績
コンクール138団体、まちかど516団体）

〇協働でポイ捨てごみを拾う清掃活動
の展開（3,337千円）
・「ごみゼロ地域清掃活動」や
清掃活動を行う団体を支援

刑法犯認知件数の大幅減少と
体感治安とのギャップを解消！

美化推進力ＵＰ ～美しいまちは安全なまち～

〇落書き対策支援（601千円）
・民有地の落書き消去支援事業を継続実施

〇ごみ屋敷対策（7,798千円）
・樹木繁茂等も含む美観上問題の
多い事例を重点的に対応

〇空き家相談会（4,000千円）
・区内各所で専門家による
空き家の相談会を実施

地域の美化推進力ＵＰ（58,542千円）
まちをきれいにする取り組みの支援を行います

生活環境の改善（393,104千円）
きれいなまちを維持し、犯罪がおきにくい環境づくりを強化します

～安全・安心を実感できるまちを目指して～

〇放置自転車対策（374,913千円）
・駅周辺での街頭指導・撤去を随時実施
（令和3年度見込み：5,940回）

・不用自転車の無料引き取りを実施

〇不法投棄対策（5,792千円）
・不法投棄の通報協力員の募集を継続
（現在約4,000人）

・センサーライトなどの不法投棄対策
物品の貸与

足立区政に関する世論調査

3,200

54.3% 53.4% 58.3% 61.6%
62.7%

28.1% 28.7% 26.4% 23.5%

22.3%

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H29 H30 R1 R2 R3
刑法犯認知件数 治安が良いと感じる 治安が悪いと感じる

（見込み）
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

高齢者のくらしを守る・支える

水害対策、大規模修繕、非常用自家発電設備の整備等、高齢者施設の

防災・減災策に係る経費を助成します。

② 高齢者施設の防災・減災対策助成 ７７，３００千円

詳細は34ページ

① 「水害時個別避難計画書」作成とケア体制の整備 ２９，３５７千円

要介護度が高い方等の避難行動要支援者を対象として、水害を想定した個別の避難計画を

作成するほか、避難先への移送や福祉避難所での必要なケアや実施できる体制を整備します。

・ 高齢者インフルエンザ

接種費用の無料化を継続実施し、重症化予防を図ります。

・ 高齢者肺炎球菌ワクチン【令和５年度まで】

東京都補助事業への上乗せにより、該当年度(※)の方の接種費用を無料化し、

肺炎球菌感染症の罹患リスクを減らします。

※65歳以降５歳刻み100歳まで（接種済みの方を除く）

６３６，２０８千円

６０，４８６千円 （うち新規分 23,131千円）

コロナ感染拡大防止のため、高齢者施設の職員や新規利用者等に対し、必要な時にPCR

検査費用を助成します。また、コロナ陽性者に介護サービスを提供した職員への危険手当

の支給等を通じて、高齢者や職員の安全と安心を守ります。

③ コロナ禍での継続的な介護サービスの提供を支援 ６８，５６０千円

高齢者介護保険利用情報等をリアルタイムで共有し、全２５か所の地域包括支援センター

の相談記録等を区が一括管理するために、区と各地域包括支援センターを専用回線で結ぶ、

共通システムの構築を進めます。これにより、要介護リスクの早期発見・早期対応につな

げていきます。

③ 「地域包括支援センター支援システム」の構築に着手 ６３，６９１千円

（令和５年５月稼働開始予定）

住宅改修項目（予防給付、浴槽取替、流し取替、便器の洋式化）に、「階段昇降機設置」

の項目を新たに追加します※１設置工事につき上限1,332千円

① 高齢者住宅改修給付事業 （階段昇降機） １３，３２０千円

２ くらしを支える

１ 命を守る

新規

新規

新規

新規

継続

継続

新規

重症化を

予防！

くらしの安心感

を高めます！

イキイキと暮らし続けら
住み慣れた地域で

②高齢者（65歳以上)の命と健康を守るとともに、医療機関への負担を軽減！
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重点プロジェクトの視点：くらし

担当課係

①福祉管理課 調整担当
②高齢福祉課 高齢調整係
③地域包括ケア推進課 事業調整係
④介護保険課 介護保険係
⑤保健予防課 保健予防係

問合せ先（直通）

①３８８０－６２２３
②３８８０－５８８６
③３８８０－５８８５
④３８８０－５８８７
⑤３８８０－５８９２

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

事業名：地域支援事業　ほか

３ 活力の創出

登録施設での活動に加え、ご近所でのボランティア活動（ごみ出し支援、清掃活動など）

を追加します。※  従来の１時間１スタンプ（100ポイント＝活動交付金100円）の枠組

みに加え、５回実施で100ポイント等（予定）のボランティア種別を新設。

② 元気応援ポイント事業の活動対象拡充 １４，２００千円

活動補助金を増額し活動の充実・会員増強を応援します。

① 地域の単位老人クラブ・

友愛クラブ連合会の活動を活性化！ ２７，８７３千円

④ 食べてフレイル予防 １１，４７７千円

要介護状態の高齢者が、快適な在宅生活を継続することができるよう、

訪問理美容サービスの利用回数を年３回から年６回に増やします。

③ ２か月に１回の訪問理美容サービスで、

心身ともにリフレッシュ！ ３０，４５８千円

拡充

拡充

拡充

拡充

元気高齢者

を増やします！

介護人材の確保・定着、介護職員の災害対応要員の確保を目的に、

宿舎借上げに係る費用（月額４万円を上限・最大３年間）を助成します。

② あだちで暮らしてあだちで介護職！ ９，６００千円

職員の資格取得等を支援している区内の介護保険事業所に対して受講料等必要経費

を助成します。※初任者研修：１人につき７万円上限/実務者研修：１人につき10万円上限

① 介護人材の資格取得費助成 ６，９８０千円

介護の専門的な資格がなくても区が定める

「生活支援サポーター養成研修（計13.5 時間）」

を受講し、指定の介護事業所に雇用登録することで、

生活支援サポートサービスの担い手を増やします。

③ 生活支援サポーター養成研修 １，８１９千円

４ 介護人材の育成

拡充

拡充

継続 介護人材不足

を解消！

れる社会をめざして
高齢者が

高齢期に必要なたんぱく質等の栄養を十分摂取できるよう、健診データから低栄養傾向にある

方への個別訪問や、「通いの場における栄養講座」にて管理栄養士が支援を行います。
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

未来へつなぐあだちプロジェクト　～子どもの貧困対策～

1 新たな仕組みで若者の未来を守る

子ども・若者を孤独・孤立から守る!

内容
高校で実施される個別会議に、中学教員や区SSW(※)等が参加し、
生徒の状況に応じた支援策を一緒に考える仕組みを取り入れ、中学
校、高校が一体となり中途退学を未然に防ぐ対策を進めます。

区内都立高校と連携した入学後の課題を
抱えた生徒のサポート

強化

学び直しや就労支援などを希望する
中途退学者のサポート

内容
学び直しや就労支援を専門とする公的機関、NPO団体等と連携し、
相談から個別支援計画の作成、支援の実施までを一貫して行い、
社会的・職業的自立につなげます。

強化

医療的配慮が必要な若者への社会的自立のサポート

中学生

小学生

設置

目的

「中途退学予防の強化」「中途退学後の支援」を２本柱に、子ども・若者を支える様々な
機関がネットワークを形成し、専門性を生かした子ども・若者への支援を効果的かつ円滑に
実施する仕組みの構築を目指し設置しています。

若年者支援協議会の設置（１）

（２） 若年者向け専門相談窓口の設置 20,426千円

※SSW（スクールソーシャルワーカー）は、不登校、家

庭環境、非行や発達の偏りなど、様 な々事情を抱える

児童・生徒に関する学校等からの相談に対して助言・

情報提供や校内の体制づくりなどの支援を行います。

◆精神科医等、専門スタッフによる相談
◆医療機関への受診同行等の日常生活支援
◆学び直しや就労など本人のニーズに沿いながら

必要な関係機関と連携

【現状】
若者の

自立を支援

就学前～中学生までの発達等に関わる専門相

談窓口は設置されているが、高校生以上の若

者が相談できる専門窓口がない

【窓口設置後】
軽度のメンタル不調、

発達障がい、

不登校・・・

面接相談、

チャットを

活用したオン

ライン相談

相談者の状況に応じたきめ
細やかな相談・支援を通
して課題を解決

新規
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重点プロジェクトの視点：ひと・くらし

担当課係
子どもの貧困対策・若年者支援課 子どもの貧困対策係、
若年者支援推進担当

問合せ先（直通） ３８８０－５７１７

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

事業名： 子どもの貧困対策

各事業におけるあだち子どもの未来応援基金の充当額を掲載しています。

児童養護施設等から巣立つ
若者支援

進学・就職のため施設を退所し一人暮らしをスタートする
際の生活用品など、費用の一部を支援します。

◆一人あたり20万円×25人 5,000千円

令和2年度実績

16名
3,200千円
給付
(令和4年1月現在）

給付金を受けた若者の声

就職活動も始まりア
ルバイトができる時間
も限られ、収入より支
出が多くなってしまう
生活なので感謝して
います。

貯金することが大
変なので助かりま
す。これから学校
や生活でもがんば
ります。

団体への活動助成

子どもの居場所、学習支援、経験・体験、子ども食堂、
フードパントリーなど子どもの健やかな成⾧を支援する団
体の安定的な活動を支援します。
◆例月開催事業
補助の上限20万円 → 30万円

◆学校⾧期休業期間中に実施する事業
１回１万円、50万円上限に補助

◆冷蔵庫・冷凍庫購入
10万円上限に補助

8,700千円

小中学校の休業期間中に、新型コロナウイルス感
染症の影響を受け、食の確保が必要な子どもたちへ
食の支援を実施します。 4,220千円

あだちっ子フードプロジェクト

基金の活用が限定的

基金の活用幅を拡大!
①食の確保
②経験・体験機会の提供
③就労支援 など

大学生・社会人

高校生

貧困の連鎖を断つ

経験・体験機会の提供
◆ベルモント市交流体験ツアー 1,500千円

◆環境学習ツアー 250千円

２ 基金を活用し子どもの健やかな成⾧を支える

課題 ■子どもの健やかな成⾧を支援する団体及び食の支援を行う団体への活動助成
■児童養護施設等退所者への支援

対策

条例･規則
改正

令和3年12月

困難な状況の子ども
に必要な支援を充実

取組 取組

取組
取組

令和3年3月あだち子どもの未来応援基金を創設し
約1.3億円の寄附をいただいています(令和3年12月末現在)

寄附者の「子どもたちのために
使ってほしい」との思いを反映

― 一人も取り残さない ―
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

子どもたちの成長・発達に関する悩み事を
　　　　「気づく」「つなぐ」「支える」でサポート
　　　　　～ ICTを活用した支援の推進 ～

発
達
相
談
・
支
援

●就学期での事業
チューリップシート 449千円
保護者が子どもの情報を小学校へ伝える

ツールとして活用する

就学移行プログラム 11千円
入学早々に行うクラスでの授業に特別支援

教育の視点を加え、さらに個別の配慮が必

要な児童に対し個別の指導を提供する

●小・中学校での事業
スクールカウンセラー（SC） 2,451千円
本人や保護者への面接等を行い寄り添い支援

を行う（39人 週2日配置）

スクールソーシャルワーカー（SSW)1,707千円
家庭訪問等を行い適切な関係機関へつなぐ

(小学校月２回 中学校週１回 定期訪問）

（令和３年度１５人⇒令和４年度１８人）

２ 「つなぐ」 家庭、学校等との連携で子どもたちをサポート

1 「気づく」 心配事・悩み事を相談や訪問によってサポート

３-1「支える」 就学前の子どもたちをサポート

●子育て応援
預かり・送迎支援事業 107,702千円
小学生までの子育てをしている家庭を対象に、

地域における子育ての助け合いとして子ども

の一時的な預かりや保育園等の送迎を実施

する

（ファミリー・サポート・センター事業含む）

●発達障がい児への支援
ペアレント・メンター事業 5,711千円
発達障がい児をもつ親が、それそれの地域で孤立

することなく、同じ状況にある当事者同士での支え

合いを推進するため事業委託を実施する

発達支援児保育の実施 318千円
医師、専門職等で構成される発達支援委員会の

判定に基づき、保育上の配慮や支援を保育所等

へ助言する

●発達相談 子ども（0～18歳）の発達が気になる方へ相談対応

（オンライン相談の実施） 2,429千円

●教育相談 不登校や学習など学校のことで困っている方へ相談対応

（オンライン相談の実施） 6,249千円

●就学相談 特別支援学級・教室を利用したい方へ相談対応

7,414千円

●きかせて 育児における孤立感や不安感を抱えた方を訪問し傾聴等による支援対応

子育て訪問 令和２年度よりアウトリーチ型の個別訪問を実施

3,756千円

ＩＣＴ

ＩＣＴ

増員
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重点プロジェクトの視点：ひと・くらし 

　

担当課係

①こども支援センターげんき 支援管理課
②こども支援センターげんき 教育相談課
③こども支援センターげんき こども家庭支援課
④障がい福祉センターあしすと

問合せ先（直通）

①３８５２－２８６１
②３８５２－２８７２
③３８５２－３５３５
④５６８１－０１３６

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

事業名：

発達障がい児支援事業／特別支援教育事業／
教育相談事業／あだち子育て応援隊事業／
養育困難改善事業

●特別支援教育での適正な学びのために
個別の教育支援計画・個別指導計画作成システムを小・中学全校に導入 10,300千円

（令和３年度３０校⇒令和４年度１０３校へ）

支援システムの導入で、特別支援教育が必要な子どもたち全てを対象に指導計画等を作成し、児童・生

徒への適切な指導を実施する。

●発達が気になる子どもへの支援拡充
「幼児発達支援室千住分室」の開設 1,674千円
増大する外来個別指導利用児への指導回数の拡充を図り、希望するすべての方に月１回程度の指導が

できるようにするため、千住ひまわり作業所２階に幼児発達支援室の千住分室（相談室４部屋）を４月に

開設する

民設民営の児童発達支援センターの整備（令和７年４月開設予定）
旧千寿第五小学校の跡地を利用した福祉型児童発達支援センター（定員７０人）の整備を進める

３-３ 「支える」

３-２ 「支える」 小・中学校の子どもたちへのサポート

●不登校への対策
学校以外の教育機会の確保

登校サポーター（令和2年度 80人）4,420千円

登校に付き添うお迎え支援、別室での登校定着、教室復帰を支える別室登校支援を行う

●発達支援児への対策
・ ＩＣＴを活用して、個々の学力や発達特性に応じた

学習支援

・ ユニバーサルデザインの視点を重視した、

「参加しやすい学校つくり、わかりやすい授業」の実践

学習支援やコミュニケー

ションを中心とした環境を

提供する

学校以外の居場所で、個別

支援中心の学習・行事活動

を通じ、学校復帰を目指す

学校施設内で給食や施設の共

用など、学校に近い環境で、社

会性や集団適応能力を高める。

ＩＣＴを活用した不登校支援
SC(学校)と家庭を繋いだオンライン相談

（103校 4,300千円)

不登校児童・生徒に対するオンラ

イン支援
児童・生徒の状況に応じ、オンラインでの朝礼

や授業を実施する。小中各1校をモデル校に指

定し、支援の好事例を全校展開する。

学習活動重視

（学校に近い環境）

居場所機能重視

（集団生活に慣れる）

チャレンジ学級

( 3カ所 定員120人)

あすテップ

(2カ所 定員40人)

1,135千円 2,330千円37,200千円

NPOが運営する

居場所

( 4カ所 定員60人)

各学校へのサポート

ＩＣＴ

特別支援教育推進
児童・生徒の特性に応じ、ＩＣＴを活用した学習

支援やポジティブな行動支援（ＰＢＳ）などを活

用した授業を実践する。５校の小・中学校をモ

デル校として実践研究を開始する。

新規

ＩＣＴ

ＩＣＴ

ＩＣＴ新規

新設

拡大
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

どんどん進む、あだちのデジタル化！
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重点プロジェクトの視点：行財政

担当課係

①ICT戦略推進担当課 ICT戦略推進担当
②衛生管理課 大学病院整備担当
③学務課 就学係
④生活保護指導課 情報管理担当

問合せ先（直通）

①３８８０－５６４８
②３８８０－５８９１
③３８８０－５９６９
④３８８０－５７３９

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

事業名： ICT戦略推進事務

立区DX
デジタルトランス

フォ‐メ‐ション

QRコードを読み込んでください。

読み込み先で足立区の本気をお伝えします。
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

「わかった！」の喜びが自信につながる
　　　　　　　　～ＩＣＴ機器の活用推進と学力向上施策の充実に向けて～

●教科指導専門員 【全小・中94人】

専門職員が教員を巡回指導

●秋田県大仙市との教員交流 【12人】

教員の派遣交流で授業力UP

●小中連携教育 【35グループ】

9年間を見通した授業づくり

●足立はばたき塾 【中学3年100人】学習機会の少ない生徒の志望校受験を応援

●MIM（多層指導モデル） 【小学1年】学習の基礎となる流暢な読みを習得
●そだち指導員 【全小85人】小学3・4年生対象に個別学習で国語・算数のつまずきを早期解消

●あだち小学生夏休み学習教室 【小68校・各40人】夏季休業期間に国語・算数の基礎を習得

●英語マスター講座 【中学生90人】

オンライン英会話で英語力を向上

●英語チャレンジ講座 【中35校・各15人】

中1のうちに英語の苦手意識を解消

●大学連携事業

大学資源を活用して英語力を向上

●足立区学力定着に関する総合調査 【小2～中3全員】

調査結果を分析し、授業改善と児童・生徒の個別指導に活用

●英語４技能調査 【中学2年全員】

「聞く・読む・話す・書く」力を測定し、その後の授業改善に活用

活用

学力調査・分析

英語教育の推進

児童・生徒の個に応じた学習の充実

教員の授業力向上

既
存
の
学
力
向
上
施
策
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効
活
用
！

１ 既存の学力向上施策とその成果

成果

学力向上の３本柱

全国学力調査結果

評価（測定）

全国学力・学習状況調査における平均正答率の足立区と全国値の差[ｐｔ]
※H22・H24は抽出校のみの実施、H23は震災のため中止

※H31以降は、全教科で知識・活用を一体的に問う問題形式となったため、

従来のＡＢ区分がなくなった。

±0.0が全国平均値

【
課
題
】
委
託
講
座
は
受
講
で
き
る
人
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
対
象
者
が
限
定
的→

３―

③
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重点プロジェクトの視点：ひと

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

担当課係
学力定着推進課 学力定着推進係
学校ＩＣＴ推進担当課 学校ＩＣＴ環境整備担当

問合せ先（直通）
３８８０－６７１７
３８８０－５６４６

事業名： 学校ICTの推進・学力向上対策事業

令和元年度

●児童・生徒用及び教員用の端末購入

【児童・生徒用5,064台・教員用1,100台】

●家庭学習用等ＬＴＥ端末通信料の負担

【家庭学習用2,000台・校内利用209台】

●ネットワーク環境の改善

一部学校での改善工事により、学校

共有回線の負荷を軽減
●ＩＣＴ支援員の派遣回数拡充

【週1回→週2～4回】

●教員への研修強化

【ＩＣＴ認定教育者研修の実施、

研究実践校での公開授業研究】

【課題】
① 児童・生徒用Chromebook端末とWindows端末の混在による授業への支障回避、及び専科教員用の端末

不足の解消→３－①

② オンライン授業や家庭学習を円滑化し、かつ充実させるための、ネットワーク・通信環境の改善→３－①

③ ＩＣＴを活用した教育の専門性向上と所掌事務の拡大に対応するための組織体制の整備→３－②

④ 授業等におけるＩＣＴ機器の効果的な活用方法についての知識やノウハウの習得→３－④

①学校のＩＣＴ環境整備

<１，１６０，４０５千円> 

④ＩＣＴの活用推進・支援
<２９７,５１１千円> 

全小学3年生～中学3年生を対象に、解答状
況からＡＩ機能により理解度を判断し、つまず

きの原因となっている 学習内容に遡って、国

語・社会・算数/数学・理科・英語の問題を出

題する学習教材「ＡＩドリル」を導入

②学校ＩＣＴ推進担当課の新設

③ＡＩドリルの本格導入
<２２２,６４５千円> 

２ これまでのＩＣＴ機器の整備と活用状況

児童生徒用 45,000台（一人一台）

教員用2,000台（小：学級担任、中：教科担任用）の端末を整備！

Windows端末
約5,000台（子ども用）

約2,000台（教員用）

一人一台のタブレット端末を活用してさらなるＩＣＴ教育の推進！

Chromebook端末
約10,000台（子ども用）

令和２年度

Chromebook端末
約30,000台（子ども用）

令和３年度
追加 追加

①ＩＣＴ機器整備

②ＩＣＴ機器活用
●ＩＣＴ支援員の派遣 【週1回（令和元年度から）】

●教員への研修 【ＩＣＴ機器活用研修会・プログラミング教育研修会・情報活用能力育成研修会】

個に応じた

学習の充実

授業改善

指導力の向上

３ さらなるＩＣＴ環境の充実と課題解決に向けた令和４年度の取組み

使いやすい

ＩＣＴ環境の整備

ＩＣＴ環境の充実に向けた施策 学力向上に向けたＩＣＴ施策

ＩＣＴ環境整備担当 ＩＣＴ活用推進担当

新設課がコーディネーターの役割を担い、学校の

ＩＣＴ機器整備と活用を一体となって推進
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Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

エリアデザインによる足立区の挑戦　２０２２

７つのエリアデザイン計画の策定・進捗状況

策定済

検討中

凡

例

江北エリア

西新井・梅島エリア

六町エリア

北綾瀬ゾーン

令和元年度策定

平成30年度策定

平成30年度策定

平成28年度策定

平成26年度策定

綾瀬ゾーン

綾瀬・北綾瀬エリア

千住エリア

日
暮
里
・舎
人
ラ
イ
ナ
ー

竹の塚エリア

(

計
画
）地
下
鉄
8
号

つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス

花畑エリア

ＪＲ常磐線

足立区役所

環状七号線

京成線

国
道
4
号
線

尾
久
橋
通
り

毛長川

荒川

隅田川

綾
瀬
川

（令和３年度末現在）

江北エリア

江北エリアデザインの「住んでいる
だけで自ずとこころもからだも健康
になるまち」に向け緑道整備などの
環境整備に引続き取組んでいます。

東京女子医科大学附属足立医療センター

令和３年度策定

エリアデザインでまちの将来像を描く

エリアデザインとは、民間活力の誘導や区有地等の活用を効果的に行い、魅力的な

まちの将来像を描くことで、区のイメージアップを図る足立区独自のまちづくりの

手法です。７つのエリア対象のうち５つのエリアで計画を策定し、計画に基づきま

ちづくりが進行中です。今後も進捗管理を図りつつ、まちの変化を捉えて、エリア

デザインの策定に取組んでいきます！！

竹の塚エリア 六町エリア

六町駅前安全安心ステーション（ろくまる）竹ノ塚駅新駅舎

鉄道高架化事業により「踏切のな
い安全なまち」実現後、体感治安
向上に取組み、まちの動きに合わ
せて計画策定します。

「ろくまる」の活用を図りつつ、
治安対策に取組む団体・個人を
サポートして体感治安向上に取
組んでいきます。
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重点プロジェクトの視点：行財政

担当課係 エリアデザイン計画担当課 エリアデザイン計画担当 問合せ先（直通） ３８８０－５８１２

Ⅱ－４　令和４年度　ピックアップ施策

事業名： エリアデザイン推進事業

エリアデザインの実現に向けて!!

北綾瀬ゾーン 【関連予算】457,000千円 駅前交通広場整備工事等ほか

綾瀬ゾーン 江北エリア

※ 現在、詳細について協議中

イメージ図/南西側から駅前交通広場望む

【関連予算】3,418,295千円

駅前交通広場整備用地費等ほか

綾瀬・北綾瀬エリアでは、２つの駅前交通広場整備に向けて大きく動き出します。北綾瀬ゾーンでは広

場北側に隣接する商業施設の誘致により更なる魅力向上、綾瀬ゾーンでは広場と隣接する公園との一体

感ある整備などまちの将来像である『選ばれ続け・住み続けたい”綾瀬”に』の実現に向けてそれぞれ

まちづくりを進めていきます。

【関連予算】2,449,460千円

(仮称)江北健康づくりセンター工事費等ほか
イメージ図/綾瀬駅から駅前交通広場望む

イメージ図/東京女子医大通りから望む

交通広場
用地取得！

イメージ図/南東側から駅前交通広場望む

健康づくりｾﾝﾀー
建設着手！

交通広場
整備着手！

商業施設 北綾瀬駅北口改札口ペデストリアンデッキ

民間開発

取得用地（交通広場）

(仮称)江北健康づくりセンター
隣接公園と一体感

がある整備検討中
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５　令和４年度　その他主要事業

視点 そ　の　他　主　要　事　業 部　名
予算額
 【千円】

頁

待機児童対策と教育・保育の質の向上事業 子ども家庭部 27,079,808 51

学童保育室管理運営・開設改修事業
地域のちから
推進部

1,728,067 52

あだちスマイルママ＆エンジェルプロジェクト（ＡＳＭＡＰ）の推進事業
（妊産婦支援事業／こんにちは赤ちゃん訪問事業／３～４か月児健診事業）

衛生部 767,927 53

介護予防事業（パークで筋トレ・ウォーキング教室、はつらつ教室、
はじめてのフレイル予防教室など）

福祉部・
地域のちから
推進部

100,437 54

孤立ゼロプロジェクト推進事業
地域のちから
推進部

126,975 55

生活困窮者自立支援事業 福祉部 250,597 56

健康あだち２１推進事業（糖尿病対策） 衛生部 37,557 57

環境保全普及啓発事業／環境学習推進事業
（自然環境・生物多様性の理解促進）

環境部 20,935 58

建築物耐震化促進事業／老朽家屋対策事業
(震災や火災などに強いまちづくりの推進)

都市建設部 487,959 59

密集市街地整備事業／都市防災不燃化促進事業／
細街路整備事業（震災や火災などに強いまちづくりの推進）

都市建設部 1,619,446 60

道路の新設事業（都市計画道路等の新設事業）／道路の改良事業 都市建設部 6,217,957 61

鉄道立体化の促進事業 都市建設部 4,577,410 62

町会・自治会、ＮＰＯの活性化支援事業
地域のちから
推進部・
政策経営部

209,476 63

シティプロモーション事業 政策経営部 36,116 64

納税事務・収納対策事務ほか８事業
（４公金収納金の収納率向上対策(税・保険料)）

区民部 56,694 65

動物愛護衛生事業 衛生部 29,504 66

障がい者スポーツ普及事業／芸術鑑賞体験事業
地域のちから
推進部

118,617 67

ま
ち

く
ら
し

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

ひ
と

行
財
政

そ
の
他
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※　令和４年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

その他の支出 796,791 千円

担当課係

①私立保育園課 待機児ゼロ対策担当
②私立保育園課 施設調整係
③私立保育園課 私立保育園係(私立保育園第一係・第二係)

④子ども施設運営課 区立保育施設係
⑤子ども施設運営課 公設民営担当
⑥子ども施設入園課 地域保育係
⑦子ども施設入園課 認証・認可外保育係
⑧子ども施設指導・支援担当課 子ども施設指導・支援担当
 (子ども施設指導・支援課 指導調整係)

問合せ先（直通）

①３８８０－５７５９
②３８８０－５７１２
③３８８０－５８８９
④３８８０－５８８８
⑤３８８０－５３２１
⑥３８８０－５４２８
⑦３８８０－８０１３
⑧３８８０－５３９５

財
源
内
訳

国の支出 7,332,925 千円

都の支出 4,932,250 千円

区の支出 14,017,842 千円

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

視点： ひと 《　　　》は、３年度の当初予算額

事業名： 待機児童対策と教育・保育の質の向上事業 予算額
27,079,808

　《27,162,689》
千円

（事業の目的・概要）
◆ 待機児童ゼロを継続するため、私立保育施設の経営支援や区立保育施設の入所定員抑制

などの空き対策に取り組み、必要な保育定員数を確保します。
◆ 就学前教育・保育施設に通う子どもたちの健やかな成長を支援するため、指導・支援を

充実するとともに区立園のＩＣＴ化推進の他、保育士確保・定着対策を継続し、教育・
保育の実践力向上と安定した園運営を目指します。

教育・保育の質の向上

【保育士確保・定着対策】

◆ 保育士等住居借上げ支援事業
６６２，９７０千円 《６７５，５９８千円》
保育事業者が保育士等の住居の借り上げに要
した費用の一部を補助

◆ 保育従事者永年勤続褒賞事業
２，２１７千円 《２，２５２千円》
成績優秀な永年勤続者の褒賞

◆ 保育再就職セミナー、保育就職相談会等
６１７千円 《６７８千円》
ハローワーク足立や東京都等と連携した再就
職セミナーや面接・就職相談会を実施

◆ 保育士奨学金返済支援事業
３０，０００千円 《３０，０００千円》
区内の保育士が奨学金の返済に要した費用の
1/2（上限10万円）を補助

運営費・利用者助成 ※令和４年４月当初の数値

待機児童ゼロの継続と空き対策

◆ 私立保育施設の利用定員変更【▲153人】 ①
給付費の単価を実人員に近づけ経営改善へ

◆ 私立保育施設の固定経費補助 ④⑤
人件費等を補助して児童受け入れ体制を確保へ

◆ 区立保育施設の入所定員抑制【▲201人】
地域の需給バランスをもとに適正化へ

区立保育園、こども園全園に保育
支援システムの導入 ４０，５７３千円

専用タブレット端末使用料（231台）26,845千円

保育支援システム使用料 （33園）13,728千円

連絡帳の電子化等により保護者の利便性向上、

事務作業を効率化し子どもと向き合う時間増

【指導・支援の充実】 UP↑

待機児童ゼロの継続と
教育・保育の質向上

◆ 子ども施設指導検査事務 ４，２０３千円
≪４，５６３千円≫

主

な

対

策

※番号は下

表に対応

NEW！

１ 足立区教育・保育の質ガイドラインの
活用の促進

２ 各施設への巡回訪問回数増による寄り
添い支援の強化

３ 幼保小連携活動の強化

４ 子ども施設指導・支援課の新設による
体制の強化

施設名
施設数
（園）

定員
（人）

令和4年度予算
（千円）

17,993,370

《17,997,091》

2,758,447

《2,771,117》

229,804

《232,236》

1,592,008

《1,625,141》

1,105,506

《1,179,054》

2,660,093

《2,644,959》

26,339,228

《26,449,598》

①私立認可保育所 112 9,752

②公設民営認可保育所 14 1,464

③公設民営認可外保育所 2 89

④小規模保育 27 467

合　　　計 305 13,213

⑤保育ママ 117 429

⑥認証保育所 33 1,012
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千円

担当課係 住区推進課 学童保育係 問合せ先（直通） ３８８０－５８６３

財
源
内
訳

国の支出 264,871 千円

都の支出 261,896 千円

区の支出 896,480

保護者負担金等 304,820

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： ひと

千円

事業名： 学童保育室管理運営・開設改修事業 予算額
1,728,067

　《1,580,546》
千円

学童保育で

～ 地域需要をふまえた待機児童対策を進めます ～

【事業の目的・概要】

◆子育てと仕事の両立および児童の健全育成のために、放課後等

に支援が必要な家庭の小学生を対象に学童保育事業を実施します。

◆学童保育室の需要が多く見込まれる地域を対象に、民設学童保育

室を誘致するなどにより、必要な定員数の確保を図ります。

学童保育室の受入可能数の増 87,767千円 《46,275千円》

１７２人の受入増
新たに学童保育室を２室開設

さくら学童保育室の定員増
（120室 5,276人⇒123室 5,448人）

※１人あたり約５１７千円の支出

特別延長保育の拡充 30,307千円 《27,308千円》

● 区立学童保育室で、朝8時から夕方7時までの特別

延長保育を新たに2室で実施。

※全104室のうち31室（29.8％）で実施

● 民設学童保育室でも、新たに開設する１室で特別延

長保育を実施します （1室50人分）

●新規開設や定員増により、受入増を図りま
したが、区全体の需要数の増加が上回って
います。今後も地区の需要に基づく整備を
進めるほか、特に必要性が高い1年生と2年
生の待機解消に優先的に取り組みます。

●小学生の安全安心な居場所づくりを推進

します。

①児童館特例利用の促進

②放課後子ども教室との連携推進

その他学童保育室の運営経費（全123室） 1,609,993千円 《1,506,963千円》

●学童保育室運営経費 1,340,514千円（直営7室/指定管理23室/住区センター74室）

●民設学童保育室運営補助金 269,479千円（19室分）

子育てと仕事の

両立を応援します！

２室１００人分の増
（29室1,314人⇒31室1,414人）

※定員増１人あたり約３０千円の支出

区立学童保育室
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Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： ひと

千円

事業名：
あだちスマイルママ＆エンジェルプロジェクト（ＡＳＭＡＰ）の推進事業
（妊産婦支援事業／こんにちは赤ちゃん訪問事業／３～４か月児健診事業） 予算額

767,927
　《770,647》

千円

デイサービス型産後
ケア利用者負担金 177 千円

担当課係 保健予防課 保健予防係 問合せ先（直通） ３８８０－５８９２

財
源
内
訳

国の支出 26,650 千円

都の支出 156,332 千円

区の支出 584,768

【事業の目的・概要】

◆ 妊娠期から産後期の母子保健事業を充実することにより、養育困難や生活困窮を未然に

防ぎ、健やかな親子の成長を支える仕組みを整えます（あだちスマイルママ＆エンジェル

プロジェクト「ＡＳＭＡＰ」と総称）。
◆ 従来の寄り添い支援に加え、宿泊型産後ケアによる心身ケアや育児サポート等を実

施することにより、コロナ禍において不安を抱える全妊産婦への支援を強化する。

母子健康手帳・ファミリー
学級事業 11,748千円

《11,255千円》

乳児・1歳6か月児・3歳児
健康診査事業 129,662千円

《133,899千円》

妊婦健康診査事業
415,510千円
《450,743千円》

◆母子健康手帳の交付
【5,477千円】 4,700人

妊娠届出時の面接やアンケート

から、支援を要する妊婦を把握

します（→スマイルママ面接へ）。

◆ファミリー学級 【6,271千円】

出産前後の生活や育児手技等

を学ぶとともに、地域の仲間づく

りの機会を提供します。
乳幼児の疾病等早期発見、保護
者の育児不安軽減を図ります。

◆新生児聴覚検査

【13,910千円】 4,400人

◆3～4か月児、6・9か月児、

1歳6か月児、3歳児健康診査
【113,233千円】 22,900人

◆経過観察 【2,519千円】

（身体・心理） 延べ730人

◆妊婦健康診査 【392,005千円】

約4,630人／53,200件

受診票を交付し(14回分)、定期
的な受診を促すことで、妊娠中
の健康をサポートします。

◆特定不妊治療費助成
【23,505千円】 535件
特定不妊治療（体外受精・顕微授

精）及び男性不妊治療費について
50,000円を上限に助成します。

新規

◆産後ケア 【56,905千円】

＜宿泊型＞ 7日間×250組
委託医療機関において、産後に家族等か

ら十分な支援が受けられない母親の心身
ケアや育児サポート等を行います。

＜デイサービス型＞ 354組（2年度開始）
心身の不調や育児不安等を抱える

産婦に休息の場を提供します。

◆東京都出産応援事業（受託事業）
【2,119千円】 5,100人

新生児一人あたり10万円分のギフト
カードを送付し、育児用品・育児サー
ビス等を提供します。

妊産婦・乳幼児相談事業 211,007千円 《174,750千円》

◆スマイルママ面接
【50,085千円】 5,100人
保健師等による妊婦全数面接で心身状態や家庭状況
等を把握し、適切なケアを行います。

◆ファーストバースデーサポート
【73,109千円】 4,300人
1歳時アンケートから適切な育児支援につなげます。

◆多胎児家庭移動支援 【3,454千円】 144組

母子保健事業利用時の移動費用を

補助します（0・1・2歳時要面接）。

◆こんにちは赤ちゃん訪問 【23,208千円】

保健師等が家庭訪問し、育児アドバイス等を行います。

◆オンライン育児栄養相談、産後育児

ストレス相談など 【2,127千円】

「宿泊型」が新たに始まります！
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パークで筋トレ

ウォーキング教室

〈見込〉

〈目標〉

〈見込〉

〈目標〉

〈見込〉

〈目標〉

〈見込〉

〈目標〉

〈見込〉

〈目標〉

〈見込〉

〈目標〉

〈目標〉

7003 34会場 21,000 〈見込〉

757 22,7004 36会場

回数年度 会場・コース数 延人数

31

回数年度 会場・コース数 延人数

担当課係

① パークで筋トレ・ウォーキング教室
　　スポーツ振興課 振興係
② はつらつ教室、はじめてのフレイル予防教室など
　　地域包括ケア推進課 介護予防・生活支援担当

問合せ先（直通）
①３８８０－５８２６
②３８８０－５６４２

3

4

年度

4

3

4

4

1,000

6,000

6,700

延人数

1,500

4

3

事業名 回数年度 実人数

事業名 回数

都の支出 12,554 千円

区の支出 12,554

事業名

500

720

回数

400

260

事業名 回数年度 実人数

年度 延人数

事業名 回数年度 延人数

6213 13コース

4 31 20コース 680

元気アップ
サポーター
養成研修

はつらつ
教室

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： くらし

千円

事業名：
介護予防事業（パークで筋トレ・ウォーキング教室、
はつらつ教室、はじめてのフレイル予防教室など）

予算額
100,437

　《99,861》
千円

その他の支出 50,219 千円

財
源
内
訳

国の支出 25,110 千円

はじめての
フレイル
予防教室

3みんなで
元気アップ
教室

1,000673高齢者
体力測定会

720

336

7,500

40

1,200

80

84

500

7,000856

【事業の目的・概要】
◆屋外で気軽に参加できる介護予防活動で、体力づくりと社会参加の機会を創出します。
◆高齢者が地域で主体となって介護予防活動を始めるための教室を開催します。
◆体力測定で健康状態を確認、フレイル※予防の知識を学べる講座・教室を開催します。

※フレイル…加齢に伴い筋力や心身の活力が低下した状態です。普段からの取り組みと心がけで予防・改善できます。

公園や広場で気軽に健康づくり！ １３，７６６千円 《13,189千円》

運動機能向上や口腔ケア・栄養改善の重要性を学ぶ！ ３０，０８２千円 《30,082千円》

◆パークで筋トレ 【拡充】
身近な公園・広場等の安全な場所で、無理せず、誰でも気軽に参

加できます。区内幅広く参加できるよう、会場を３４→３６会場

に増やします。（対象)概ね６５歳以上の方、申込不要

◆ウォーキング教室 【継続】
安全で気軽に歩くことが楽しめるウォーキング教室を実施します。

初級・中級・上級とコースを選び、自分に合ったコースで無理な

く健康づくりに取り組みます。（対象）概ね６５歳以上の方、要申込

◆はつらつ教室 【継続】

元気な高齢者を増やすことをめざして、フレイル予防を目的に、

身近な地域学習センター等で実施します。

（対象）６５歳以上の方、手軽に介護予防知識を深める教室、要申込

◆みんなで元気アップ教室 【継続】
介護予防に関する知識を深め、教室終了後には参加者が介護予防

自主グループとして活動できるようになることをめざす教室です。

（対象）６５歳以上の方、要申込

◆元気アップサポーター養成研修 【拡充】
地域における介護予防自主グループ活動の継続をサポートする人

材の養成をめざします。（対象）６５歳以上の方、要申込

◆高齢者体力測定会 【継続】

自分の健康状態を知って、専門職のアドバイスで普段取り組んで

いる運動の成果を定期的にチェックできます。民間の商業施設や

ショールームでも開催します。（対象）６５歳以上の方、日頃の活動の成果をチェック！、要申込

◆はじめてのフレイル予防教室 【継続】
運動機能向上、口腔・栄養、認知症予防を総合的に取り入れた

プログラムを実施します。

（対象）介護予防チェックリストで生活機能の低下が見られた方に

地域包括支援センターが案内

自主グループづくりのための教室

介護予防の知識を深め、地域での自主的な活動を応援！ ５６，５９０千円 《56,590千円》

屋外で

屋内で
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Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： くらし

千円

事業名： 孤立ゼロプロジェクト推進事業 予算額
126,975

　《129,081》
千円

その他の支出 0 千円

担当課係 絆づくり担当課 絆づくり事業調整担当 問合せ先（直通） ３８８０－５１８４

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 62,966 千円

区の支出 64,009

自主的な見守り活動を行う町会自治会の方

【事業の目的・概要】

◆地域の人との交流を通じて、いくつになっても様々な地域活動に参加できる生きがいの

持てる「暮らしやすいまち」「住み続けたいまち」の実現を目指します。

◆コロナ禍の高齢者の孤立を防ぐため、感染対策物品や啓発物品を活用して啓発します。

孤立させない第一歩 ～高齢者実態調査～

6,663千円≪7,427千円≫

町会・自治会等の戸別訪問による実態調査を感染対策を行いな

がら実施し、孤立のおそれのある高齢者の早期発見に努めてい

きます。

☆高齢者実態調査委託経費 【961千円】≪1,271千円≫

（町会・自治会調査分：310円×3,000世帯）

（民生・児童委員調査分：310円×100世帯）

☆調査用具購入経費など 【1,856千円】≪2,074千円≫

（調査バッグ、ストラップ、腕章、手指消毒液など）

☆事業ＰＲ経費 【3,846千円】≪4,082千円≫

（バス車内放送、ポスター、チラシなど）

孤立のおそれのある方を地域や社会へつなぐ

117,500千円≪117,500千円≫

実態調査で孤立のおそれがあると判断された方には、地域包括支援センター

が支援の必要性を判断し、地域の見守りや社会参加へつなげていきます。

※ 地域社会等につながった世帯累計：4,555世帯（令和3年12月末現在）

☆地域包括支援センター事業委託経費

【117,500千円】≪117,500千円≫（4,700千円×25か所）

わがまちの「孤立ゼロ」を支援

2,812千円≪4,154千円≫

声かけ、訪問パトロール、居場所づくりなど、自主的な

見守り活動を行う町会・自治会を活動物品で支援します。

感染対策用マスクも活用して、活動の再開を応援します。

※ わがまちの見守り登録団体：96団体（令和3年12月末現在）

☆地域見守り活動支援物品購入費

【2,812千円】≪4,154千円≫

（マスク、ビブス、帽子、ウェットティッシュなど）

町会・自治会の方による調査

気づく、つなぐ、寄り添う

「お互いさま」のまちづくり

～孤立ゼロプロジェクト～

コロナ禍だからこそ、
見守り活動！
調査再開！

寄
り

添
う

つ
なげ

る

気
づ
く
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その他の支出 0 千円

担当課係
①くらしとしごとの相談センター 生活相談係
②くらしとしごとの相談センター 就労支援担当
③くらしとしごとの相談センター 子どもの学習支援係

問合せ先（直通）
①３８８０－６２１９
②６８０６－４４３１
③３８８０－５７０６

財
源
内
訳

国の支出 75,512 千円

都の支出 34,598 千円

区の支出 140,487 千円

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

視点： くらし 《　　　》は、３年度の当初予算額

事業名： 生活困窮者自立支援事業 予算額
250,597

　《314,017》
千円

一人ひとりに寄り添い 相談、サポート、そして自立へ

【事業の目的・概要】
◆ 就労や生活に関する生活困窮者からの相談（自立相談支援）を受け、必要な知識や情

報の提供及び助言を行います。
◆ 本人の状態に応じ就労準備支援、寄り添い支援、子どもの学習支援等を実施します。

一人ひとりの困難状況を把握～気づき･つなぎ･支える～

（自立相談支援事業） 50,530千円《49,658千円》【継続】

★ 仕事・家計・家族など様々な課題に対する相談支援の実施
① 継続して寄り添う必要がある方へ、寄り添い支援の実施（支援見込数200人）

【44,105千円】

② 出張総合相談会 年5回実施（相談見込数300人）【3,344千円】

ハローワーク、保健師、弁護士、ひきこもり対応等の各専門家を一堂に集め

仕事、家計、こころ、からだ、家族のことなど、様々な悩みに総合的に対応

③ その他ライフライン事業者等連絡会開催経費、需用費等【3,081千円】

(就労準備支援事業) 1,944千円《52,274千円》

※委託事業者一本化により、委託料については足立福祉事務所

生活保護指導課の予算に統合

《令和４年度より包括的就労支援をスタート》【拡充】
「生活困窮者」と「生活保護受給者」の就労支援

委託事業者を一本化
【支援見込数（生活困窮者+生活保護受給者） 1,850人】

① 個々の状態を踏まえたグループ分け

個々のレベルに応じたグループ分けを行い支援することで

早期の就労を促す

② 切れ目のない支援
生活困窮⇔生活保護へと状況が変わった際も、支援者を変

更することなく切れ目のないスムーズな支援が可能

③ 定着支援の強化
利用者が就労した場合、従来は３か月程度継続して支援を

行っていたところ、１年程度に延長して支援の強化を図る

★ 通所交通費及び就労体験経費 【1,944千円】

（セーフティネット事業) 36,242千円《36,303千円》【継続】
対象者：ひきこもり状態にある方、またはその家族等

★ 相談から居場所まで段階的に支援 【36,000千円】

(子どもの学習支援事業) 161,881千円《175,782千円》

対象者：家庭での学習が困難な主に中学生 【継続】

★ 中学生等の学習場所､居場所の提供

（区内4か所 定員360人） 【161,461千円】
① 拠点4か所、ブランチ3か所で実施(定員360人)

② 個別指導で学習意欲を向上

③ 体験活動や食事を提供

④ 地域のボランティアや子ども食堂

などと連携

⑤ 卒業生の高校生活と自立を後押し

・ 高校生に学習場所を提供、将来の進路選択を応援

・ 東京都ユースソーシャルワーカーと連携し、高校

中退予防と卒業後の自立を支援

⑥ 相談員が家庭訪問、家庭全体を支援(対象者数見込20人）

★ 通所交通費【420千円】

自立への一歩を

踏み出そう！

＜相談支援＞ (相談見込数 約900件)

・ 電話、メール、来所による相談
・ アウトリーチ(訪問)による支援

＜居場所支援＞
・ 体験の場、フリースペースの場
・ ボランティア活動、食事会
・ 家族以外の人との交流の場

★ 通所交通費 【242千円】
・ 居場所支援対象者に通所交通費を支給

(利用見込数15人)

【相談支援】

【ひきこもり支援】

【就労支援】 【子どもの学習支援】 学習スペース･居場所提供自立に向けた就労支援

総合的なひきこもり支援
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◆推定野菜摂取量測定器の導入　【627千円】 ◆ﾍﾞｼﾞﾀﾍﾞﾗｲﾌ協力店 【732千円】
野菜摂取量を見える化し、動機づけを図る。 掲示物点検・更新委託　190店舗
2,700人（目標） ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟを図るとともに
 (1)40歳前の健康づくり健診 日常的にﾍﾙｼｰﾒﾆｭｰが
 (2)食育月間等イベント 摂りやすい環境を整える。
 (3)元気な職場づくり応援事業

◆食習慣調査の実施
(1) 20歳対象の食習慣調査・啓発　【481千円】

 野菜摂取頻度が最も低い20歳に
 向けた食習慣調査を実施し ◆ﾍﾞｼﾞﾀﾍﾞﾗｲﾌの普及啓発 【2,548千円】
 啓発を強化する。 180人（目標）

(2) 区全体の食習慣調査　【1,724千円】
 対象　1,000件

◆糖尿病月間や乳幼児健診等で ◆糖尿病・成人眼科健診の実施 【27,701千円】

   ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1c簡易血糖測定の実施  糖尿病網膜症等の眼科疾患を早期に発見し
【2,468千円】  900人(目標)  病気の進行を予防　　実施予定人数：3,800人

◆糖尿病予防講座等の実施 ◆40歳前健診で要指導・要医療判定者に対する
【513千円】　　250人(目標) 個別の保健・栄養指導の実施 【130千円】

◆幼稚園、保育園、小中学校等での ◆三師会連携事業 【431千円】
ﾍﾞｼﾞﾀﾍﾞﾗｲﾌの啓発 【88千円】  薬剤師会による重症化予防ﾌｫﾛｰ事業
ﾍﾞｼﾞﾀﾍﾞ啓発ﾃｷｽﾄの作成  連携マニュアルの作成 
40歳前健診や栄養教室等で使用 ◆糖尿病対策戦略会議等の実施 【114千円】
実施 700回（目標）  学識経験者を交え、糖尿病対策の分析と

 今後の方針を検討

ｽﾃｯｶｰやのぼり旗等を活用し、飲食店
に限らず、民間企業や信用金庫等とも
連携し、啓発を行う。

② 子ども・家庭の好ましい生活習慣の定着 ③ 重症化予防

　3,069千円《2,727千円》

担当課係 ①こころとからだの健康づくり課 健康づくり係
②データヘルス推進課 健診事業係 問合せ先（直通）

　28,376千円《22,978千円》

①３８８０－５４３３
②３８８０－５１２１

0 千円その他の支出

① 野菜を食べやすい環境づくり 6,112千円《5,221千円》

千円

都の支出 2,807 千円

区の支出 32,751

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： くらし

千円

事業名： 健康あだち２１推進事業（糖尿病対策） 予算額
37,557

　《30,926》
千円

財
源
内
訳

国の支出 1,999

  

【事業の目的・概要】

◆ 区民の健康寿命の延伸を目指し、糖尿病対策を実施します。
◆ 新たな対策として、推定野菜摂取量測定器の導入や20歳対象の食習慣調査の実施等

野菜摂取頻度の少ない若い世代に向けた事業を展開します。
◆ 健康行動への動機づけ(気づき)を促し、自ずと健康行動を実践できる環境を整えます。

住んでいるだけで、

自ずと健康になれるまち

カラダの状態やリスクについて

を促す

g150

推定野菜

摂取量

栄養バランス

自ずと健康行動を実践できる

▲ 11月糖尿病月間

ﾎﾟｽﾀｰ

気づき 環境を整える
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Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： まち 

千円

事業名：
環境保全普及啓発事業／環境学習推進事業
（自然環境・生物多様性の理解促進）

予算額
20,935

　《11,271》
千円

あだち子どもの未来
応援基金繰入金 250 千円

担当課係
①環境政策課 環境事業係
②環境政策課 環境学習係

問合せ先（直通）
３８８０－５８６０
３８８０－６２６３

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 1,831 千円

区の支出 18,854「ひと｣ と ｢自然｣ ｢生きもの｣ との
関わりを学び、理解を深める
【事業の目的・概要】

◆自然体験や生きものとのふれあいを通じて、ひとの暮らしが多様な生きものとの支え

合いにより成り立っていることを知り、自然環境の大切さを学びます。

◆区内公園、友好自治体などの自然を活用した体験型事業を展開します。

トウキョウダルマガエル

絶滅危惧種

外来種

ハクビシン

―みんなで見つけた生きものたち―

スマートフォンアプリを活用した

区民参加型の大規模生きもの

調査を実施します。

結果は広く区民の皆さんに

周知します。

【期間】春・夏に約１か月実施

【目標】投稿者数 約３５０人

生きものの名前をＡＩで判定！

１ 「あだち生きもの図鑑をつくろう！」 3,712千円≪新規≫NEW

区内都立公園、荒川河川敷などの自然を活用して様々な体験活動を行います。【定員】各１５～２０人

２ 区民参加型生きもの調査・野鳥観察会・自然観察会 5,720千円≪5,500千円≫

区立公園での生きもの調査 自然観察会 荒川ボートクルーズ

３ あだち自然体験デー 4,345千円≪4,345千円≫

新田わくわく水辺広場で荒川の自然・生きものと

ふれあい、環境について学べる体験を実施します。

友好自治体等で、大自然ならではの体験を実施します。

（１） 鹿沼市（日帰り）

（２）山ノ内町・魚沼市（１泊２日） 【定員】各４５人

４ 環境学習ツアー 2,643千円≪718千円≫

５ 野鳥生息調査 852千円≪709千円≫

野鳥モニターによる野鳥生息調

査を行います。野鳥の減少が続

いているのか見守ります。

区内の河川に生息する魚類

等調査を行い、経年変化を見

ていきます。外来種の増加に

ついて注視しています。

６ 河川生物（魚類等）調査 3,663千円≪隔年≫
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※　令和４年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： まち

千円

事業名：
建築物耐震化促進事業／老朽家屋対策事業(震災や火
災などに強いまちづくりの推進)

予算額
487,959

　《486,553》
千円

その他の支出 0 千円

担当課係

①耐震化促進事業　：建築安全課建築防災係
　　　　　　　　　（建築防災課耐震化推進係）
②老朽家屋対策事業：建築安全課建築安全係
　　　　　　　　　（開発指導課建築監察係）

問合せ先（直通）
①３８８０－５３１７
②３８８０－６４９７

財
源
内
訳

国の支出 102,010 千円

都の支出 57,600 千円

区の支出 328,349

耐震化への取り組みが、安全なまちをつくります。

① 耐震診断・改修設計助成 378件(343件) 75,500千円

② 耐震改修工事助成 47件( 23件) 193,000千円

③ 解体除却工事助成 246件(252件) 189,000千円

④ 家具転倒防止等工事助成 51件( 20件)  2,800千円

⑤ ブロック塀等カット助成 80件( 38件)   5,760千円

（1）建物等に関する助成

１ 建築物耐震化促進事業 478,759千円 《480,553千円》

① 普及啓発活動費用等 12,699千円（2）その他

建築物等耐震アドバイザー派遣等

２ 老朽家屋対策事業 9,200千円 《6,000千円》

◆平成29年度の老朽家屋調査において老朽家屋は、1,225件存在しましたが、令和2年度には979件

に減少しました（内訳：特に危険13件、危険な老朽家屋104件、その他の老朽家屋862件）。

◆今後も特に危険度の高い建物を重点に、老朽家屋の適正な管理について指導・勧告を行います。

◆特に危険な老朽家屋に対して解体工事助成制度を活用して、危険是正を促していきます。

① 解体工事助成 5件 3,000千円 ②老朽危険建築物緊急工事費等 3,000千円

① 通路始端部等拡幅奨励金等 2件( 0件) 2,000千円 ② 緊急避難路整備助成 3件( 0件) 900千円

③ 無接道家屋建替測量調査助成 2件( 0件) 300千円

（2）通路に関する助成

（1）老朽家屋対策事業

273

343 378

19 23
47

257 252

246

18 20
51

54 38

80
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400

令和3年度(見込)令和2年度 令和4年度(見込)

診断･設計 改修 除却

家具 ブロック塀カット

耐震助成件数の推移

建築物等の倒壊から
区民の生命・財産を守る

※(  )内は令和３年度見込件数

【事業の目的・概要】

◆大地震時の建築物等の倒壊から区民の生命・財産を守るため耐震化を促進します。

◆木造住宅密集地域における無接道家屋の建替えを促進します。

◆防火及び防犯上の課題を解消するため老朽危険家屋の是正に努めます。

令和２年度時点の「住宅の耐震化率９１．４％」

令和７年度までに９５％を目指します。
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※　令和４年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

その他の支出 0 千円

財
源
内
訳

国の支出 297,640 千円

都の支出 417,361 千円

区の支出 904,445

担当課係

①密集市街地整備事業：密集地域整備課 地域整備係
②不燃化特区・不燃化促進事業：密集地域整備課
　　　　　　　　　　　　　　  不燃化特区推進係
③細街路整備事業：開発指導課 細街路係
（①～③：建築防災課に統合）

問合せ先（直通）
　①３８８０－５１８１、５１８７
　②３８８０－６２６９
　③３８８０－５２８６

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点：  まち

千円

事業名：
密集市街地整備事業／都市防災不燃化促進事業／
細街路整備事業（震災や火災などに強いまちづくりの推進）

予算額
1,619,446

　《1,626,855》
千円

災害に強いまちを目指して

木造住宅密集地域の改善へ

【事業の目的・概要】
◆ スムーズに避難できる道路、避難スペースになる公園を整備し、災害に備えます。
◆ 古い建物を解体し、燃えにくい建物に建替える費用を助成します。
◆ 狭い道路を広げて、災害時における避難路を確保し、消防活動の円滑化を図ります。

密集
事業
3地区等

防災活動の軸となる道路拡幅（用地

取得173㎡、整備工事111㎡）や公園整備
（用地取得179㎡）を進めます。
648,402千円《614,443千円》

★道路・公園の用地取得・整備工事 605,410千円
★整備計画推進業務委託等 42,992千円

西新井駅西口周辺(H11～R7)

千住西地区 　　　　(R1～R10) 53.9 57.0
千住仲町地区　　　(H20～R4) 46.0 59.2

R2末

39.6 55.6

密集事業実施地区
（事業期間）

不燃領域率(％)
導入当初

不燃化
特区

★建築物解体・建替え助成 318棟 535,200千円
★普及啓発業務委託等 24,964千円

２ 都市防災不燃化促進事業
38,605千円《67,478千円》

３ 細街路整備事業 372,275千円《327,770千円》

古い建物を解体する方、燃えにくい
建物に建替える方に助成します。
560,164千円《617,164千円》

１ 密集市街地整備事業 1,208,566千円《1,231,607千円》

延焼遮断帯をつくるため、都市計画道路沿道
で燃えにくい建物を建てる方に助成します。

★建築・除却助成 7棟 36,985千円
★調査委託等 1,620千円
※令和3年度予算の建築・除却助成対象は9棟

消防活動の円滑化や避難路の確保のため、細街路の拡幅整備を進めます。

【細街路とは】
区が指定した幅員
4ｍ未満の道路

【実施例】
この部分を整備し、
道を広げます。

★拡幅整備工事(見込1.75㎞) 285,200千円
★細街路整備助成金・奨励金 100件 86,600千円
★表示板作成等 475千円

※区内全域の細街路指
定路線が対象

（片側換算計222.88㎞）

市街地の焼失率がほぼ０ （ゼロ）になる 不燃領域率 70 ％（不燃化特区内）を目指します。

整備か所
整備済延長
進捗率

77.68km
34.85%

S60からR2末（36年間）の実績

4,622か所

都市防災不燃化

促進事業

細街路整備事業

密集事業
不燃化特区

実施

路線

地区
補助138号線

補助136号線

補助261号線

関原・梅田地区、扇・本木地区

西新井駅西口その１・２工区地区
興野・本木地区
西竹の塚地区

東
武

伊
勢
崎
線

国
道
４
号
線

足立区役所

環状七号線

北千住駅

荒川

不燃領域率【実績】令和2年度末：62.2％
【目標】令和4年度 ：65％

令和9年度 ：70％
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※　令和４年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

担当課係
①～⑫★　３８８０－５９２１
⑬　　　　３８８０－５２６５
⑭～⑱◆　３８８０－５００８

公共施設建設資金
積立基金繰入金等 2,260,150 千円

 １　道路新設　5,401,005千円≪1,136,559千円≫

 ２　道路改良・橋梁整備　816,952千円≪1,194,969千円≫

問合せ先
（直通）

①～⑫★　街路橋りょう課 事業計画係
　　　　　(道路整備課事業計画係)
⑬　　　　防犯設備課 監察係（安全設備課設備管理係）
⑭～⑱◆  工事課 工務係（道路整備課事業計画係）

千円

都の支出 332,162 千円

区の支出 1,919,675

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： まち

千円

事業名：
道路の新設事業（都市計画道路等の新設事業）／
道路の改良事業

予算額
6,217,957

《2,331,528》
千円

財
源
内
訳

国の支出 1,705,970

⑤⑨
①

⑦
⑥

⑩

④

②
③

⑫

⑯

⑪

⑧

⑬⑭

⑮

⑰

⑱

【事業の目的・概要】
◆ 道路新設

安全で便利な駅周辺の交通環境の確保を目指して、綾瀬駅前交通広場は用地取得を進め、
北綾瀬駅前交通広場は整備工事に着手します。

◆ 道路改良・橋梁整備
老朽化が進む橋梁の架替えを計画的に進めるほか、足立区無電柱化推進計画に基づき、
対象路線を整備し、安全な歩行空間の確保や良好な都市景観の創出に取り組みます。

安全で住みよいまちを目指して

「道路」や「橋」を整備します

補助第１３８号線
①その2工区（関原三丁目）電線共同溝工事等 205,000千円
②その3工区（梅田五丁目）
道路整備に伴う償還金（H25～R14） 160,053千円

③江北・興野地区（江北四丁目～西新井本町四丁目）
基本設計委託、用地測量委託(江北地区のみ) 31,500千円

補助第２５５号線
④ 基本設計・用地測量（梅島三丁目） 25,500千円
補助第２５６号線
⑤中央本町三丁目～青井六丁目用地・補償費等 1,162,552千円
区画街路第１５号線
⑥北綾瀬駅前交通広場整備工事等 370,400千円
主要区画道路②Ⅱ区間
⑦西新井栄町一丁目 用地・補償費 18,000千円
駅前交通広場
⑧綾瀬駅前交通広場整備事業 用地・補償費等 3,400,000千円
その他
★都市計画道路用地管理工事等 28,000千円

橋梁整備
⑨新田橋架替え事業 委託負担金 7,000千円
⑩一本橋架替え事業 迂回路整備工事等 16,000千円
⑪堀切駅跨線人道橋架替え事業 基本設計委託 19,600千円
⑫五兵衛橋架替え事業 事業用地・補償費 120,000千円
道路整備
⑬文教大学開学に伴う街路灯設置工事 40,000千円
⑭文教大学北側道路改良工事 70,000千円
⑮梅島一丁目道路改良その4工事 22,000千円
無電柱化事業
⑯五反野駅前通り 1工区 約210ｍ／2工区 約210ｍ
地下埋設物支障移設、電線共同溝詳細設計 44,000千円

⑰江北地区 1-2工区 約130ｍ／1-3工区 約200ｍ
江北小学校前無電柱化工事、引込管路工事等 164,000千円

⑱千住一丁目地区 約170ｍ
引込連系管路工事 120,000千円

その他
◆地下道等点検業務委託ほか5件 119,452千円
★橋梁補修設計及び定期点検等 74,900千円

⑱千住一丁目地区無電柱化事業

（電柱・電線が地中化されたイメージ）

⑧綾瀬駅前交通広場整備事業

（駅前交通広場完成イメージ）

東綾瀬公園

綾瀬駅東口
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※　令和４年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： まち

千円

事業名： 鉄道立体化の促進事業 予算額
4,577,410

　《6,926,610》
千円

鉄道立体化基金繰入金等 1,178,131 千円

担当課係
竹の塚整備推進課 整備推進係
（鉄道関連事業課 整備推進係）

問合せ先（直通） ３８８０－５９３７

財
源
内
訳

国の支出 2,282,500 千円

都の支出 1,112,279 千円

区の支出 4,500

踏切のないまち
竹の塚が実現！
～竹ノ塚駅付近連続立体交差事業実施中～

【事業の目的・概要】

◆竹ノ塚駅付近の鉄道高架化により、令和４年３月に２か所の踏切が解消し、交通の安全

性・利便性が高まりました。今後は、駅東西のまちのにぎわいの創出を目指します。

◆令和４年度は、踏切除却後の赤山街道等の道路整備、仮設ホーム撤去、列車折り返し機

能である引上線の高架橋工事等を行い、令和５年度末の高架化事業完了を目指します。

◆区画街路第14号線では、事業用地の取得を進めるとともに、令和３年度より開始した電

線類の地中化工事を引き続き行います。

◆地下鉄８号線区内延伸実現に向け､国の答申に示された課題に対する検討を進めます｡

（１）鉄道関連事業 4,474,200千円 《5,943,900千円》
・ 引上線高架橋工事、交差道路整備など

（２）まちづくり関連事業 89,820千円 《176,840千円》
・ 区画街路第14号線の電線共同溝工事負担金など

（３）用地購入・補償関連事業 8,890千円 《 801,370千円》
・ 区画街路第14号線用地費、家屋補償など

（１）地下鉄８号線の整備促進事業 4,500千円 《4,500千円》
・ ｢事業採算性｣｢沿線自治体等との協調｣等の課題解決策を検討するための調査委託

1 竹ノ塚駅付近鉄道の高架化 4,572,910千円 《 6,922,110千円》

２ 地下鉄８号線の整備促進 4,500千円 《4,500千円》

引上線高架橋工事《令和４年度》

足立区画街路
第14号線

Ｎ

東
側

西
側

仮
上
り
緩
行
線

仮
下
り
緩
行
線

工事状況写真（谷塚方向へ撮影）
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※　令和４年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

視点： 行財政 《　　　》は、３年度の当初予算額

事業名： 町会・自治会、ＮＰＯの活性化支援事業 予算額
209,476

　《199,799》
千円

財
源
内
訳

国の支出

自治総合センター
コミュニティ助成等

千円

都の支出 0 千円

区の支出 204,476 千円

0

千円

担当課係
①地域調整課 地域調整係
②協働・協創推進課 区民協働推進係
　(協働・協創推進課 協働・協創担当)

問合せ先（直通）
①３８８０－５８６４
②３８８０－５０２０

5,000

運営助成

加入促進支援

環境整備のための助成

事業に対する助成

（１） 単一町会・自治会 （４３２団体）

９０，６３０千円 《８９，３１０千円》

（２） 地区町会・自治会連合会（２５団体）

７，５００千円 《７，５００千円》

（３） 足立区町会・自治会連合会

２，２００千円 《２，２００千円》

◆協働・協創パートナーである町会・自治会

の運営費を助成します！

◆町会・自治会の

新たな取組みに対して助成します！

（例：水害時避難リーフレット作成）

地域活性化事業助成

３，０００千円 《３，０００千円》

◆地域活動のための環境整備に対して助成します！

◆チラシ等の作成で加入促進活動を支援します！

１，３４０千円《１，４８２千円》

（１） 自主防災倉庫設置費用助成

２，４００千円 《２，４００千円》

（２） 掲示板設置費用助成

３，０００千円 《３，０００千円》

（３） 活性化用物品購入助成

※ テントやジャンパーなど、地域活動

で使用する物品の購入経費の助成

５，０００千円 《１，０００千円》

（４） 会館整備事業助成等

３０，６００千円《３０，６００千円》

（５） 自治総合センターコミュニティ助成

５，０００千円《５００千円》

“ＮＰＯ”の活性化支援

（１）げんき応援コース（２９件）【上限１０万円】

※ 団体の新規事業への助成

（２）ステップアップコース（６件）【上限６０万円】

※ 団体の活動発展のための助成

◆助成金でＮＰＯ活動を支援します！

（１）課題解決コース（５件）【上限３０万円】

※ 区が提示する課題に取り組む事業への助成

（２）協働・協創推進コース（１件）【上限１００万円】

※ 複数の団体が協働で取り組む事業への助成

NEW!

“町会・自治会”の活性化支援

公益活動げんき応援事業助成金

１１，０８５千円 《１１，０８６千円》

◆地域コミュニティの活性化および地域公益活動促進のため、

町会・自治会・ＮＰＯを支援します！

みんなでつくる がまちあだちわ
事業の

目的・概要

NPO活動支援ｾﾝﾀｰ運営事業
◆センターがＮＰＯ活動を支援します！

４７，７２１千円 《４７，７２１千円》
（１）運営委託料 ４７，５２１千円

（２）消耗品費 ２００千円

ＮＰＯ体験講座、団体運営支援講座、ＮＰＯ相談、

啓発イベント「ＮＰＯフェスティバル」等を実施。

また、フードドライブ等の寄贈食品を、子ども食

堂・フードパントリーへ提供しています。
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千円

担当課係 シティプロモーション課 プロモーション係 問合せ先（直通） ３８８０－５８０３

0

千円

都の支出 0 千円

区の支出 36,116 千円

0
財
源
内
訳

国の支出

その他の支出

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

視点： 行財政 《　　　》は、３年度の当初予算額

事業名： シティプロモーション事業 予算額
36,116

　《22,560》
千円

足立区の魅力を発掘・磨き・創造するとともに、戦略的に発

信し、足立区を自慢できる、誇れるまちへと進化させていく。

区制１００周年 に向けて。

職員の「区民に伝わる情報発

信力」を磨き、魅力を高める

情報発信力を

7,210千円《7,560千円》

広報物制作サポート 400件程度
（令和3年度末見込み約400件）

■

ワークショップ参加者120人程度
（令和3年度末見込み約120人）

外国人に向けてSNSや広報物

で情報発信を進める

■

事業の目的・概要

3,260千円《3,260千円》

区民参加型のアートプロジェク

ト「音まち千住の縁」で、人と人、

人と場所、人とアートをつなぎ、

新たな魅力と価値を生み出す

アートの力で

15,000千円《15,000千円》

大型商業施設や鉄道事業者、

区内企業・団体とのつながりで、

まちの魅力を高める

多様な主体との

つながりづくりで

文化サロン「仲町の家」。アートでつな

がる場、区内外のアーティストが活躍

できる場として活用

区内企業との連携企画を開催

「あだち菓子博2021 inアリオ西新井」

▶

3,950千円《4,300千円》

さらに誇れるあだちへ

0円《0円》

▶

目標

翻訳・通訳業務者の派遣費用

負担金

研修の講師報償費・広報物の印刷経費など

区外からの評価を高め、

区民の誇りをさらに

高めていきます！！
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Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： 行財政

千円

事業名：
納税事務・収納対策事務ほか８事業
（４公金収納金の収納率向上対策(税・保険料)）

予算額
56,694

　《56,350》
千円

その他の支出 0 千円

担当課係 納税課 納税計画係 問合せ先（直通） ３８８０－５８５０

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 55,526 千円

区の支出 1,168

新型コロナウイルスの影響等により納付にお困りの方に対しては、
実情に応じた柔軟な対応を行いながら、引き続き収納率の向上に
努めていきます。

納付書

8,115 

6,541 

5,442 
4,685 

86.11 

88.95 

91.08 
92.19 

85.00

88.00

91.00

94.00

H29 H30 R1 R2
3,000

5,000

7,000

9,000

収入未済額（百万円） 収納率（％）

民間事業者への納付勧奨業務の委託を継続し、

自主納付の促進や、口座振替の推進を図ります。

４公金の納付に、スマートフォンのＰａｙＰａｙのアプリケーション
を利用した納付方法を導入し、利便性の向上を図ります。

【開始予定時期】 令和４年４月

特別収納対策課において、区が所有する債権に

関する相談・支援を行い、各課における債権処理

の促進を図ります。

区内バス路線において、期限内納付に関するＰＲ

放送を実施します。

キャッシュレス決済（ＰａｙＰａｙ）の導入
２,０２８千円《２,０８７千円》

足立区納付案内センターでの
電話・訪問による納付勧奨
５４,１８６千円《５３,７６８千円》

バス車内におけるＰＲ放送

４８０千円《４９５千円》

特別収納対策課による

相談・支援

納付しやすい

環境整備

自主納付

の促進
期限内納付

の促進

その他債権

処理の促進

納付書のバーコードをスマホで読み取って決済。
ご自宅・外出先から簡単・便利に納付できます。

支払い完了♪

１

２ ３

４
【対象収納金】 特別区民税等１１債権

【令和４年度目標】

・催告（電話＋訪問）件数：１０万４千件

（※令和２年度実績：４万５千件）

・納付額：２億８千万円

（※令和２年度実績：１億５千万円）

※令和２年度は新型コロナウイルスの影響により実績が減少。

収納率のさらなる向上へ

自主財源を確保し、

区民負担の公平性を担保します。

滞納整理を進めた結果、収入未済額※が減少し、

収納率が向上しています。
※収入すべき金額のうち、その年度内に収入できなかった金額。

生活困窮等により、収入することができなかった案件が多くを

占めています。

H29⇒R2

約34億円減少

H29⇒R2

6.08Pアップ

【事業の目的・概要】

財源の確保と負担の公平性のため、以下の取り組みを進めます。

◆資力を有する滞納者には適切に差押えを実施するなど、滞納整理を進め、滞納額の圧縮を図ります。

◆４公金の納付方法にキャッシュレス決済を導入し、より納付しやすい環境の整備に努めます。

◆引き続き納付勧奨業務に取り組み、自主納付の促進を図ります。

令和２年度収納率実績

４公金の合計収納率と
収入未済額の推移

●特別区民税・・・・・・・・・・・・・９６.５９％（前年比＋0.39Ｐ）
２３区中２０位（１ランクアップ） 伸び率３位

●国民健康保険料・・・・・・・・・７７.３３％（前年比＋1.34Ｐ）
２３区中１２位（１ランクアップ） 伸び率８位

●後期高齢者医療保険料・・・９８.４１％（前年比＋0.62Ｐ）
２３区中１０位（３ランクアップ） 伸び率５位

●介護保険料・・・・・・・・・・・・・９５.５０％（前年比＋0.95Ｐ）
２３区中１９位（３ランクアップ） 伸び率２位
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千円0

千円

都の支出 13,343 千円

区の支出 16,161 千円

0
財
源
内
訳

国の支出

その他の支出

Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

視点： その他 《　　　》は、３年度の当初予算額

事業名： 動物愛護衛生事業 予算額
29,504

　《15,583》
千円

担当課係 生活衛生課 庶務係 問合せ先（直通） ３８８０－５３７５

カラス対策

▶ 巣の撤去 予定数２５個

▶ 落下ヒナ駆除 予定数５０羽

鳥獣被害対策

ハクビシン・アライグマ対策

▶ 捕獲・駆除 予定数１４頭

2,362千円 《2,280千円》

② 出産させない

一人暮らしの親族が入院することに

なったがペットがいる。どうしよう。

① 遺棄させない

▶ 飼育相談、譲渡先のアドバイス

▶ 現地確認、緊急一時保護

【相談事業】 ３団体に委託予定、年間120件／1団体

相談支援窓口の新設

家に来る野良猫を不妊去勢手術し

たいけれどどうしたらいいの。

野良猫の不妊去勢手術助成

▶ 捕獲、手術のアドバイス、現地サポート

▶ 猫の見守りサポーター活動のアドバイス

▶ 子猫の緊急一時保護

野良猫の手術費助成の増額（移送費分2,000円増額）

▶ メス 4,000円 → 6,000円 目標 800匹

▶ オス 2,000円 → 4,000円 目標 400匹

動物愛護啓発業務

デザイン公募による犬の散歩マナー等啓発プレートの

作成（500枚）、その他マナー啓発関連費用等

10,230千円 《0円》

一時保護、飼育継続

新たな飼い主

譲渡会

相談へのサポート

地域住民、ボランティアによる猫の手術、見守り

電話相談

10,187千円 《7,614千円》
捕獲 ▶ 不妊去勢手術 ▶ 地域に戻す（見守り、共生）

③ 地域で共生できる環境をつくる

6,725千円 《5,689千円》

【事業の目的・概要】
◆ 飼い主のいない猫（野良猫）の鳴き声や排泄行為による苦情や相談が多く寄せられています。

野良猫が増えないよう３つのポイントに取り組みます。

① 遺棄させない … 相談支援窓口をＮＰＯ法人に委託して開設します。

② 出産させない … 不妊去勢手術費に移送費分を増額し助成します。

③ 地域で共生できる環境をつくる … 地域での猫見守りサポーター活動を支援します。

飼い主のいない動物を増やさず

動物と共生する地域活動を推進！

新

新規

拡充

拡充
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Ⅱ－５　令和４年度　その他主要事業

《　　　》は、３年度の当初予算額視点： その他

千円

事業名： 障がい者スポーツ普及事業／芸術鑑賞体験事業 予算額
118,617

　《12,044》
千円

その他の支出 0 千円

担当課係
①地域文化課 調整係
②スポーツ振興課 振興係
③スポーツ振興課 スポーツコンシェルジュ担当

問合せ先（直通）
①３８８０－５９８５
②３８８０－５８２６
③３８８０－６２０５

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 0 千円

区の支出 118,617

きっと君の“心”

に残る体験！

事業の

目的・概要

◆オリパラレガシーの確実な定着と深化のため、今まで以上に

障がいのある方の運動・スポーツ体験機会やメニューを増やす！

◆コロナ感染拡大により体験機会が減少している小学生の豊かな

心を育むため、良質な芸術鑑賞の機会を提供する！

芸術鑑賞体験事業 【９７，８５６千円】

障がい者スポーツ普及事業 【２０，７６１千円】

】

相談 NEW
拡充

体
験

スペシャルクライフ

コートフェスティバル

体験
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６　区制90周年 各部実施事業一覧（記念事業）

　　　【区制90周年記念事業のコンセプト】

《①支える》

NO. 担当部 事 業 内 容
予算額

（千円）

1
産業

経済部
区内消費喚起と消費者支援策として、区内登録店舗での買い物による
レシートを集めた応募者へ区内共通商品券による還元を実施。

49,915

2
産業

経済部
例年実施している商店街振興組合連合会の商品券事業。プレミアム率
は通常10％のところ20％に設定。紙券に加えてデジタル券も発行。

100,000

3
産業

経済部
コロナ禍で落ち込んだ区内消費喚起とキャッシュレス決済促進のた
め、還元率20％のキャッシュレス決済事業を実施。

885,050

4
産業

経済部
打上数の増（2,000発増発）、90周年記念の演出追加。 146,380

5
産業

経済部

提携40周年・30周年の節目を迎える３友好自治体への理解を深め、今
後の友好関係をさらに発展させていくため、周年記念交流バスツアー
促進事業を実施する。

4,050

《②未来へ繋ぐ》

NO. 担当部 事 業 内 容
予算額

（千円）

1
政策

経営部

区外からの評価を高めるため、区内外へのヒアリング調査、イメージ
分析などを実施し、民間のノウハウを取り入れた広報・メディア戦略
を構築する。

11,000

文化遺産調査特別展

区制80周年から本格化した区の文化遺産調査の集大成として、足立の
美術史の根幹となる琳派作品を中心にベストセレクション展を開催す
る。
①レセプション（内覧会）
　資料所蔵者等関係者のための内覧会を実施する。
②電子展覧会
　電子展覧会特設ページを設け、バーチャル空間を移動しながら展示
　物を鑑賞できるバーチャルミュージアム（高精細画像を搭載）及び
　360度視点の動画で博物館見学を疑似体験できるバーチャル見学
　を実施する。
③ミュージアムガイド
　来館者のスマートフォンを活用し、展示作品を紹介する音声ガイド
　サービス（QRコードから音声ガイド特設ガイドに接続するタイプ）
　を導入する。

4,400

文化遺産調査漫画「ビビビ美
アダチ」書籍刊行

令和３年度から郷土博物館ホームページや公式Twitterで発信している
4コマ漫画を1冊の本にまとめ刊行する。

2,145

衛生部 食育月間

例年実施している食育月間を「おいしい給食」事業と連携し実施。
①ベジタベ給食の料理講座（地域学習ｾﾝﾀｰ、ｷﾞｬﾗｸｼﾃｨで実施）
②給食メニューの商品化（ｾﾌﾞﾝ-ｲﾚﾌﾞﾝ・ﾍﾞｼﾞﾀﾍﾞﾗｲﾌ協力店等）
③プレゼント企画

1,196

給食メニューコンクール

例年実施している給食メニューコンクールのテーマを「（仮）区制90
周年お祝いメニュー」として実施する。
①夏休みを利用してメニューを募集
②10月頃に審査、各賞決定
③区長賞メニューを１月に全校の給食で提供

2,343

給食体験
区内主要駅拠点の学校（３校）にて試食を中心とした給食体験を実施
する。

924

おいしい給食フェア 大型商業施設にて、給食今昔パネル、給食サンプルの展示など。 1,000

おいしい給食シンポジウム
区内施設（ホール）を利用し、著名人を招き、給食に携わる関係者向
けのシンポジウムを開催する。

500

子ども
家庭部

足立区90歳おめでとう給食
「園児が選ぶ！我が園のおい
しい給食」

10月（予定）に区制90周年お祝い給食を実施する。
お祝い給食（昼食・間食）の献立は、各園の園児が今までの給食の中
から選ぶ。給食のレシピは、ホームページ・SNSで公表する。

0

2

3

あだちの魅力を未来へ繋ぎ、高める

地域の
ちから
推進部

学校
運営部

文
化
遺
産
調
査
関
連
事
業

あ
だ
ち
の
「

お
い
し
い
給
食
」

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ

ン

事 業 名

足立区外へ向けたシティプロモー
ション

Ⅱ－６　区制90周年 各部実施事業一覧（記念事業）

① コロナ禍で疲弊した期間が続く中、区民に元気や活力を感じてもらえるような事業 《支える》
② 区制100周年に向けたさらなる飛躍へのターニングポイントとなるような事業 《未来へ繋ぐ》

区内経済に活力を！

区民に元気と笑顔を！

事 業 名

㊗レシートde９０周年事業

商連プレミアム商品券事業

㊗キャッシュレス還元祭de９０周
年事業

足立の花火

友好自治体提携40周年・30周年記
念交流バスツアー促進事業
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NO. 担当部 事 業 内 容
予算額

（千円）

4
地域の
ちから
推進部

子どもたちに良質な文化芸術に触れる企画を提供し、豊かな心を育む
ことを目的として、芸術鑑賞体験事業を実施。
①劇団四季ミュージカル「ライオンキング」「美女と野獣」
②区立小学校の全小学５年生（約5,000人）が５日間で鑑賞する
③バス借り上げ及び運営調整を委託

97,856

あだち電子図書館利用登録
キャンペーン

小学校でのタブレット導入を好機ととらえ、学校と連携しながら子ど
もへのＰＲを行い、利用１万人増を目指す。
対象期間中に、電子図書館の利用登録をした方に、記念品（タッチペ
ンなど）を配付する。

2,270

子どもへの読書活動推進キャ
ンペーン

子どもの読書習慣の定着を図り、区内図書館の貸出利用１万人増を目
指す。
①読書週間イベント
　「こどもの読書週間」に合わせて、図書館でイベントを実施する。
　例）おすすめ本の紹介企画やブックラリーなどのイベント参加者に
　　　ブックカバーを配付。本を楽しむきっかけを提供し、読書習慣
　　　につなげる。
②あだちはじめてえほん事業
　３～４か月児健診での絵本配付時に、図書館の貸出カードを配付
　し、乳幼児期からの本に親しむことを促す（3,000人に配付予定）。
　また、貸出カードの配付に合わせて、電子図書館や３分野連携事業
　のＰＲも行う。

1,450

図書館×音楽、図書館×芸術

中央図書館を会場にしたコンサートや、シアター1010で演劇と本を組
み合わせたイベントを実施する。図書館と他の分野が連携することに
より、一方の分野をきっかけに、もう一方の分野に親しむ機会を提供
する。

27

琳派や足立の歴史にまつわる
本の特集展示

郷土博物館の琳派関連企画と連携した展示を区内図書館15館で行う。
身近な場所で区の文化芸術に触れてもらい、地域愛を持ってもらうこ
とにつなげる。
①夏休みに調べ学習に取り組む子育て世代をターゲットとして、郷土
　博物館につながる本（図録を含む）の展示を行い、郷土博物館の利
　用につなげる。
②電子展覧会や企画展に合わせて、図書館で特集展示を実施する。ま
　た、QRコードを活用したデジタルコンテンツの誘導や、収蔵品の資
　料データを活用したブックカバーの配布等により、区の文化芸術に
　触れる機会へとつなげる。

500

6
地域の
ちから
推進部

オランダ連携で取組んできたスポーツをツールとした共生社会の構築
を引続き注力していく。スペシャルクライフコートを活用した体験会
及び教室の開催回数を増やし、あだちスポーツコンシェルジュの相
談・情報発信を通じ、障がい者がスポーツに触れる機会をさらに提供
していく。令和４年４月には、キックオフイベントとして「スペシャ
ルクライフコートフェスティバル」を実施する。

20,761

7
政策経
営部

10年後の自分にあてた手紙を書いてもらい、区が保管。区制100周年の
時に応募時の住所に郵送する。

0

8 総務部

「区制90周年記念特別表彰」表彰式を「令和４年度足立区功労者表
彰」とあわせて実施する。
①今年度末に各部に推薦依頼
②７月頃に審査会実施
③８月頃受賞者あて表彰式の案内状発送
④１０月１日（土）表彰式

5,731

計 1,337,498

読
書
活
動
推
進
事
業

10年後の私への手紙

それぞれの想いを未来へ繋ぐ

5

事 業 名

Ⅱ－６　区制90周年 各部実施事業一覧（記念事業）

地域の
ちから
推進部

芸術鑑賞体験事業

心の豊かさを未来へ繋ぐ（文化・読書・スポーツ）

障がい者スポーツ普及事業

区制90周年記念特別表彰（区政功
労）
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Ⅱ－７ 令和４年度 主な新規事業一覧表

７　令和４年度　主な新規事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 内　　容
新規部分の

予算額
（千円）

1 ＩＣＴ戦略推進事務
オンライン申請に伴う決済及び窓口キャッシュレス決済手数
料、データ利活用等の推進

6,736

2
政策一般管理事務／政策一般管理事務
（ＳＤＧｓ関連事業委託）

職員研修及び関連事業委託（区制100周年に向けて） 4,537

3
子どもの貧困対策・若年者支援事業
（あだちっ子フードプロジェクト事業）

小・中学校の休業期間中に新型コロナウイルス感染症の影響を
受け、食の確保が必要な子どもたちへの食の提供

4,220

4
子どもの貧困対策・若年者支援事業
（若年者向け相談支援窓口委託）

精神科医や精神保健福祉士などが常駐する施設に設置する若年
者向け専門相談窓口の運営委託費

20,426

5
広報事務／「あだち広報」製作等運営事業
（あだち広報縮刷版の電子化）

昭和23年9月から平成23年3月までのあだち広報縮刷版の電子化
作業委託経費

21,213

6

政策一般管理事務／シティプロモーション
事業
（足立区外へ向けたシティプロモーション
支援業務委託）

区外からの評価を高めるため、区内外へのヒアリング調査、イ
メージ分析などを実施し、民間のノウハウを取り入れた広報・
メディア戦略を構築する業務委託を実施

11,000

7
政策一般管理事務／シティプロモーション
事業
（情報発信業務委託）

区の情報をWeb媒体等を活用して戦略的に拡散する業務委託を
実施

1,056

8

政策一般管理事務／シティプロモーション
事業
（足立区に対するイメージ調査・分析業務
委託）

区外在住者の足立区に対するイメージについての調査・分析業
務委託を実施

1,850

9
防災対策事業／防災会議運営事務
（震災時避難所運営手順書印刷）

令和3年度に作成した震災時避難所運営手順書の印刷実施 1,386

10
防災対策事業／災害備蓄の管理運営事業
（避難所備蓄用エアーマットの増配備）

避難所生活が長期化した際の避難者の健康面への影響を考慮
し、現行のマットからエアーマットへ入れ替えを実施（60,000
個）

216,752

11
住居表示事務
（住居表示管理システム用データ作成業務
委託費）

紙で管理している7,032街区分の住居表示台帳について、管理
システムを新たに導入する際に必要なデータ作成業務委託の実
施

12,100

12
個人番号カード交付等事務
（カード後日郵送方式への変更に伴う経
費）

カード即日交付方式から後日郵送方式への変更に伴う封筒及び
保護台紙の作成、簡易書留郵便に係る経費（送付予定数:
264,000件）

113,626

13
個人番号カード交付等事務
（コールセンター及び交付受付業務委託）

コールセンター運営、交付受付及び記入補助等業務委託の実施
に係る経費（場所:区役所別館3階／期間:令和4年4月1日～5年3
月31日）

90,517

14
個人番号カード交付等事務
（出張申請受付委託）

商業施設等における特設申請会場の設置・受付及び周知に係る
経費（期間:令和4年7月～9月の土曜・日曜／申請見込:1日あた
り200件）

18,380

15
個人番号カード交付等事務
（東京電機大学カード臨時交付会場設置に
伴う経費）

臨時交付会場設置に係る賃借料及び交付受付業務委託に係る経
費（期間:令和4年7月1日～5年3月31日）

126,359

16
国民健康保険一般事務
（マイナンバーカード取得促進）

国民健康保険加入世帯（約10万世帯）にマイナンバーカードの
保険証利用に係る勧奨を行うための経費（印刷物の作成・封入
封緘委託・郵送等）

53,868

17
国民健康保険料徴収事務
（口座再振替実施）

国民健康保険料の納付の利便性向上のため、残高不足で口座引
き落としが出来なかった場合、翌月に2期分をまとめて口座振
替実施

315

18
住区推進一般管理事務
（公共施設資源化物回収委託）

公共施設の資源化物回収運搬費および回収伝票作成のための印
刷製本費

4,126

19 文化芸術推進事業／芸術鑑賞体験事業
良質な文化芸術にふれる機会を提供し、豊かな心を育むことを
目的として、区立小学校の全小学5年生を対象に芸術鑑賞体験
事業を実施

97,856

20
スポーツ振興事務
（パラスポーツ参加啓発事業）

東京2020大会のレガシー事業として、障がい者個人向けの運
動・スポーツ教室、競技場体験を実施するための運営委託費・
輸送費

3,500

危
機
管
理
部

地
域
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Ⅱ－７ 令和４年度 主な新規事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 内　　容
新規部分の

予算額
（千円）

21
スポーツ振興事務
（スペシャルクライフコートフェスティバ
ル）

障がいのある方のための運動・スポーツ体験のキックオフイベ
ントの設営・運営・警備経費

7,024

22
スポーツ振興事務
（パラスポーツシンポジウム）

シンポジウム開催のための講師謝礼 83

23
スポーツ振興事務
（あだちウォーキングチャレンジ）

あだちウォーキングチャレンジ実施のための需用費 500

24
イノベーション推進事業
（ホームページ作成補助金）

自社ホームページを持たない事業者等を対象にホームページ作
成に係る経費を補助

3,000

25
商業振興事業／商店街活動支援事業
（㊗レシートde９０周年事業）

区内消費喚起と消費者支援策として、区内登録店舗での買い物
によるレシートを集めた応募者へ区内共通商品券による還元を
実施

44,805

26
商業振興事業／商店街活動支援事業
（㊗キャッシュレス還元祭de９０周年事
業）

コロナ禍で落ち込んだ区内消費喚起とキャッシュレス決済促進
のため、還元率20％のキャッシュレス決済事業を実施
（内訳）還元額850,000千円、事務費35,050千円

885,050

27
地域密着型サービスの整備助成事業
（高齢者施設等防災・減災対策推進事業補
助金（仮称））

高齢者施設等の防災・減災対策として、国の地域介護・福祉空
間整備等施設整備交付金を活用した補助事業（10件）を実施

77,300

28
社会福祉法人運営助成事業
（グループホーム事業重度加算人件費補
助）

社会福祉法人または特定非営利活動法人が運営する重度身体・
知的障がい者対応グループホーム事業所への人件費補助

14,688

29
社会福祉法人運営助成事業
（放課後等デイサービス事業看護師人件費
補助）

医療的ケア児等を受け入れるため、新たに看護師を配置する放
課後等デイサービス事業所への人件費補助

2,400

30
保健衛生行政の推進事務／保健衛生一般管
理事務
（江北駅の副駅名称等案内サインの整備）

大学病院開設に伴う区民周知を目的とした日暮里・舎人ライ
ナー江北駅の副名称の設定及び沿線のポスター等の設置

7,595

31
糖尿病対策事業
（推定野菜摂取量測定器の導入）

野菜摂取量の少ない若い世代（特に20～50歳代男性）へ向けて
推定野菜摂取量の見える化を図り、野菜を食べる意識づけの実
施

627

32
糖尿病対策事業
（20歳への糖尿病予防啓発及び食習慣調
査）

野菜摂取頻度の年代別比較で最も低い20歳を対象に推定野菜摂
取量を見える化し、啓発を強化

481

33
健康あだち21推進事業
（健康あだち21行動計画の改定にむけた事
前調査）

10年間の健康づくり活動についての区民の意識調査と学識経験
者による評価、計画改定への反映

2,618

34
妊産婦・乳幼児相談事業
（宿泊型産後ケア）

委託医療機関において、産後に家族等から十分な支援が受けら
れない母親の心身ケアや育児サポート等を実施（1,500泊相
当、1組につき6泊7日まで）

46,507

35
妊産婦・乳幼児相談事業
（東京都出産応援事業）

新生児一人あたり10万円分の育児用品・育児サービス等を提供
する「東京都出産応援事業」の受託によるギフトカード送付
（令和5年3月31日生まれまで）

2,119

36
予防接種事業
（高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種の
無料化）

東京都補助事業への上乗せにより、高齢者肺炎球菌ワクチン定
期予防接種費用を令和5年度まで無料化（接種率25%）

23,131

37
診療所、薬局等の許可及び相談事業
（医療安全相談窓口業務委託）

医療に関する相談・苦情への助言および情報提供を行う医療安
全相談窓口について、相談対応の質の維持・向上および安定的
な窓口運営のため民間事業者へ業務を委託

7,500

38
動物愛護衛生事業
（動物の相談支援および保護事業）

高齢や病気などでペットの飼育が困難になった区民に対し、一
時保護や新たな譲渡先の相談支援窓口をＮＰＯ法人へ委託して
開設

10,230

39
動物愛護衛生事業
（動物愛護啓発業務）

一般公募によるマナー啓発用プレートの作成
（犬の散歩、飼い主のいない猫の2種類、各500部）

900

40
感染症予防・患者医療費公費負担事業
（無症状の高齢者に対するPCR検査事業委
託）

新型コロナウイルス感染症の症状がない65歳以上の区民が検査
を希望する場合に、指定医療機関にて2,000円でPCR検査を実施
（上半期50件）※令和3年度は、補正予算で対応

905

41
感染症予防・患者医療費公費負担事業
（新型コロナウイルス感染症陽性者への初
動対応に係るショートメッセージ配信）

新型コロナウイルス感染症の陽性者に対する、ショートメッ
セージを利用した初動対応に係る通信費（上半期183,000件）
※令和3年度は、予備費で対応

10,065

地
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Ⅱ－７ 令和４年度 主な新規事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 内　　容
新規部分の

予算額
（千円）

衛
生
部

42
感染症予防・患者医療費公費負担事業
（抗体カクテル療法の治療等に伴う移送事
業）

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を行ったハイヤー
（上半期3台）を利用した抗体カクテル療法の治療等のための
患者移送事業の実施

36,234

43
環境計画推進事業
（脱炭素ロードマップ策定等支援業務委託
および環境審議会専門部会委員報酬）

専門事業者の知識やノウハウを活用し、区内事業者への支援策
を含めた脱炭素への具体的な取組や工程を示す区独自のロード
マップを策定

16,565

44
環境学習推進事業
（「あだち生きもの図鑑をつくろう」制
作）

スマートフォンアプリを活用した、足立区の生物分布状況を把
握するための区民参加型調査（調査結果はＨＰやＳＮＳ等に掲
載）

3,712

45
省エネ・創エネ推進事業
（再エネ100電力導入サポートプラン）

再生可能エネルギー100％由来の電力プランへ電力契約を見直
した世帯等に導入協力金を支給(500件）

12,174

46
省エネ・創エネ推進事業
（電気自動車用等充電設備補助金）

電気自動車、プラグインハイブリッド自動車（PHV）に充電が
可能な設備の設置経費を助成（11台）

1,500

47
省エネ・創エネ推進事業
（低公害車買替え支援事業）

低公害車に買替えを行う区内の中小事業者に対して、費用の一
部（利子補給・信用保証料）を補助（5件）

427

48
３Ｒ（リデュース・リユース・リサイク
ル）推進事業
(リサイクル見える化事業)

資源化を促進するため、区内の小学校で児童たちが集めた古紙
等を資源として活用し、事業者が作製した商品を小学校や小学
生に配布

1,000

49
環境保全普及啓発事業
（CO2ｾﾞﾛ強化キャンペーン事業）

二酸化炭素排出実質ゼロへの取り組みを、フェア開催会場で集
中的に紹介・周知

8,542

都
市
建
設
部

50
道路台帳整備事業／道路台帳整備事業
（中川堤防嵩上工事に伴う測量業務委託）

国の中川堤防嵩上げ工事の影響で変更になる中川土手の足立区
道の占用範囲図書や道路認定図書の作成、公共基準点の復旧測
量等

19,500

教
育
指
導
部

51 学校ＩＣＴ推進事業

ＩＣＴ支援員の派遣や通信環境の無い家庭の持ち帰り用端末通
信費負担、教員への研修等、小中学校のＩＣＴ機器の活用推進
を図るための経費
【主な経費】
<ＩＣＴ支援員派遣>ＩＣＴ支援員を全小中学校に週2～4回派遣
する経費（289,813千円）
<ＬＴＥ端末通信費>家庭に通信環境の無い児童・生徒の端末持
ち帰り時等に必要となるＬＴＥ端末通信料（43,855千円）
<ＩＣＴ認定教育者研修>ＩＣＴ認定教育者資格の取得を支援す
る研修を全教員の約3割を対象に実施する経費（7,040千円）

382,138

52
学校支援管理事務
（災害時備蓄食糧の購入）

災害時に帰宅困難となる児童・生徒及び教職員のための備蓄食
糧を更新

26,143

53 学校図書館地域開放事業
令和4年度に開校する綾瀬小学校に設置する学校図書館を、小
学生、乳幼児とその保護者を対象に開放（図書館業務、学校用
務の委託等）

18,218

54
小・中学校運営事業／小・中学校運営管理
事業
（生理の貧困対策）

金銭的な理由で生理用品の購入が困難な「生理の貧困」に対応
するため、学校トイレに生理用品を配置

4,296

55
小・中学校運営事業／小・中学校運営管理
事業
（防犯物品の購入）

学校施設内における不審者侵入等に対応するため、小・中学校
に防犯物品（防犯スプレー、防護盾）を配備

2,402

56

小学校給食運営事業／小学校給食業務運営
事業
（区制90周年おいしい給食プロモーション
事業）

給食メニューコンクール、給食体験、おいしい給食フェア、お
いしい給食シンポジウムなど、「おいしい給食」を核としたイ
ベントや取り組みを展開

2,424

57
幼稚園地域子ども・子育て支援事業
（多様な集団活動の利用支援事業）

幼児教育・保育無償化の対象外かつ要綱上の基準を満たした、
未就学児を対象とする施設の利用費を保護者(30人)に補助

7,200

58 教育相談事業
不登校支援施策及びＰＴＡ活動推進用Wi-Fiルーターの新規導
入（103台）

4,300

区

議

会

事

務

局

59 区議会施設改修事務 登庁表示盤の老朽化による更新 8,815

2,512,941合　　計

環
境
部
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Ⅱ－８ 令和４年度 主な拡充事業一覧表

８　令和４年度　主な拡充事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 拡充内容 拡充額
（千円）

1

電子計算事務／電子計算組織管理運営事務
（学校ICT、各種基盤整備、遠隔地バック
アップシステムネットワーク機器更改、基
幹系業務端末更改、オンライン申請・窓口
キャッシュレス決済実施、情報システム支
援業務委託、RPAツールの導入）

学校ICT、各種基盤整備、遠隔地バックアップシステムネット
ワーク機器更改、基幹系業務端末更改、オンライン申請・窓口
キャッシュレス決済実施、情報システム支援業務委託、RPA
ツールの導入に伴う諸経費の増

1,758,385

2
報道事務
（新聞記事使用料）

契約先の増による使用料の増（1社→6社） 633

3 表彰事務
区制90周年記念特別表彰実施に伴う経費（消耗品費・印刷製本
費・委託料）の増（表彰見込250人）

5,731

4 人権啓発普及事業／人権啓発普及事務
人権啓発講座・講演会のうち、拉致問題等啓発推進条例に基づ
く拉致問題等啓発を目的とした講演会開催による回数の増（4
回→5回）

441

5
庶務事務／庶務一般管理事務
（指定管理者制度運用改善事務）

指定管理者制度に内在するリスクを洗い出し、対策を講じるた
め、協定書等のリーガルチェック及び関連業務を弁護士に委任
するための委託料（対象＝5施設 業務見込時間＝330時間）

8,712

6
職員の健康管理事務／職員の健康管理事務
（職員支援プログラム）

近年増加傾向にある病気休職者（精神疾患）の対策として、現
在の相談体制を拡充し、外部の専門家に直接相談等ができるメ
ンタルケア相談窓口の運営事業者に委任するための委託料の増

2,706

7
生活安全支援事業／防犯活動支援事務
（青色パトロール業務委託）

「見せる防犯」対策の強化に向けた青パトによる昼間の防犯パ
トロール運行台数の増（3台→4台）

29,069

8
生活安全支援事業／防犯活動支援事務
（自転車盗防止啓発）

駐輪場等における自転車盗防止のための警告・啓発札等の印刷
経費の増

465

9
生活安全支援事業／防犯活動支援事務
（携帯電話抑止装置リース料）

特殊詐欺対策の強化に向けた携帯電話抑止装置の設置場所の増
（25か所→30か所）

5,390

10
生活安全支援事業／防犯活動支援事務
（青色回転灯装備助成金）

地域団体が保有する青パト車両によるパトロールの支援のため
の装備品や維持経費等の補助対象範囲拡充による増

300

11
危機管理対策事務／危機管理事務
（オウム真理教対策地区協議会補助金）

観察処分更新にかかる署名活動前年度準備による増 200

12
防災対策事業／区民防災力向上推進事業
（北千住駅前・綾瀬駅等滞留者対策推進協
議会運営等委託）

地震等の災害時に発生する駅前滞留者対策を強化するため、協
議会参加者の事業種別ごとに個別具体的な役割を明確にする詳
細な手順書の作成及び検証にかかる経費の増

5,322

13
防災対策事業／防災訓練実施事業
（防災士資格取得補助金）

避難所への防災士配備をさらに促進するための助成対象者の増
（25人→30人）

309

14
防災対策事業／防災センター管理運営事業
（災害情報システム保守点検委託）

災害情報システム再構築に伴う増 3,080

施
設
営
繕
部

15 小学校施設の維持補修事業
①校庭人工芝の定期的なメンテナンス実施に伴う増（28校）
②アスベスト飛散対策強化の法改正に伴う修繕経費の増

30,302

16
個人番号カード交付等事務
（個人番号カード交付準備業務委託）

マイナポイント第2弾実施に伴うカード申請数の増加及び委託
範囲拡大に伴う増（想定申請数:264,000件）

212,009

17
個人番号カード交付等事務
（マイナポイント設定支援業務委託）

設定サポート窓口の設置期間延長及び増設に伴う増（設置期
間:令和4年4月1日～5年3月31日／設置数:1か所→6か所）

51,975

18
町会・自治会活動支援事務
（町会・自治会活性化用物品助成）

申請件数の増及び活動支援強化による増 4,000

19 美化推進事業／美化啓発活動 在庫切れの啓発物品の購入による増 1,282
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Ⅱ－８ 令和４年度 主な拡充事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 拡充内容 拡充額
（千円）

20 美化推進事業／迷惑喫煙防止対策

①路面シート設置数の増（500枚→915枚）
②電柱掲示設置委託料の増(既設置張替分5,600円×244枚→
　5,900円×244枚、新規設置分6,400円×10枚→6,700円×20
　枚）

2,483

21 美化推進事業／地域清掃活動
清掃美化活動・ごみゼロ地域清掃活動参加団体増による支援物
品の増

716

22
直営老人館運営事務／鹿浜いきいき館悠々
館運営事業

物品入替に伴う旧品引取費用の増 297

23
住区施設運営委託事務／住区施設運営委託
事務

①住区センター電力契約の再生可能エネルギー活用に伴う光熱
　水費契約額の増（3,065千円）
②住区センター職員の通勤手当支給に伴う費用の増（13,759
　千円）
③放課後児童支援員処遇改善臨時特例事業（3％給与改善）に
　伴う費用の増（21,202千円）
④学童保育室特別延長保育実施室の増加に伴う運営費の増
　（2室分3,196千円）
⑤住区センター事務パソコンのリース費用の増（6,389千円）

47,611

24
住区施設運営委託事務／住区施設維持補修
事務

①アスベスト対策強化に伴う調査費の増（0件→17件）
②住区センターに係る工事請負費の増（網戸設置、フローリン
　グ工事）
③洋便器化工事の単価増・設置基数増加に伴う費用の増（1基
　400千円→1基600千円、15基→38基）

24,200

25
地域集会所運営委託事務／地域集会所運営
委託事務
（施設修繕費・施設管理委託費）

①施設修繕費の増（自火報修繕等）
②中央南地域集会所の職員処遇改善に伴う委託料の増

3,477

26 子育てサロン管理運営事務

①あかちゃんず（新生児期の親の不安や孤立を防止する事業）
　の委託料・報償費の増（712千円)
②夜間講座新規委託費用の増（年12回程度実施、278千円）
③北鹿浜の移転に伴う物品購入費・運搬費等の増（2,440千円)

3,430

27 学童保育室事務／学童保育室運営事業

①民設学童保育室誘致および処遇改善に伴う運営費補助の増
　（18室→19室）
②指定管理学童保育室新設および処遇改善に伴う運営費の増
　（19室→23室）

115,004

28
男女共同参画社会の推進と女性活動への支
援事業
（ワーク・ライフ・バランス推進事業）

①更新企業認定にかかる委託料の増
②ハンドブック制作費の増

1,145

29
男女共同参画社会の推進と女性活動への支
援事業
（ＬＧＢＴに関する意識啓発事業）

①啓発講座の回数増（7回→16回）に伴う講師謝礼の増
②啓発物作成による印刷製本費及び消耗品費の増

2,135

30 郷土博物館管理運営事業／展示等運営事業
区制90周年特別展（文化遺産調査展）電子展覧会、書籍製作等
にかかる委託料の増

6,345

31
指定管理者管理運営事務
（ワイヤレスマイク等の入替購入）

電波法関連法令（無線設備規則）の改正に伴う学習センターの
マイク等の入替購入による消耗品費の増

2,656

32
指定管理者管理運営事務
（文化・読書・スポーツ分野連携アンケー
ト分析委託）

文化・読書・スポーツ分野連携事業における、行動ステージ変
容の実態調査分析の実施による委託料の増

422

33
図書館の管理運営事業／読書活動推進事業
(読み語りイベント運営委託・区制90周年
関連事業)

①読み語りイベントへの寄付金を受け実施する読み語りイベン
　ト運営委託費の増
②区制90周年関連事業実施に伴う消耗品費・印刷製本費・通信
　運搬費・委託料の増

3,770

34
地域経済活性計画の推進事業
（国内販路拡大支援事業）

対象事業者数の拡大による増（20社→30社） 5,500

35
地域経済活性計画の推進事業
（海外販路拡大支援事業）

海外進出対象国の増加による増（1カ国→2カ国） 8,000

36
創業支援事業／起業家育成事業
（創業プランコンテスト補助金）

奨励賞新設による補助金総額の増（150万円×3件→200万円×2
件＋50万円×2件）

500

37
創業支援事業／起業家育成事業
（空き店舗マッチング支援事業負担金）

改修費用実績に基づいた見直しによる負担金額の増（50万円×
2件→120万円×2件）

1,400
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Ⅱ－８ 令和４年度 主な拡充事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 拡充内容 拡充額
（千円）

38
ひとり親家庭総合支援事業
(高等職業訓練促進給付金事業、自立支援
教育訓練給付金事業）

所得要件・期間等の緩和による給付金支給対象者の増（15人
分）

11,901

39 介護保険事業者支援施設等の管理運営事業
介護保険事業者支援施設等の修繕工事の増およびアスベスト対
応費の増（空調工事2件、アスベスト調査15件）

14,614

40 老人クラブ指導助成事業
単位老人クラブ助成金単価増額及び連合会名改称による旗・優
勝カップ等作成費の増

2,449

41 高齢者訪問理美容・寝具乾燥事業 訪問理美容利用回数を年3回から6回に増 22,070

42 高齢者住宅改修給付事業
①住宅改修予防給付（バリアフリー化　45件→60件）
②住宅改修費目に「階段昇降機の設置」（10件）を追加

16,020

43
福祉事業管理事務／介護保険事務（介護職
員宿舎借り上げ支援事業助成）

対象条件、助成額の見直しに伴う増 2,880

44
一般介護予防事業
（元気応援ポイント事業活動交付金）

ポイントの対象として、これまでの登録施設385施設での活動
に加え、ご近所でのボランティア活動（当面、ごみ出し支援、
清掃活動、庭の草取りの3種を想定）を対象とすることに伴う
増

1,200

45
社会福祉法人運営助成事業
(消防設備整備補助)

重度身体・知的障がい者対応グループホーム整備に係る消防設
備整備補助の上限額見直し（スプリンクラー設備130万円→290
万円 ※2施設分）

3,200

46
障がい者地域生活支援事業／意思疎通支援
事業
(手話通訳相談)

障がい福祉課窓口手話通訳相談の実施回数増（週1回毎週木曜
日→週2回毎週月・木曜日）
※福祉事業管理事務／障がい福祉事務から意思疎通支援事業
　に事業変更

470

47
障がい者外出支援事業
(福祉タクシー・自動車燃料助成事業）

福祉タクシー事業と自動車燃料費助成事業の統合による委託料
及び印刷製本費の増
※「タクシー料金の支払い」と「区内協定締結先ガソリンスタ
　ンドでの燃料費の支払い」に利用できる助成券の交付事業

9,018

48 障がい者地域生活支援事業／移動支援事業

通所バス契約更新に伴い、人件費及びドライブレコーダー他の
設備導入を含めた車両メンテナンス経費高騰による、バス運行
委託費の増（身体障がい者対応16台、知的障がい者対応19台、
中途障がい者対応4台）

76,086

49
障がい福祉センター事業／障がい福祉セン
ター管理運営事務

空調設備（GHP）更新に伴う保守点検委託の増 727

50
障がい福祉センター事業／障がい福祉セン
ター管理運営事務

千住分室開設に伴う電気料金の増 490

51
障がい福祉センター事業／幼児発達支援室
運営事業

千住分室開設に伴う消耗品費、通信料、清掃委託料の増 1,184

52
生活保護給付事業施行事務
（包括的就労支援事業委託）

くらしとしごとの相談センターで実施している就労準備支援事
業委託との一本化による委託料の増（目標利用者数1,500人→
1,850人）
※生活困窮者就労準備支援事業委託料50,106千円減

30,897

53
歯科保健推進事業／歯周病予防事業
（成人歯科健診の受診勧奨強化）

受診勧奨方法強化及び受診見込者数の増（5,510人→6,100人）
による経費の増

4,042

54
健康あだち21推進事業
（卒煙チャレンジ支援事業）

禁煙支援の需要の高まりに合わせた対象者数の増（50人→100
人）

935

55
予防接種事業
（ＨＰＶ［ヒトパピローマウイルス感染
症］ワクチン予防接種）

積極的勧奨再開及びキャッチアップ（※）に伴う接種件数の増
（4,752件→46,374件）
※平成25年度以降積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃し
　た方（対象者：高2～25歳予定、約29,700人）

737,144

56
動物愛護衛生事業
（猫の不妊去勢手術助成）

飼い主のいない猫の手術助成に対し移送費見合い分を増額（不
妊4,000円→6,000円、去勢2,000円→4,000円）

2,600

福
祉
部

衛
生
部

75



Ⅱ－８ 令和４年度 主な拡充事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 拡充内容 拡充額
（千円）

57
動物愛護衛生事業
（動物愛護啓発業務）

犬の飼い主向け配布冊子（愛犬のしおり）の増刷（500部→
2,500部）

116

58
感染症予防・患者医療費公費負担事業
（発熱電話相談センターの人材派遣）

新型コロナウイルス感染症に関する電話相談体制の強化に伴う
保健師・看護師（派遣職員）の増（10人→20人）

3,090

59
感染症予防・患者医療費公費負担事業
（新型コロナウイルス感染症入院患者移送
委託）

新型コロナウイルス感染症の陽性患者の入院医療機関への移送
件数の増（1,460件→2,196件）

16,456

60
感染症予防・患者医療費公費負担事業
（新型コロナウイルス感染症入院患者医療
費の公費負担）

新型コロナウイルス感染症の陽性患者の入院医療費の公費負担
の増（1,825件→2,745件）

160,395

61
省エネ・創エネ推進事業
（エアコン購入費補助金）

件数見直しによる増（220件→240件） 1,300

62
省エネ・創エネ推進事業
（電気自動車等購入費補助金）

件数見直しによる増（93件→110件） 1,140

63
環境保全対策事業
（アスベスト分析調査費助成）

アスベスト分析調査の助成制度を見直し助成件数を増加（5件
→20件）

1,500

64 都市整備指導事務／用途地域見直し事務
令和4年2月の長期優良住宅法改正に伴う地区計画変更業務委託
の増

5,170

65 都市景観形成事業／景観形成の推進事業
景観計画の改定に伴う景観形成普及啓発業務（まち歩き、景観
まちづくり通信発行等）の実施による増

2,000

66
ユニバーサルデザイン推進事業
（バリアフリー地区別計画策定業務）

地区別計画（綾瀬・北綾瀬、総スポ周辺地区）策定における対
象地区面積の拡大による委託費の増

11,700

67
民間緑化推進助成事業
（六町いこいの森特別緑地保全地区内の建
築物等の維持補修費）

六町いこいの森特別緑地保全地区内の建築物等の老朽化に対す
る維持補修費

1,000

68
まちづくり推進事業／密集地域整備管理事
務
（感震ブレーカー設置費助成）

感震ブレーカー設置助成件数の増（分電盤タイプ200台→350
台）

12,000

69 住宅改良助成事業 住宅改良助成件数の増（74件→148件） 5,740

70
学校支援事業／学力向上対策推進事業
（ＡＩドリル）

ＡＩドリル全校への本格導入に伴う増（モデル校4校の中学1・
2年生→全小中学校の小学3年生～中学3年生）

221,373

71
学校支援事業／特別指導講師派遣事業
（外国語指導助手（ＡＬＴ）派遣事業）

小学校に対するＡＬＴ派遣事業の拡充に伴う増（小学5・6年生
1クラスあたり年間1回→3回程度に拡充）

7,016

72
育英資金事業
（高等学校等入学準備助成の拡充）

令和4年度に中学校卒業予定者の中で、就学援助の準要保護世
帯のうち高等学校等へ進学が決定した世帯に対し、入学準備に
係る経費を助成（5万円から10万円に増額）

70,000

73
育英資金事業
（奨学金返済支援助成）

対象の奨学金の貸与額の半額（上限100万円）を助成し、返済
を支援（対象者4人）

4,000

74
就学事務事業
（登下校等通知メール配信利用助成の全校
展開）

登下校の安全確保策の一環として、小学生の登下校等を保護者
に通知するメール配信サービスの利用料を一部助成（対象校49
校→68校）

3,916

75
中学校自然教室事業
（中学校自然教室、修学旅行に係る随行看
護師の派遣化）

中学校自然教室、修学旅行に随行する看護師を派遣化すること
で、養護教諭の負担を軽減するとともに、安定した看護師の随
行を確保

8,005

76
中学校自然教室事業
（中学1・2年生の2学年実施）

コロナ禍により中学2年生での実施となっていた魚沼自然教室
を本来の中学1年生に戻すため令和4年度に限り2学年で実施

3,771
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Ⅱ－８ 令和４年度 主な拡充事業一覧表
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№ 事業名（事項名） 拡充内容 拡充額
（千円）

77
保育園の運営事務／公立保育園の管理運営
事務
（ＩＣＴ化経費）

保育支援システム（コドモン）の全園導入に伴う経費の増（3
園→28園）

32,301

78
区立認定こども園管理運営事業（ＩＣＴ化
経費）

保育支援システム（コドモン）の全園導入に伴う経費の増（1
園→5園）

4,803

79
保育園の運営事務／公立保育園の施設維持
管理委託事業
（アスベスト含有分析調査）

アスベスト含有分析調査件数の増（5件→54件） 4,730

80
区立認定こども園施設維持管理事業
（アスベスト含有分析調査）

アスベスト含有分析調査件数の増（2件→6件） 176

81
青少年教育の振興事業／体験学習推進事業
（文教大学連携事業）

文教大学連携事業の実施回数見直しによる経費の増（1回→2
回）

176

82
発達障がい児支援事業（個別の教育支援計
画・個別指導計画システム導入全校導入）

教員の負担軽減と、児童・生徒の適正指導につなげるための増
（30校→103校）

7,300

83 参議院議員通常選挙事務 任期満了に伴う参議院議員通常選挙執行による増 329,169

84 足立区議会議員選挙事務 令和5年度執行予定の足立区議会議員選挙に係る準備経費の増 14,186

4,219,858合　　計
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Ⅱ－９ 令和４年度 主な縮小事業一覧表

９　令和４年度　主な縮小事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 縮小内容
縮小額

（千円）

1
政策一般管理事務／政策一般管理事務
（オリンピック・パラリンピックに係る経
費分）

事業終了による減 △74,614

2
政策一般管理事務／政策一般管理事務
（転出入者調査に係る費用分）

調査終了による減 △3,487

3
子どもの貧困対策・若年者支援事業
（外国人の実態調査委託）

外国人実態調査の終了による減 △10,000

4
子どもの貧困対策・若年者支援事業
（青少年実態調査分析委託）

青少年実態調査分析事務の終了による減 △2,287

5
生活安全支援事業／防犯活動支援事務
（徒歩パトロール業務委託）

防犯パトロール事業の見直しによる徒歩によるパトロールの終
了による減

△25,978

6
生活安全支援事業／防犯活動支援事務
（環境配慮型啓発用物品の作成）

啓発事業の見直しによる減 △2,475

7
防災対策事業／防災管理事務
（音声コード付あだち防災マップ＆ガイド
作成委託）

音声コード付あだち防災マップ＆ガイド作成委託業務完了によ
る減

△3,000

8
防災対策事業／防災会議運営事務
（震災時避難所運営手順書作成委託）

震災時避難所運営手順書作成委託業務完了による減 △3,443

9
住居表示事務
（住居表示維持管理事業）

住居表示システム構築に伴い、紙台帳の更新を行わないことに
よる減

△1,410

10
個人番号カード交付等事務
（個人番号カード作成等J-LISへの負担
金）

国のマイナンバーカード交付事業費補助金交付要綱改正による
皆減

△486,477

11
個人番号カード交付等事務
（マイナンバーカード申請書送付対応委
託）

令和2年12月からの申請書の発送に伴う申請への対応が終了し
たため、業務委託が終了による皆減

△75,240

12
町会・自治会活動支援事務
（未加入マンション向け加入促進チラシデ
ザイン作成委託）

未加入マンション向け加入促進チラシデザイン作成委託の終了
に伴う減

△306

13 美化推進事業／花いっぱい運動
花のあるまちかど事業啓発物品見直し(ビュー坊ガーデンピッ
クの配布終了、花のビュー坊プレートの耐久性等改良による啓
発物品の一本化)による減

△2,676

14 多文化共生推進事業

①通訳ボランティアの派遣実績に基づく回数見直しによる減
　（240回→216回）
②国際理解教育授業の開催実績に基づく回数見直しによる減
　（55回→30回）
③日本語ボランティア養成講座の開催実績に基づく回数見直し
　による減（12回→8回）
④国際まつりポスター作製委託中止に伴う減

△490

15
男女共同参画社会の推進と女性活動への支
援事業
（男女共同参画に関する意識調査）

意識調査終了により、通信運搬費および委託料減 △8,302

16
スポーツ施設指定管理者管理運営事務
（スイムスポーツセンター指定管理運営）

スイムスポーツセンターの大規模改修による休業（令和3年9月
～令和5年11月予定）に伴う指定管理運営経費の減

△70,276

17
スポーツ振興事務
（スペシャルクライフコート事業）

①グランドオープニングセレモニー委託料、印刷物等の経費見
　直しによる減
②新規「パラスポーツ参加啓発事業」へ吸収させることによる
　報償費の皆減

△1,630

18
スポーツ振興事務
（あだちスポーツコンシェルジュ）

相談用タブレット通信費及び印刷物の経費見直しによる減 △260

19
スポーツ振興事務
（オランダ連携プロジェクト）

プロジェクト終了に伴う映像撮影委託費等の皆減 △4,000

地
域
の
ち
か
ら
推
進
部

政
策
経
営
部

危
機
管
理
部

区
民
部
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Ⅱ－９ 令和４年度 主な縮小事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 縮小内容
縮小額

（千円）

20
図書館の管理運営事業／図書館施設運営事
務

ICタグ対応機器設置完了による減 △11,074

21
図書館の管理運営事業／図書館図書資料貸
出・整備事業
（ICタグ貼付等作業委託）

ICタグ貼付等作業委託の完了による減 △49,538

22
孤立ゼロプロジェクト推進事業
（高齢者実態調査業務委託及び地域見守り
活動支援物品等）

①調査実績及び新型コロナウイルス感染症の影響による町会・
　自治会への高齢者実態調査委託件数の見直しによる委託料の
　減（4,000件→3,000件）
②調査用物品の数量、感染症対策啓発用マスクの単価・数量、
　リーフレット作成見送り、感謝状贈呈対象者数の増を含み需
　用費の見直しによる減

△2,106

23
介護人材の確保・定着事業
（介護人材雇用創出事業）

実績に基づいた必要経費の見直しによる減 △3,628

24 紙おむつの支給事業
実績に基づいた対象件数の見直し（入院時費用助成の申請件数
減）による減（4,932件→3,678件）

△13,067

25
高齢者日常生活用具給付事業
（補聴器）

実績に基づいた申請件数の見直しによる減（申請見込み680件
→420件）

△6,500

26
省エネ・創エネ推進事業
（節水型トイレ設置費補助金）

市販されているトイレが概ね洗浄水量5L以下となったことに伴
う補助終了による減

△4,800

27
生活環境保全事業
（不法投棄夜間パトロール委託）

ごみ減量推進課の資源持去り防止パトロール事業へ統合による
減

△3,347

28
緑と公園推進事務
（公園施設健全度調査委託）

「足立区公園（大型施設）長寿命化計画」の基本方針に基づ
き、3年毎に実施している公園施設健全度調査委託業務完了に
よる減

△5,000

29 都市整備指導事務／用途地域見直し事務
東京都からの用途地域等一括変更の資料作成依頼に基づき、道
路の整備による地形地物の変化等による用途地域等改定（区内
20地区）に関する資料作成業務委託完了による減

△22,847

30
拠点公園の運営管理委託事業
（動物園技術者研究会開催事業）

公益社団法人日本動物園水族館協会（JAZA）が開催する全国規
模の「動物園技術者研究会」事業終了による運営費の減

△9,035

教
育
指
導
部

31
学校支援事業／学力向上対策推進事業
（数学チャレンジ講座）

ＡＩドリル全校への本格導入に伴う事業移行による減 △21,651

子

ど

も

家

庭

部

32
青少年対策事業
（青少年問題協議会委員報酬）

青少年問題協議会委員の定数見直しによる報酬の減（62名→46
名）

△196

33
衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官国民審
査事務

衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官国民審査執行終了による減 △305,295

34 東京都議会議員選挙事務 任期満了に伴う東京都議会議員選挙執行終了による減 △288,103

△1,522,538

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

都
市
建
設
部

環
境
部

合　　計
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Ⅱ－10 令和３年度 主な終了事業一覧表

10　令和３年度　主な終了事業一覧表

担
当

№ 事業名（事項名） 内　　容

令和３年度
当初予算額
【前年度】
（千円）

産
業
経
済
部

1 小売市場の管理運営事務 産業振興一般管理事務への統合による終了 162

都
市
建
設
部

2 水路の維持事業 河川の維持事業への統合による終了 5,332

5,494合　　計

80



１１　令和４年度に開設する主な施設

区
分

№ 施　設　名 開　設　時　期

【 所在地 】 足立区江北四丁目２１番１号

【 規模等 】 鉄筋コンクリート造／４階建の１階部分
延床面積／１１８．０７㎡

【 概　要 】 学童保育室の新設（江北小学校内）

【主要施設】 学童保育室１室（定員５０名）

【 所在地 】 足立区綾瀬三丁目１２番１５号
【 規模等 】 鉄筋コンクリート造／５階建の１階部分

延床面積／３９７㎡

【 概　要 】 学童保育室の新設（綾瀬小学校内）
※既存の２室に加え、１室増設となる。

【主要施設】 学童保育室３室（各定員５０名）

【 所在地 】 足立区綾瀬三丁目１２番１５号

【 規模等 】 鉄筋コンクリート造／５階建
延床面積／１３，６７０．１３㎡

【 概　要 】 施設更新に伴う改築

【主要施設】 普通教室、特別教室（音楽室・図書室等）、管理諸室（校長
室・職員室等）、体育館、給食場、プール、備蓄倉庫等

【 所在地 】 足立区江北四丁目２１番１号

【 規模等 】 鉄筋コンクリート造／４階建
延床面積／１０，２６４．２０㎡

【 概　要 】 江北小学校、高野小学校の統合に伴う新築

【主要施設】 普通教室、特別教室（音楽室・図書室等）、管理諸室（校長
室・職員室等）、体育館、給食場、プール、備蓄倉庫等

【 所在地 】 足立区新田一丁目１５番３他（地番）

【 規模等 】 木造（一部鉄筋コンクリート造）／地上５階建
延床面積／７，８２６．７６㎡

【 概　要 】 特別養護老人ホームの新設

【主要施設】 特別養護老人ホーム（入所定員１５０名）

短期入所者生活介護（定員２０名）
併設施設：居宅介護支援事業所、認知症対応型通所介護事業
所

【 所在地 】 足立区平野三丁目４番

【 規模等 】 公園面積／１，４１３．９４㎡

【 概　要 】 公園の新設

【主要施設】 広場、複合遊具、ベンチ、パーゴラ、植栽

【 所在地 】 足立区綾瀬三丁目１２番１５号

【 規模等 】 鉄筋コンクリート造／５階建の１階部分
延床面積／約６１８㎡

【 概　要 】 地域開放型図書室の開設（綾瀬小学校内）

【主要施設】 図書室（読み語りエリア、ゴロゴロエリア、学習エリア）

※　施設名が仮称のものは、開設までに変更する場合があります。

そ
の
他
教
育
施
設

7

（仮称）
綾瀬小学校内地域
開放型図書室
（子ども図書室）

令和４年７月

4 江北小学校 令和４年４月

令和４年４月

学
童
保
育
室

小
学
校

公
園

6 　(仮称)
平野三丁目公園

Ⅱ－11　令和４年度に開設する主な施設

施　　　設　　　内　　　容　　　等

1 江北五色のさくら
学童保育室

令和４年４月

介
護
老
人
福
祉
施
設

5

特別養護老人ホー
ム
（仮称）
新田楽生苑

令和４年１１月
（予定）

令和４年１２月

3 綾瀬小学校 令和４年４月

2 さくら学童保育室
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　施設開設予定地

Ⅱ－11　令和４年度に開設する主な施設

※数字は一覧の番号

1

2

6

5

4

3 7
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１　当初予算額の年度別推移の状況(一般会計)
 
　(１) 当初予算額の年度別推移

 （単位：億円）

区　　分 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

当初予算額 2,730 2,741 2,769 2,866 2,980 3,120 3,154

増減率(%) 2.1 0.4 1.0 3.5 4.0 4.7 1.1

　
　

Ⅲ　資　料　編

                                       Ⅲ－１　当初予算額の年度別推移の状況（一般会計）

2,980億円

3,120億円

3,154億円

2,500億円

2,600億円

2,700億円

2,800億円

2,900億円

3,000億円

3,100億円

3,200億円

２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

当初予算額 年度別推移

2,866億円

2,769億円

2,730億円
2,741億円
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(２) 歳入予算の推移（款別）
　　(単位：百万円、％)

30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 増減額 増減率 構成比

一般財源計 157,194 171,089 169,868 158,143 174,283 16,140 10.2 55.3

特別区税 47,835 49,758 50,890 47,529 51,542 4,014 8.4 16.3

うち特別区民税 42,660 44,227 45,489 41,941 45,586 3,645 8.7 14.5

特別区交付金 95,900 105,800 102,100 94,200 103,200 9,000 9.6 32.7

その他一般財源 13,459 15,531 16,878 16,414 19,540 3,126 19.0 6.2

特定財源計 119,705 115,465 128,157 153,870 141,153 △ 12,717 △ 8.3 44.7

国庫・都支出金 85,831 89,972 92,895 100,800 99,953 △ 846 △ 0.8 31.7

繰入金 20,139 13,957 22,271 36,436 30,727 △ 5,709 △ 15.7 9.7

諸収入 2,918 2,841 3,392 3,280 3,554 274 8.4 1.1

特別区債 2,324 819 2,722 6,387 4 △ 6,383 △ 99.9 0.0

その他特定財源 8,493 7,876 6,878 6,966 6,914 △ 53 △ 0.8 2.2

276,899 286,554 298,025 312,012 315,435 3,423 1.1 100.0

区　　分

合　　計

   Ⅲ－１　当初予算額の年度別推移の状況（一般会計）
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(３) 歳出予算の推移（款別経費）
　　(単位：百万円、％)

款　名　称 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 増減額 増減率 構成比

議会費 906 927 952 943 934 △ 9 △ 1.0 0.3

総務費 26,535 31,367 35,808 33,813 35,238 1,425 4.2 11.2

民生費 140,652 143,017 143,811 146,873 152,286 5,413 3.7 48.3

産業経済費 2,287 2,236 2,325 3,236 3,666 431 13.3 1.2

環境衛生費 23,545 19,682 19,072 24,094 27,392 3,297 13.7 8.7

土木費 21,856 24,940 26,111 25,732 28,844 3,111 12.1 9.1

教育費 33,927 36,199 40,482 46,294 37,512 △ 8,782 △ 19.0 11.9

公債費 5,686 4,991 5,261 5,774 3,444 △ 2,330 △ 40.4 1.1

諸支出金 21,206 22,893 23,902 24,854 25,720 866 3.5 8.2

予備費 300 300 300 400 400 0 0.0 0.1  

合　　計 276,899 286,554 298,025 312,012 315,435 3,423 1.1 100.0

款
議会費

総務費

民生費

産業経済費

環境衛生費

土木費

教育費

公債費

諸支出金

予備費 予算超過または予算外支出の予備費±0

後期高齢者医療特別会計繰出金＋510　介護保険特別会計繰出金＋412　国民健康保険特別会計繰出金△56

主な増減内訳（対前年度比較）　　　　　　　　　単位：百万円
区議会施設改修事務+9　議員報酬事務△13

情報システムの構築、改造事業＋1,429　電子計算組織管理運営事務＋806　　参議院議員通常選挙事務＋329
施設営繕事業△736　衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官国民審査事務△305　東京都議会議員選挙事務△288

生活困窮世帯等への足立区独自の臨時給付金支給事務＋5,991　生活困窮者自立支援金の支給事務【経常】＋436
住区施設大規模改修・開設事務＋261　生活保護費給付事業△930　住居確保給付金支給事業△373

商店街活動支援事業＋656　勤労福祉会館運営事業＋43　足立区観光交流協会助成事務＋37　中小企業融資事業△275

                                                Ⅲ－１　当初予算額の年度別推移の状況（一般会計）

新型コロナウイルスワクチン接種事業＋4,395　衛生関係施設改修事務+1,016　予防接種事業＋766
大学病院整備事業△4,085　環境清掃関係施設改修事業△133　公害補償給付費支払事務△68

道路の新設事業＋4,264　公園等の整備事業＋595　区営住宅更新事業＋551
鉄道立体化の促進事業△2,362　道路の改良事業△378　土地区画整理事業△166

教育財産改修事業【投資】＋593　学校ＩＣＴ推進事業＋382　学力向上対策推進事業＋195
区立小学校の改築事業△6,896　小学校施設の保全事業△1,446　区立中学校の改築事業△1,402

特別区債元金の償還△2,272　特別区債利子の支払△58
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(４) 歳出予算の推移（性質別経費）
　　(単位：百万円、％)

性　質　区　分 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 増減額 増減率 構成比

義務的経費 148,064 150,619 156,055 159,246 155,363 △ 3,883 △ 2.4 49.3

　 人件費 38,097 39,487 42,049 40,872 40,385 △ 487 △ 1.2 12.8

　　  うち退職金 3,354 3,684 3,179 2,263 2,458 195 8.6 0.8

　 扶助費 104,282 106,141 108,745 112,600 111,535 △ 1,066 △ 0.9 35.4

　 公債費 5,686 4,991 5,261 5,774 3,444 △ 2,330 △ 40.4 1.1

投資的経費 41,380 38,058 44,005 50,302 42,100 △ 8,202 △ 16.3 13.3

その他一般行政経費 87,455 97,877 97,965 102,464 117,973 15,508 15.1 37.4

合　　計 276,899 286,554 298,025 312,012 315,435 3,423 1.1 100.0

       Ⅲ－１　当初予算額の年度別推移の状況（一般会計）
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２　区債の状況
　　（単位：百万円）

年　度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

発行額 1,579 223 1,293 3,816 4
元金償還額（一般会計） 4,891 4,292 4,711 5,389 3,131
特別区債現在高（一般会計） 38,294 34,225 30,807 29,235 26,108

公債費負担比率（％） 3.0 2.6 2.6 2.6 1.8

３　積立基金の状況（一般会計）
（単位：百万円）

30年度末
現在高

元年度末
現在高

２年度末
現在高

３年度末
現在高見込

４年度
積立額

４年度
取崩額

４年度末
現在高見込

増減

33,852 43,188 45,589 42,342 16 11,541 30,818 △ 11,525

11,340 11,299 10,300 5,361 45 242 5,164 △ 197

117,304 122,089 125,834 127,469 903 18,938 109,434 △ 18,035
公共施設建設資金積立基
金 37,483 40,182 43,021 47,323 35 6,197 41,161 △ 6,162

地域福祉振興基金 5,138 4,468 5,747 5,178 16 1,079 4,116 △ 1,062
義務教育施設建設等資金
積立基金 50,388 55,284 55,525 59,395 42 8,659 50,779 △ 8,616
竹の塚鉄道立体化及び関連
都市計画事業資金積立基金 7,310 5,722 4,972 3,311 3 1,151 2,163 △ 1,148

大学病院施設等整備基金 6,740 4,348 4,496 500 2 500 2 △ 498

162,496 176,576 181,723 175,173 964 30,721 145,416 △ 29,757

４　債務負担行為額の状況（一般会計）
（単位：百万円）

年　度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

債務負担行為額 92,260 89,344 93,221 88,310 70,446

その他特定目的基金

うち

主
な
基
金

                                                                Ⅲ－２　区債の状況
                                                                Ⅲ－３　積立基金の状況（一般会計）
                                                                Ⅲ－４　債務負担行為額の状況（一般会計）

※発行額は、２年度までは決算額、３年度は見込額、４年度は当初予算額である。
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※２年度までは決算額、３年度は年度末見込額、４年度は当初予算額である。

※２年度までは決算額、３年度・４年度は各々翌年度以降支出予定見込額である。
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５　歳入歳出予算総括表

(１)　一般会計

　①　歳入予算款別表 　　（単位：千円）

比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 特別区税 51,542,402 16.3 47,528,548 15.2 4,013,854 8.4

 2 地方譲与税 965,701 0.3 909,401 0.3 56,300 6.2

 3 利子割交付金 108,000 0.0 113,000 0.0 △ 5,000 △ 4.4

 4 配当割交付金 592,000 0.2 564,000 0.2 28,000 5.0

 5 株式等譲渡所得割交付金 691,000 0.2 435,000 0.1 256,000 58.9

 6 地方消費税交付金 15,300,000 4.9 12,480,000 4.0 2,820,000 22.6

 7 自動車取得税交付金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

 8 環境性能割交付金 238,000 0.1 187,000 0.1 51,000 27.3

 9 ゴルフ場利用税交付金 1,648 0.0 1,584 0.0 64 4.0

10 地方特例交付金 572,000 0.2 661,000 0.2 △ 89,000 △ 13.5

11 交通安全対策特別交付金 72,000 0.0 63,000 0.0 9,000 14.3

12 特別区交付金 103,200,000 32.7 94,200,000 30.2 9,000,000 9.6

13 分担金及び負担金 2,308,919 0.7 2,403,224 0.8 △ 94,305 △ 3.9

14 使用料及び手数料 4,153,682 1.3 4,140,152 1.3 13,530 0.3

15 国庫支出金 74,899,451 23.7 74,846,386 24.0 53,065 0.1

16 都支出金 25,053,979 7.9 25,953,468 8.3 △ 899,489 △ 3.5

17 財産収入 428,136 0.1 405,798 0.1 22,338 5.5

18 寄付金 22,809 0.0 16,907 0.0 5,902 34.9

19 繰入金 30,727,296 9.7 36,436,263 11.7 △ 5,708,967 △ 15.7

20 繰越金 1,000,000 0.3 1,000,000 0.3 0 0.0

21 諸収入 3,554,349 1.1 3,280,376 1.1 273,973 8.4

22 特別区債 4,000 0.0 6,387,300 2.0 △ 6,383,300 △ 99.9

歳  入  合  計 315,435,373 100.0 312,012,408 100.0 3,422,965 1.1

　②　歳出予算款別表 　　（単位：千円）

４年度当初予算 ３年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 議会費 933,761 0.3 942,875 0.3 △ 9,114 △ 1.0

 2 総務費 35,237,611 11.2 33,812,625 10.8 1,424,986 4.2

 3 民生費 152,286,082 48.3 146,873,073 47.1 5,413,009 3.7

 4 産業経済費 3,666,444 1.2 3,235,660 1.0 430,784 13.3

 5 環境衛生費 27,391,584 8.7 24,094,418 7.7 3,297,166 13.7

 6 土木費 28,843,748 9.1 25,732,480 8.2 3,111,268 12.1

 7 教育費 37,512,069 11.9 46,293,746 14.8 △ 8,781,677 △ 19.0

 8 公債費 3,443,772 1.1 5,773,535 1.9 △ 2,329,763 △ 40.4

 9 諸支出金 25,720,302 8.2 24,853,996 8.0 866,306 3.5

10 予備費 400,000 0.1 400,000 0.1 0 0.0

歳  出  合  計 315,435,373 100.0 312,012,408 100.0 3,422,965 1.1

Ⅲ－５　歳入歳出予算総括表

４年度当初予算 ３年度当初予算
科　　　　目（款）

科　　　　目（款）
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(２)　国民健康保険特別会計

　①　歳入予算款別表 　　（単位：千円）

４年度当初予算 ３年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 国民健康保険料 15,077,163 20.9 13,800,828 19.8 1,276,335 9.2

 2 一部負担金 4 0.0 4 0.0 0 0.0

 3 使用料及び手数料 150 0.0 150 0.0 0 0.0

 4 国庫支出金 396 0.0 2,787 0.0 △ 2,391 △ 85.8

 5 都支出金 48,111,694 66.5 46,599,675 66.9 1,512,019 3.2

 6 繰入金 8,990,179 12.4 9,159,879 13.1 △ 169,700 △ 1.9

 7 繰越金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

 8 諸収入 115,744 0.2 132,307 0.2 △ 16,563 △ 12.5

歳  入  合  計 72,295,331 100.0 69,695,631 100.0 2,599,700 3.7

　②　歳出予算款別表 　　（単位：千円）

４年度当初予算 ３年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 総務費 1,640,434 2.3 1,687,713 2.4 △ 47,279 △ 2.8

 2 保険給付費 47,784,552 66.1 46,271,385 66.4 1,513,167 3.3

 3 国民健康保険事業費納付金 21,901,682 30.3 20,746,996 29.8 1,154,686 5.6

 4 共同事業拠出金 9 0.0 9 0.0 0 0.0

 5 保健事業費 634,042 0.9 654,916 0.9 △ 20,874 △ 3.2

 6 諸支出金 134,612 0.2 134,612 0.2 0 0.0

 7 予備費 200,000 0.3 200,000 0.3 0 0.0

歳  出  合  計 72,295,331 100.0 69,695,631 100.0 2,599,700 3.7

科　　　　目（款）

科　　　　目（款）

Ⅲ－５　歳入歳出予算総括表
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(３)　介護保険特別会計

　①　歳入予算款別表 　　（単位：千円）

４年度当初予算 ３年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 介護保険料 12,083,159 17.9 11,518,759 17.8 564,400 4.9

 2 使用料及び手数料 1 0.0 1 0.0 0 0.0

 3 国庫支出金 16,026,894 23.7 15,423,933 23.8 602,961 3.9

 4 都支出金 9,600,607 14.2 9,002,994 13.9 597,613 6.6

 5 支払基金交付金 17,525,934 26.0 16,788,546 25.9 737,388 4.4

 6 財産収入 3,820 0.0 3,160 0.0 660 20.9

 7 繰入金 12,219,421 18.1 11,916,380 18.4 303,041 2.5

 8 繰越金 2 0.0 2 0.0 0 0.0

 9 諸収入 24,304 0.0 48,245 0.1 △ 23,941 △ 49.6

歳  入  合  計 67,484,142 100.0 64,702,020 100.0 2,782,122 4.3

　②　歳出予算款別表 　　（単位：千円）

４年度当初予算 ３年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 総務費 1,327,542 2.0 1,289,674 2.0 37,868 2.9

 2 保険給付費 62,865,926 93.2 60,418,200 93.4 2,447,726 4.1

 3 基金積立金 3,820 0.0 3,160 0.0 660 20.9

 4 地域支援事業費 3,236,795 4.8 2,928,127 4.5 308,668 10.5

 5 諸支出金 50,059 0.1 62,859 0.1 △ 12,800 △ 20.4

歳  出  合  計 67,484,142 100.0 64,702,020 100.0 2,782,122 4.3

(４)　後期高齢者医療特別会計

　①　歳入予算款別表 　　（単位：千円）

４年度当初予算 ３年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 後期高齢者医療保険料 6,850,898 39.6 6,315,263 38.9 535,635 8.5

 2 使用料及び手数料 1 0.0 1 0.0 0 0.0

 3 広域連合支出金 26,001 0.2 26,001 0.2 0 0.0

 4 繰入金 9,781,494 56.6 9,271,582 57.2 509,912 5.5

 5 繰越金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

 6 諸収入 622,863 3.6 606,306 3.7 16,557 2.7

歳  入  合  計 17,281,258 100.0 16,219,154 100.0 1,062,104 6.5

　②　歳出予算款別表 　　（単位：千円）

４年度当初予算 ３年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 総務費 469,266 2.7 388,854 2.4 80,412 20.7

 2 保険給付費 350,000 2.0 343,000 2.1 7,000 2.0

 3 分担金及び負担金 15,753,569 91.2 14,803,653 91.3 949,916 6.4

 4 保健事業費 652,621 3.8 627,845 3.9 24,776 3.9

 5 諸支出金 25,802 0.1 25,802 0.2 0 0.0

 6 予備費 30,000 0.2 30,000 0.2 0 0.0

歳  出  合  計 17,281,258 100.0 16,219,154 100.0 1,062,104 6.5

科　　　　目（款）

科　　　　目（款）

科　　　　目（款）

科　　　　目（款）

Ⅲ－５　歳入歳出予算総括表
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Ⅲ－６ 令和４年度足立区行財政運営方針（令和３年８月） 

 

６ 令和４年度足立区行財政運営方針（令和３年８月） 

 

１ 予算編成の基本的な考え方 

（コロナ禍の影響と今後の見込み） 

令和４年度の歳入はコロナ禍の影響による企業業績の悪化が懸念されることから、財政

調整交付金の減少が見込まれる。そのため、東京都の税収入の動向を踏まえた歳入予測と

ともに、基金の見通しなど数年先の状況も見据え、令和６年度までに集中する投資的経費

の平準化を図りながら慎重に財源を振り分けていく。一方、これまでの計画的な財政運営

により、緊急対策に必要な一定程度の体力をつけてきていることから、区民生活や区内事

業者の実態を見極めつつ、コロナ禍の影響からできる限り早期に脱却できるよう、必要な

対策はスピード感をもって講じていく。 

（予算編成方法） 

令和２年度決算は良好な結果となったが、その原因は新型コロナウイルス感染症対策に

係る国や都からの交付金が増えたことにある。たとえ今後、新型コロナウイルス感染症の

拡大が一定程度収まったとしても、区内経済に爪痕が残ることも予想され、歳入、歳出に

及ぼす影響は不透明である。このため、「基本計画」や「公共施設等総合管理計画」を念

頭に置きつつ、中長期的な視点でランニングコストを含めた費用対効果を徹底的に分析し、

一層の事業の選択と集中に努める。また、既存事業はゼロベースで精査し、歳出削減及び

財源確保に注力する。 

２ 令和４年度予算編成事務処理方針 

（１）政策的経費について 

ア 令和４年度予算編成に向けた各部長と区長との事前協議の結果を踏まえ、「基本構

想」の「ひと」「くらし」「まち」「行財政」の４つの視点を明示した上で、包括予

算の枠内に財源を配分する。 

イ 新型コロナウイルス感染症対策や区民生活・区内経済を支えるために優先して実

施すべき事業については、包括予算の枠内に財源を配分する。 

ウ 子どもの未来応援枠については、子どもの貧困対策・若年者支援課と協議の上、包

括予算の枠内に財源を配分する。 

（２）投資的事業経費について 

各部の要求を財政課が査定し計上する。査定にあたっては、中長期的な視点で優先順

位付けを行い、事業費の平準化を図る。 

要求にあたっては、維持管理などの将来負担、設備の更新時期、労務単価改定、建設

資材高騰などを考慮し積算すること。事業手法についても見直しを行い、真に必要な経

費を要求すること。 

また、緊急かつ安全・安心の面から必要な事業については、事前に財政課に協議の上、

要求額を計上すること。 

（３）経常的事業経費（枠内）について 

令和２年度決算額及び事務事業評価結果並びに令和４年度における各部の事情など

を勘案し、包括予算の枠として財源を配分する。 

配分された一般財源に、各部で見込んだ特定財源を加えた範囲内で必要な経費を計上

すること。 
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Ⅲ－６ 令和４年度足立区行財政運営方針（令和３年８月） 

 

 
（４）経常的事業経費（枠外）について 

各該当事業の要求額を財政課が査定し計上する。 

要求にあたっては、経費を厳密に見積り、積算資料を財政課に提出すること。 

（５）既存事務事業の見直しについて 

各部は事務事業評価の結果を踏まえ、特に執行率や費用対効果の低い事業は見直しを

行うこと。 

なお、既存事務事業見直しの基本的視点は以下のとおりとする。 

ア 事業の必要性、有効性、優先度の精査 

イ 施策や事業の整理・統合 

ウ 区補助金事業の精査 

交付実績・目標達成度・効果の検証 

エ コストの削減 

事業手法、執行体制・人員などの見直し 

オ 歳入の確保 

税外収入の確保、債権管理の適正化と収納率の向上、受益者負担の見直し 
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             　　　　　　　　　Ⅲ－７　消費税の使途

 ７　消費税の使途

単位：百万円

事業費 消費税充当額

障がい者福祉事業 2,480 538 512

高齢者福祉事業 0 0 0

児童福祉事業 9,726 925 737

幼児教育・保育無償化事業 5,974 3,313 2,701

介護保険事業 99 25 19

社会保険 国民健康保険事業 1,403 491 37

後期高齢者医療事業 0 0 0

疾病予防対策事業 0 0 0

その他保健衛生事業 0 0 0

障がい者福祉事業 98 3 2

社会福祉 高齢者福祉事業 159 4 4

児童福祉事業 3,504 91 92

介護保険事業 0 0 0

社会保険 国民健康保険事業 0 0 0

後期高齢者医療事業 0 0 0

疾病予防対策事業 900 22 21

その他保健衛生事業 622 14 14

障がい者福祉事業 21,198 329 194

社会福祉 高齢者福祉事業 386 30 23

児童福祉事業 8,185 0 0

介護保険事業 10,571 1,111 905

社会保険 国民健康保険事業 7,587 254 569

後期高齢者医療事業 9,816 948 772

疾病予防対策事業 3,494 246 197

その他保健衛生事業 1,091 1 1

87,293 8,345 6,800

　　　

　

社会保障費 事業
４年度 【参考】

３年度
消費税充当額

合　　計

①
社
会
保
障
の
充
実

社会福祉

保健衛生

　
②
社
会
保
障
の

　
　
　
　
公
経
済
負
担
分 保健衛生

　
　
③
社
会
保
障
の

　
　
　
　
　
　
安
定
化

保健衛生

平成２６年４月１日より１％から引き上げられた地方消費税(注１)の引上げ分について
は、消費税法等により「社会福祉」「社会保険」「保健衛生」のいずれかの施策に要する
経費に、また令和元年１０月１日の消費税率引上げ時には、「幼児教育・保育無償化等社
会保障の充実」に充てるものとされています。
令和４年度予算では、社会保障費に充てる地方消費税交付金の額を前年度比１５億円増

の８３億円と算定しています。内訳は従来の３％部分として５０億円、令和元年引上げの
２％部分として３３億円です。特定財源を除く一般財源の投入部分の規模等により、以下
のように割り振りました。

「②社会保障の公経
済負担分」とは、社
会保障施策を実施す
るために区が支払う
事業経費の増税によ
る支出増分

税率引上げによる

地方消費税交付金増

額分

注１：地方消費税
一般的に消費税といわれているものは、税率５％の時には国税である消費税４％と

地方消費税１％の合計でした。税率８％では消費税６．３％、地方消費税１．７％で
したが、税率１０％では消費税７．８％、地方消費税２．２％になっています。

税率引上げによる消費税の使途については、「引上げ分に係る地方消費税収の使途の明確化
について」（平成26年1月24日付け総税都第2号）に基づき、予算書や決算書の説明書等におい
て明示することになっています。
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